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地方創生セミナー
地域が主役に !
～デジタル田園都市国家構想で変わるまちの未来～
アンテナショップ紹介
東京・日本橋「ここ滋賀」で滋賀県の魅力を体感 !
� 牧谷百華

首長の思い
つながりが循環する、生まれ続ける町
� 野瀬　豊（福井県高浜町長）

地域の創意による新しい教育
新学習指導要領の実施と教育のデジタル化、地域や家庭環境による格差など、わが国の教育はさまざまな課題を抱
えている。こうした状況の中、学校内外で地域の創意を生かした教育に取り組んでいる各地の事例を紹介する。
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猪
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「地域づくり」400号を心より
お祝い申し上げ、昭和60年の創
刊以来、先導事例紹介など地域
づくりをリードしてきた本誌関
係者に、感謝の誠を捧げたい。
この間37年、地域づくりは

「進化」してきた。
昭和63年に始まる「ふるさと

創生」を契機として、地方自治
体は「補助待ち」から「自ら考
え自ら行う地域づくり」へ変貌
を遂げた。
平成26年から「地方創生」へ。

「消滅自治体」の危機を前に、
人口減少を克服し地域の成長力
を創造していくことに、全国各
地は鎬

しのぎ

を削る。亡き安倍晋三元
首相が「地方創生」という言葉
を初めて発したのは、小職も随
行していた鳥取県境港市視察後
の記者会見だった。
そして今、「デジタル田園都

市国家構想」による新たな進化
へ歩み始めた。ペスト流行後の
欧州でルネッサンスが生まれた
ように、新型コロナ後に向け、
デジタルも含め地域づくりの新
時代勃

ぼっ

興
こう

を果たさなければなら
ない。

「地域づくり」通巻400号、お
めでとうございます。本編での
特集の深掘りと特集編でのその
横展開、さらに人材育成ガイド
ブックなどの別冊―ひとりの
読者としてもどれもとても参考
になっています。
私自身は地域活性化センター

の数ある人づくりプログラムの
うち、全国地域リーダー養成塾
にかかわっています。この塾は
1989年のスタートからここまで
33期、合計1145名の修了生を輩
出しています。主任講師の指導
のもと、少数精鋭の１年間にわ
たるゼミナール形式が特徴で
す。最後に長文の修了レポート
をまとめます。多くの修了生に
とって、全国から集まってくる
熱い想いを持った同志とともに
過ごすことで、視野が広がり、
同時に仲間のネットワークも広
がることが一番の宝のようです。
こうしたことが可能なのも、地
域活性化センターの長年にわた
るサポートがあるからです。あ
りがとうございます。そしてこ
れからも地域づくりへの尽力、
期待しています。

スポーツ拠点づくり推進事業
に携わり、色々な場所へ視察に
訪れました。川崎市のボウリン
グや掛川市のトランポリン、神
戸市のダンス等々、大会の思い
出がいっぱい。地域の皆さんが
一生懸命に準備を進め、大会当
日は選手を応援しながら地元の
名産品でおもてなし。「競技が
終わったら、〇〇に観光に行っ
てね」と旅の紹介も忘れません。
まちのお父さんもお母さんもハ
リキッテ、選手との交流を通し
てお互いが元気になる。まちも
活気づく。スポーツの素晴らし
さを実感したのです。全国各地
に出来たスポーツの拠点は、こ
れから益々花開いて人々を幸せ
にしてくれることでしょう。
幸せの価値観は多様化し、コ
ロナ禍をきっかけにリモートワ
ークが増え、若者の地方への移
住が増えています。今こそ自治
体が個性を発揮して輝く時代で
す。そのための「ひとづくり、
まちづくり」に、地域活性化セ
ンターが果たす役割は大です。
地方創生の総本山に期待してい
ます！

地方創生の
総本山に期待

400号が築き上げた
ネットワーク

地域づくりは
進化する

平井 伸治

全国知事会長・
鳥取県知事

西村 幸夫

國學院大學教授・
全国地域リーダー養成塾塾長

増田 明美

スポーツジャーナリスト・
大阪芸術大学教授

「地域づくり」通巻400号に寄せて
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特 集
論文社

会
の
劇
的
変
化
に
対
応
す
る 

改
革
ビ
ジ
ョ
ン

世
界
の
人
口
は
２
０
２
２
年
に
は
80
億
人
を
超
え
、
２

１
０
０
年
に
は
１
０
９
億
人
に
増
加
す
る
と
国
連
が
予
測

す
る
一
方
で
、
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０
年
の
１
億
２
８

０
６
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
急
激
に
減
少
し
、
２
０
５
３

年
頃
に
は
１
億
人
を
下
回
り
高
齢
化
率
も
38
％
程
度
に
達

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

22
世
紀
ま
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち
は
、
人
口
の
問
題
に

限
っ
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
も
ロ
ー
カ
ル
な
視
点

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
す
べ
き
問
題
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
考
え

た
時
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ
る
の
が
、

第
４
次
産
業
革
命
、
中
で
も
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
飛
躍

的
進
化
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
実
現
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い

た
社
会
の
実
現
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
産
業
構

造
や
就
業
構
造
が
劇
的
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
感
性
を
働
か
せ
、
目

的
を
考
え
出
し
、
目
的
に
応
じ
た
創
造
的
な
問
題
解
決
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
「
人
間
の
強
み
」
が
重
要
で
あ
り
、

Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
こ
う
い
っ
た
強
み
を
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材
像
で
す
。

こ
れ
は
従
来
か
ら
、
学
校
教
育
が
目
指
し
て
き
た
も
の

と
一
致
し
ま
す
。
我
々
が
「
生
き
る
力
」
と
呼
ん
で
き
た
、

「
基
礎
基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、

よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
」「
自
ら
を
律

し
つ
つ
、
他
人
と
と
も
に
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心

や
感
動
す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
」「
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
」
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を
生
か
し
、
学
校
教
育
の
よ

さ
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
課

程
が
目
指
す
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
学
校
教
育
が
積
み
重
ね
て
き

た
伝
統
と
実
践
の
蓄
積
を
ベ
ー
ス
に
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
で
は
、
誰
一
人

取
り
残
さ
ず
個
々
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
教

育
、
特
に
「
リ
ア
ル
」
×
「
デ
ジ
タ
ル
」
の
最
適
な
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
価
値
創
造
的
な
学
び
の
推
進
や
地
域
の
絆

き
ず
な

を
深
め
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
強
化
な
ど
、
二
つ
の
基
本
理
念
と
四
つ
の
柱
か

ら
な
る
「
教
育
進
化
の
た
め
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
公
表

し
ま
し
た
。（
図
１
）

中
で
も
重
点
を
置
く
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
や
企

業
の
力
を
巻
き
込
ん
だ
学
校
運
営
や
「
リ
ア
ル
な
体
験
」

機
会
の
充
実
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
す
べ
て
の
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
導
入
を
加
速
（
重
点
期
間
・
令
和
４
～
６
年
度
）

し
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
運
営
の
実
現
と
防
災
活
動
等

で
の
学
校
・
地
域
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
地
域
や
企
業
と
学
校
が
連
携
し
た
形
で
の
学
習
支

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

安
彦
　
広
斉

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
初
等
中
等
教
育
局
担
当
）

「
教
育
進
化
の
た
め
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
へ

―
地
域
等
と
の
連
携
と
「
リ
ア
ル
な
体
験
」
の
充
実
―
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援
や
、
起
業
家
と
の
触
れ
合
い
の
機
会
の
提
供
、
す
べ
て

の
子
ど
も
の
学
校
内
外
で
の
豊
か
な
体
験
活
動
の
定
着

（
異
年
齢
集
団
で
の
地
域
活
動
、
職
業
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
自
然
・
文
化
芸
術
体
験
、
読
書
等
）
や
課
題
を
抱

え
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
体
験
活
動
の
充
実
に
つ

い
て
、
経
済
界
と
の
直
接
対
話
に
よ
り
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
学
校
で
の 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
を
加
速

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
促
進
に
つ
い
て
は
、

本
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
兵
庫
」
に
お
い
て
、
末
松
信
介
文

部
科
学
大
臣
（
当
時
）
は
、「
す
べ
て
の
学
校
へ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
加
速
さ
せ
ま
し
て
、
取

り
組
み
を
一
層
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
３
年
間
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
倍
増
を
目
指
し
て
い
き
た

い
、
２
万
校
は
目
指
し
た
い
」
と
意
欲
的
で
具
体
的
な
目

標
を
掲
げ
、
導
入
を
加
速
す
る
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
た
学
校
の
こ
と
で
あ
り
、
学
校
と
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
学
校
運
営
に

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
緒
に
協
働
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
47
条
の
５
に
基
づ
い
た
仕
組
み
で
す
。

冒
頭
述
べ
た
通
り
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
経
済

社
会
の
変
化
等
の
な
か
で
、
地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
が

薄
れ
、
い
わ
ゆ
る
地
域
の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
、

リ
ア
ル
体
験
の
不
足
や
子
ど
も
の
問
題
行
動
、
地

域
防
災
や
若
者
が
地
元
に
定
着
し
な
い
こ
と
な

ど
、
学
校
や
子
ど
も
、
地
域
を
取
り
巻
く
課
題
が

よ
り
複
雑
化
・
困
難
化
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
、
学
校
や
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
学
校
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

地
域
全
体
で
解
決
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

そ
の
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
学
校
と
地
域

が
目
標
や
課
題
を
共
有
し
、
協
議
す
る
仕
組
み
と

し
て
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
学
校
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
非
常
に
有
効
な
制

度
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
初

め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」の
事
例
で
す
。（
図
２
）

岡
山
県
浅
口
市
の
小
学
校
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
を
活
用
し
、

育
て
た
い
子
ど
も
の
姿
や
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

課
題
を
学
校
と
地
域
で
共
有
し
た
う
え
で
、
学
校

特 集
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の
業
務
内
容
の
棚
卸
し
に
つ
い
て
熟
議
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
役
割
分
担
と
連
携
・
協
働
を
進
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
退
勤
時
刻
の
面
で
効
果
が
あ
っ
た
」「
業

務
や
会
議
が
減
っ
た
」
な
ど
、
業
務
の
精
選
や
教
職
員
の

意
識
改
革
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
教
師
の
一
日

当
た
り
の
超
過
勤
務
時
間
が
前
年
同
月
比
で
28
・
９
％
の

減
少
に
つ
な
が
る
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
大
き
な
効
果
が

出
て
い
ま
す
。

続
い
て
、「
生
徒
指
導
上
の
課
題
解
決
の
取
り
組
み
」

の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
福
岡
県
春
日
市
の
中
学
校
で
は
、

２
０
０
８
年
当
時
、
補
導
件
数
の
多
さ
や
生
徒
の
問
題
行

動
等
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
学
校
は
対
応
に
苦
労
す
る

一
方
、
学
校
と
地
域
の
信
頼
関
係
も
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な

い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
導
入
し
、
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
学
校
の
困
り

ご
と
等
を
包
み
隠
さ
ず
話
し
、
ど
う
い
っ
た
学
校
・
生
徒

に
し
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
よ

い
か
等
、
議
論
を
重
ね
、
保
護
者
・
地
域
・
教
師
・
警
察

が
連
携
し
た
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
が
地
域
の
行
事
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
積
極
的
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
確
立
し
、
子
ど
も
が

主
体
性
を
発
揮
で
き
る
場
面
を
創
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
の
自
尊
感
情
や
自
己
有
用
感
が
高
ま
り
、社
会
性
・

規
範
意
識
等
の
伸
長
に
寄
与
し
た
こ
と
と
併
せ
て
、
補
導

件
数
は
激
減
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

状
況
（
図
３
）
で
す
が
、
全
国
の
公
立
学
校
の
う
ち
、
１

万
１
８
５
６
校
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
全
公
立
学
校
の

33
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
促
進
・
充
実
に
向

け
た
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
を
一
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
、
地
域

と
学
校
を
つ
な
ぐ
総
合
的
な
企
画
・
調
整
役
を

担
う
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の

両
方
に
関
わ
り
、
両
者
を
つ
な
ぐ
と
て
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

地
域
や
企
業
と
連
携
し 

学
校
内
外
で
の
体
験
活
動
を
充
実

２
０
２
２
年
６
月
、
子
ど
も
の
体
験
活
動
を

官
民
一
体
で
推
進
す
る
た
め
、
末
松
文
部
科
学

大
臣
は
、
関
西
経
済
界
、
関
東
経
済
界
と
の
意

見
交
換
を
行
い
、
そ
の
際
「
子
供
の
体
験
活
動

推
進
宣
言
」
を
宣
言
し
、
参
加
さ
れ
た
経
済
界

の
皆
様
か
ら
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
部

科
学
省
と
し
て
、
よ
り
一
層
、
企
業
と
具
体
的

に
連
携
し
た
体
験
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
地
域
や
企
業
の
力
を
巻
き
込
ん
だ
学
校
運

営
や
「
リ
ア
ル
な
体
験
」
の
機
会
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
今
後
と
も
、
学
校
、
地
域
、
企
業
等

の
関
係
者
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
社
会
総

が
か
り
で
支
え
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
校
が
地
域
や
企
業
等
と
連
携
し
た
取
り

組
み
は
、
教
育
的
な
効
果
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
づ
く
り

に
も
貢
献
し
ま
す
。
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
調
査

に
よ
る
と
、地
方
へ
の
人
材
還
流
に
関
す
る
効
果
と
し
て
、

出
身
県
外
に
居
住
し
て
い
る
方
々
が
、
高
校
時
代
ま
で
に

地
元
企
業
を
認
知
し
て
い
る
ほ
ど
、
出
身
市
町
村
へ
の
愛

着
が
強
い
と
と
も
に
、
出
身
市
町
村
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
し
て
い
る
実
態
が
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
放
課
後
等
に
学
習

支
援
や
体
験
・
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
放
課
後
子
ど
も

教
室
や
、
登
下
校
の
見
守
り
、
学
校
の
授
業
支
援
な
ど
、

地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し
て
行
う
地
域
学
校
協
働
活

動
に
お
い
て
、
企
業
・
社
員
が
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た
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り
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

学
校
と
地
域
・
企
業
等
の
情
報
を
共
有
し
た
り
す
る
な
ど

の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
や
学
校
・
地
域
の
企
業

活
動
へ
の
理
解
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
が

地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携

こ
の
よ
う
な
学
校
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
と
の
つ
な
が

り
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
さ

ら
に
広
く
深
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
実
社

会
・
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
新
し
い
学
習
指
導

要
領
の
趣
旨
を
実
現
し
、
地
域
の
教
育
資
源
の
活
用
に
よ

る
個
々
の
児
童
生
徒
に
応
じ
た
多
様
な
学
習
活
動
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
休
業
日
や

土
日
等
の
休
業
日
等
に
学
校
の
外
部
に
お
い
て
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
を
行
う
際
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

探
究
的
な
学
習
の
過
程
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
位
置
づ
け
を

年
間
指
導
計
画
な
ど
に
明
確
に
す
る
場
合
に
、
各
学
校
の

判
断
に
よ
り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
年
間
授
業
時
数

の
４
分
の
１
程
度
（
約
70
時
間
の
う
ち
18
時
間
）
ま
で
、

教
師
の
立
ち
合
い
や
引
率
を
伴
わ
ず
に
学
習
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

想
定
さ
れ
る
学
習
活
動
と
し
て
は
、公
民
館
や
図
書
館
、

博
物
館
、
美
術
館
お
よ
び
青
少
年
教
育
施
設
等
の
社
会
教

育
施
設
を
活
用
し
た
学
習
活
動
、
社
会
教
育
関
係
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
民
間
企
業
等
の
各
種
団
体
を
含
む
地
域
等
と
連

携
し
た
学
習
活
動
、
地
域
の
教
育
資
源
（
地
域
学
校
協
働

活
動
推
進
員
等
）
を
活
用
し
た
学
習
活
動
な
ど
で
す
。
そ

の
際
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）

等
の
枠
組
み
を
利
用
し
、
あ
ら
か
じ
め
保
護
者
や
地
域
関

係
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
た
り
、
地
域
学
校
協
働
活

動
推
進
員
等
の
枠
組
み
を
利
用
し
、
活
動
先
の
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
や
活
動
先
と
の
連
絡
調
整
な
ど
で
協
力
を
依
頼
す
る

な
ど
の
工
夫
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
利
用
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
公
民
館
等
のW

i-Fi

整
備
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
不
可
欠
で
す
。
公
民
館
の
役
割
で
あ
る
「
住
民
の
教

養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化
を
図
り
、
生
活

文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
」
と
い
う

目
的
を
果
た
す
た
め
に
も
有
意
義
で
あ
り
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」
に
も
公
民
館
等
に

お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
学
校
教
育
と
社

会
教
育
と
の
連
携
強
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
校
教
育
改
革

文
部
科
学
省
で
は
、
地
域
を
分
厚
く
支
え
る
人
材
の
育

成
に
向
け
た
教
育
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
高
校
が
自
治

体
、
高
等
教
育
機
関
、
産
業
界
等
と
の
協
働
に
よ
り
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
地
域
課
題
の
解
決
等
の
探
究
的
な

学
び
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域

振
興
の
核
と
し
て
の
高
校
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
産
業
界
等
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
実
践
的
な
職
業
教
育
を
推
進
し
た
り
、
地
域
課
題
の

解
決
等
を
通
じ
た
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
、
地
域

な
ら
で
は
の
魅
力
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
人
材
を
育

成
し
た
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
地
域
を
支
え

る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
答
申
の 

具
体
化

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
取
り
組
み
は
、
地
域
資
源

や
地
域
人
材
を
活
用
し
て
、
地
域
で
学
ぶ
、
地
域
を
学
ぶ

こ
と
で
、
そ
の
地
域
づ
く
り
に
、
ま
た
、
地
域
の
未
来
の

人
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
を
社
会
教
育
が
包
摂
す
る
よ
う
に
一

体
的
に
つ
な
が
り
、
学
校
が
企
業
や
自
治
体
な
ど
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
一
年
齢
で
同
一
内
容
を
学
習
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
教
育
の
在
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
こ

れ
ま
で
の
日
本
型
学
校
教
育
の
優
れ
た
蓄
積
も
生
か
し

て
、
個
々
に
最
適
な
学
び
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
校

内
外
で
の
豊
か
な
体
験
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
が
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
を

学
び
の
ツ
ー
ル
と
し
て
フ
ル
活
用
し
、
個
別
最
適
な
学
び

と
協
働
的
な
学
び
を
日
常
化
し
た
り
、
学
校
Ｄ
Ｘ
を
推
進

す
る
こ
と
で
教
師
を
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
、
ア
シ
ス
ト
し
た
り
す
る
こ
と
で
、「
教
育
進
化
の
た

め
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
た
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰

一
人
取
り
残
さ
ず
個
々
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す

教
育
」「
教
職
員
が
安
心
し
て
本
務
に
集
中
で
き
る
環
境
」

を
実
現
し
、
中
央
教
育
審
議
会
の
「
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
」
答
申
の
内
容
が
具
体
化
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
企
業
や
自
治
体
、
経
済
界
や
関
係

各
団
体
な
ど
と
も
幅
広
く
連
携
・
協
働
し
、
地
域
の
人
づ

く
り
、
す
な
わ
ち
日
本
の
未
来
の
人
づ
く
り
を
強
力
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特 集

5 2022・10 月号 地域づくり 本編 2022・10 月号地域づくり 本編 4



特 集
白
い
森
未
来
探
究
学
（
も
り
た
ん
）
の
誕
生

山
形
県
立
小
国
高
等
学
校
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
」
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
熟
議
を
重
ね
、
平
成
29

年
度
に
東
北
地
方
の
高
校
で
は
初
め
て
学
校
運
営
協
議
会

◆◆◆

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
度
に
は
、
第
１
回
全
国
高
等
学
校
小
規
模
校
サ
ミ

ッ
ト
（
以
下
、
小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
）
を
主
催
し
、
地
域

か
ら
の
応
援
や
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
こ
と
で
、
地

域
と
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、「
生
徒
の
た
め

に
」
で
つ
な
が
る
意
識
が
強
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令

和
元
年
度
に
は
文
部
科
学
省

「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高

等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業

〈
地
域
魅
力
化
型
〉」
に
指
定

さ
れ
、
地
域
協
働
の
意
義
の

理
解
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
地

域
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

融
合
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

構
築
を
目
指
し
ま
し
た
。

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
開
発
を
目
指
し
、
総
合
的

な
探
究
の
時
間
「
白
い
森
未

来
探
究
学
（
以
下
「
も
り
た

ん
」）」
を
構
築
し
ま
し
た
。

小
国
町
に
は
肥
沃
な
「
学
び
の
土
壌
」
が
あ
る
こ
と
を
小

規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り

組
み
か
ら
感
じ
て
い
た
の
で
、
こ
の
豊
か
な
地
域
と
と
も

に
生
徒
を
育
む
こ
と
が
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
つ
な
が

る
と
確
信
し
ま
し
た
。

１
年
時
「
地
域
文
化
学
」
は
地
域
に
ゆ
っ
た
り
と
浸
り
、

今
後
の
探
究
活
動
の
土
台
を
作
り
ま
す
。
小
国
町
や
隣
町

の
飯
豊
町
の
特
色
あ
る
暮
ら
し
や
仕
事
を
し
て
い
る
格
好

良
い
大
人
と
の
対
話
や
体
験
を
通
し
て
、
地
域
で
暮
ら
す

リ
ア
ル
を
学
び
ま
す
。

２
年
時
「
地
域
実
践
学
」
は
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
身

の
回
り
の
課
題
や
関
心
を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
実
行
す
る
）
を
実
施
し
、
自
分
の
「
や
り
た
い
」

を
大
事
に
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま

す
。
教
員
だ
け
で
な
く
地
域
の
大
人
も
日
々
の
授
業
や
ト

ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
一
対
一
の
対
話
の
場
）
に
参
加

し
生
徒
の
取
り
組
み
に
伴
走
し
ま
す
。
大
人
と
の
対
話
や

つ
な
が
り
が
生
徒
の
主
体
性
や
挑
戦
心
を
養
い
、
活
動
が

加
速
し
て
い
き
ま
す
。「
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
こ
と
の

で
き
る
場
を
作
り
た
い
」
と
考
え
た
生
徒
は
、
１
日
限
定

高
校
生
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
。
地
域
の
菓
子
職
人
と
と
も

に
ス
イ
ー
ツ
の
試
作
や
コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方
を
念
入
り
に

準
備
し
、
そ
の
か
い
あ
っ
て
当
日
は
大
盛
況
で
し
た
。
ま

た
、「
映
画
を
撮
り
た
い
」
と
い
う
生
徒
は
、
プ
ロ
の
カ

メ
ラ
マ
ン
か
ら
機
材
を
お
借
り
し
、
仲
間
や
地
域
の
大
人

の
協
力
を
得
て
映
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

３
年
時
「
地
域
構
想
学
」
は
、
２
年
時
で
の
マ
イ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
践
を
糧
に
、
身
近
な
小
国
町
の
現
状
や
課
題

を
知
り
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
あ
り
た

い
未
来
を
前
向
き
に
思
い
描
い
て
い
く
こ
と
で
、
卒
業
後

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

山
形
県
立
小
国
高
等
学
校

（
山
形
県
小
国
町
）

長
岡
　
郁
子

山
形
県
立
小
国
高
等
学
校

白
い
森
未
来
探
究
学
主
担
当
・
教
諭

―
独
自
の
探
究
学
習
と
小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
開
催
―

地
域
と
協
働
、「
挑
め
、
と
も
に
！
」

「もりたん」で２年生が開いた「１日限定高校生カフェ」には、
たくさんの人が関わってくれた

総合的な探究の時間「白い森未来探究学（もりたん）」で
地域の民宿を訪問した１年生たち

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育
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「
も
り
た
ん
」
を
き
っ
か
け
に
、
授
業
や
課
外
活
動
で

も
地
域
の
大
人
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
数
多
く
展
開
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
愛
好
家
と
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
授
業
（
体
育
）、
地
元
企
業
社
長
を
講
師
に
招
い
て
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
授
業
（
家
庭
）、
地
元
企
業
の
安
全
対
策

や
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
例
を
学
ぶ
労
働
と

健
康
の
授
業
（
保
健
）
な
ど
、
地
域
の
専
門
家
の
力
を
お

借
り
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
リ
ア
ル
を
学
び
、
そ
の
こ
と

が
地
域
で
の
実
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
地
域
協

働
の
授
業
を
通
し
て
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
参
加
し

た
大
人
も
楽
し
そ

う
に
学
ぶ
姿
を
見

て
、
社
会
に
開
か

れ
た
学
校
教
育
は

地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

生
徒
が
企
画
・
運
営
す
る
全
国
サ
ミ
ッ
ト

「
も
り
た
ん
」
に
お
い
て
主
体
的
で
対
話
的
な
授
業
を

展
開
で
き
て
い
る
背
景
に
、
皆
で
ゼ
ロ
か
ら
創
り
上
げ
た

小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
企
画
・
運
営

し
、
教
職
員
や
地
域
の
大
人
は
伴
走
者
と
し
て
生
徒
を
気

に
か
け
、
学
び
の
場
へ
誘
い
出
し
ま
す
。
救
護
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
に
消
防
署
の
救
急
隊
を
訪
ね
て
指
導
を
受
け
た

り
、町
役
場
の
移
住
担
当
か
ら
お
も
て
な
し
を
学
ん
だ
り
、

生
徒
が
選
択
し
た
役
割
に
必
要
な
知
識
を
得
な
が
ら
準
備

を
し
て
い
く
中
で
、
地
域
の
大
人
と
の
対
話
や
交
流
が
自

然
に
生
ま
れ
、
そ
の
こ
と
が
生
徒
の
力
や
自
信
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
第
２
回
ま
で
は
対
面
開
催
で
し
た
が
、第
３
・

４
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
は
相
手
の
反
応
や
雰

囲
気
が
読
み
取
り
に
く
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た

反
面
、
今
ま
で
参
加
が
か
な
わ
な
か

っ
た
北
海
道
や
沖
縄
の
高
校
も
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
デ
メ
リ
ッ
ト
を

払
し
ょ
く
す
る
た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
研
修
や
事
前
交
流
、
一
体

感
を
生
み
出
す
工
夫
に
尽
力
し
た
結

果
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
習
得
や
交
流
に

よ
る
視
野
の
広
が
り
、
多
様
な
仲
間

と
協
働
す
る
価
値
を
実
感
で
き
ま
し

た
。
本
校
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
以
前
か
ら
１
人
１
台
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を

配
備
し
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
教
員
も

積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
授
業
や
行

◆◆◆

事
等
で
活
用
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
を
生
む
基
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
度
行
わ
れ
た
第
５
回

小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
は
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
で
き
ま

し
た
。
地
域
の
大
人
に
支
え
ら
れ
、
リ
ア
ル
な
交
流
を
目

一
杯
楽
し
む
生
徒
の
様
子
が
あ
り
ま
し
た
。

小
国
高
校
の
挑
戦
は
続
く

令
和
４
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
「
新
時
代
に
対
応
し
た

高
等
学
校
改
革
推
進
事
業
〈
創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ

グ
ラ
ム
〉」
の
指
定
校
と
な
り
、
新
た
な
挑
戦
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
用
い
て
全
国

の
小
規
模
校
と
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
、
固
定

化
さ
れ
た
人
間
関
係
に
多
様
性
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、

小
規
模
校
ゆ
え
に
少
な
い
教
員
数
を
互
い
に
補
完
す
る
こ

と
で
人
的
資
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
教
科
等
横
断
型
探

究
学
習
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
学
習
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
個
別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
往
還
に
よ
り
、
小
規
模
校
が
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
教
科
等
横
断
的
な
学
び
の

実
現
に
よ
り
教
育
効
果
の
最
大
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
先
日
、
外
国
語
×
家

庭
×
地
歴
に
お
け
る
教
科
横
断
型
学
習 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
知

る
」
特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
的
に
活
躍
す
る

小
国
町
在
住
の
か
ご
作
家
を
講
師
に
招
き
、
現
在
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
題
材
に
、
３
教
科
の
見
方・考
え
方
に
関
連
付
け
、

本
校
の
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

小
国
高
校
は
地
域
と
の
協
働
を
ベ
ー
ス
に
「
挑
め
、
と

も
に
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
主
体
的
・
積
極
的
に
地

域
と
関
わ
り
、
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
て
こ
れ
か

ら
も
挑
戦
し
続
け
ま
す
。 

◆◆◆

３年ぶりに対面で実施した第５回全国高等学校小規模校サミット。
7 県 11 校 105 人の高校生の交流が実現した

東北芸術工科大学の講師や学生を招いてのファシリテーション研修。
年間を通して計画的に実施
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「
日
本
近
代
化
学
の
祖
」
川
本
幸
民

蘭
学
者
・
川か

わ

本も
と

幸こ
う

民み
ん

。
三
田
の
子
ど
も
た
ち
な
ら
、
誰

も
が
知
っ
て
い
る
三
田
の
偉
人
で
す
。
幕
末
の
世
に
身
を

置
き
な
が
ら
、海
外
の
文
明
や
技
術
を
精
力
的
に
研
究
し
、

日
本
で
初
め
て
「
化
学
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
人
物
で
、

「
日
本
の
近
代
化
学
の
祖
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
後
の
技

術
立
国
日
本
の
基
盤
を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
た

川
本
「
幸
民
」
を

目
標
と
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
・

体
験
す
る
機
会
を

「
公
民
」
協
働
で

作
り
上
げ
て
き
た

の
が
、「
こ
う
み

ん
未
来
塾
」で
す
。

◆◆◆

市
を
挙
げ
て
子
ど
も
の
学
び
支
え
る

「
本
物
に
触
れ
る
体
験
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
教
育
・

研
究
機
関
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
専
門
家
、
地
域
の
達
人
た

ち
が
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
こ
う
み
ん
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
提
供
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の

地
域
団
体
が
活
用
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
令
和
４

年
度
は
、
41
団
体
１
１
６
個
の
こ
う
み
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

編
成
し
ま
し
た
。

工
作
や
実
験
、
天
文
や
植
物
・
生
物
・
人
体
、
金
融
、

環
境
、
数
学
、
歴
史
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な

ど
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
で

試
行
錯
誤
し
た
り
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
た
り
、
他
者
と
競

争
す
る
な
ど
、「
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
て
行
動
す

る
」
仕
掛
け
が
あ
り
ま
す
。

他
に
例
を
み
な
い
も
の
と
し
て
、
元
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
講

師
が
、
自
ら
手
作
り
し
た
本
格
的
な
飛
行
体
験
シ
ミ
ュ
レ

◆◆◆

ー
タ
ー
で
飛
行
機
の
操
縦
体
験
が
で
き
る
も
の
や
、
川
本

幸
民
ゆ
か
り
の
お
寺
で
坐
禅
体
験
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

好
奇
心
を
刺
激
す
る
ユ
ニ
ー
ク
で
、
か
つ
高
度
な
内
容
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
数
あ
り
ま
す
。

市
内
各
地
域
で
年
間
60
回
程
度
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年

の
開
設
以
降
７
年
間
で
延
べ
１
万
２
０
０
０
人
の
子
ど
も

と
市
民
が
参
画
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
び
を
止
め
な
い

コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
前
に
は
、
庁
内
で
も
い
ち
早
く
オ
ン

ラ
イ
ン
活
用
に
着
手
し
、「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め

な
い
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
講
師
陣
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
不
慣
れ
な
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
手
探
り
で
整
備
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
み
ん
未
来
塾
の
大
切
な
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
体
験
で
き
る
」
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に

な
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
、
工
作
キ
ッ
ト
を
事
前
に
郵
送
し

た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
紙
上
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
し
て
み
る
な
ど
、
講
師
も
事
務
局
も
試
行
錯
誤
の

連
続
で
し
た
。

昨
年
度
に
は
、
自
宅
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
な
ど
の
理
由
で
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
参
加
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
の
た
め
、
地
域
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
つ
な
ぐ

「
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
地
域
会
場
が
増
え
、
１
年
間
で
４
講
座
、
14
会
場

が
実
現
し
ま
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
は
、
地
域
の
支
援
者
と
子
ど
も
た

ち
が
一
緒
に
学
ぶ
環
境
と
な
り
、
大
人
が
聞
い
て
も
楽
し

か
っ
た
、
市
の
事
業
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
と
い
う
感

想
も
あ
り
ま
し
た
。

◆◆◆

こうみん未来塾ロゴ

「
こ
う
み
ん
未
来
塾
」
で

�

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
め
ざ
せ
！

―
人
・
技
術
・
里
山
、三
田
市
の
す
べ
て
が
子
ど
も
の
学
び
に
―

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

兵
庫
県
三
田
市

佐
藤
　
ま
ゆ
み

三
田
市
子
ど
も
・
未
来
部 

子
ど
も
未
来
室
健
や
か
育
成
課
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小
中
学
生
、
高
校
生
、
大
人
た
ち
へ
と 

学
び
の
循
環

こ
う
み
ん
未
来
塾
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
高
校
生
の

参
画
で
す
。
市
内
の
高
校
と
協
働
し
、
高
校
生
が
部
活
動

◆◆◆

や
探
究
学
習
で
研
究
し
て
い
る
こ
と
を
小
中
学
生
に
伝
え

る
講
座
を
年
間
約
10
講
座
開
催
し
て
い
ま
す
。
小
中
学
生

に
と
っ
て
は
身
近
な
将
来
の
目
標
を
見
据
え
る
機
会
と
し

て
、
高
校
生
に
と
っ
て
は
自
分
の
学
び
を
深
め
プ
レ
ゼ
ン

能
力
を
向
上
す
る
機
会
と
し
て
、「
学
び
の
循
環
」
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
、
毎
年
夏
休
み
に
、
１

年
で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
さ
ん
だ
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
過
去
最
多
の
24
団

体
25
ブ
ー
ス
が
出
展
し
ま
し
た
。
出
展
者
に
は
、
市
内
の

公
立
高
校
、
全
４
校
と
私
立
高
校
が
含
ま
れ
、
約
50
人
の

高
校
生
が
工
作
や
実
験
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
総
勢
約
１

０
０
人
の
出
展
者
が
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
ブ
ー
ス
を
展
開

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
は
も

ち
ろ
ん
、
出
展
者
同
士
の
交
流
も
大
き
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
普
段
は
講
師
側
の
高
校
生
が
、
専
門
家
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
体
験
し
た
り
、大
人
が
高
校
生
か
ら
学
ん
だ
り
し
て
、

こ
う
み
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

学
習
指
導
要
領

を
先
取
り
も

そ
し
て
今
年
は
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
探
究
コ
ー
ス
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
予

測
不
可
能
な
未
来
、
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

判
断
し
て
行
動
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
未

来
を
実
現
し
て
ほ
し

◆◆◆

い
、
そ
ん
な
探
究
へ
の
思
い
を
込
め
て
、
講
師
陣
と
講
座

を
練
り
上
げ
ま
し
た
。

初
年
度
の
今
年
は
、
文
部
科
学
省
の
新
し
い
学
習
指
導

要
領
を
先
取
り
す
る
形
で
、
①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス

②
金
融
教
育
コ
ー
ス
③
未
来
デ
ザ
イ
ン（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

コ
ー
ス
―
―
の
三
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
で
自
分
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
役
立
つ

も
の
を
得
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
「
興
味
・
関
心
」
に
と
こ
と
ん
コ
ミ
ッ

ト
す
る
た
め
、
講
師
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
仕
掛
け
を
楽

し
み
な
が
ら
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
が
続
く
限
り
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
け
る
環
境
を
作
る
た
め
、
次
年
度
以
降
は
コ
ー
ス

数
を
増
や
し
、
子
ど
も
に
寄
り
添
う
メ
ン
タ
ー
の
育
成
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
場
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

未
来
を
デ
ザ
イ
ン

社
会
はsociety5.0

の
世
界
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
大
人
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
び
の
常
識
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

こ
う
み
ん
未
来
塾
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
め
ざ
す
の
は
、
決

し
て
特
別
な
才
能
を
持
つ
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ギ
フ
テ

ッ
ド
教
育
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
誰
も
が
持
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
「
輝
き
」
を
、
自
分

で
見
つ
け
て
磨
き
続
け
る
力
や
ス
キ
ル
、
知
恵
を
持
ち
、

自
ら
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

し
て
そ
の
先
に
は
き
っ
と
、
日
本
か
ら
世
界
を
け
ん

引
す
る
人
材
が
誕
生
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

県立三田祥雲館高校による
太陽の観察と工作の指導

地域人材プログラム
「飛行機の操縦体験」

専門家プログラム
「石ころ標本づくり めざせ！石ころ博士」

県立北摂三田高校の『北三科学で楽しませ隊』
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受
験
指
導
か
ら
教
室
外
の
活
動
ま
で

高
知
県
四
万
十
町
に
あ
る
町
営
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」
は
、

地
元
高
校
の
存
続
と
魅
力
化
を
目
的
と
し
た
四
万
十
町
人

材
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
２
０
１
６
年
冬
に
立
ち
上

げ
、
株
式
会
社FoundingBase

が
業
務
委
託
を
受
け
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
２
校
あ
る
県
立
高
校
に
通
う

生
徒
は
、
誰
で
も
月
２
０
０
０
円
の
教
材
費
の
み
で
通
う

こ
と
が
で
き
、
全
校
生
徒
の
お
よ
そ
６
割
（
高
校
２
校
合

わ
せ
て
約
90
人
）
が
、
放
課
後
の
学
び
場
と
し
て
「
じ
ゆ

う
く
。」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
じ
ゆ
う
く
。」
で
は
、〝
ト
ビ
ラ
を
拓
く
〟
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
三
つ
の
テ
ー
マ
で
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、〝
知
の
ト
ビ
ラ
〟。
日
々

の
学
習
や
定
期
テ
ス
ト
対
策
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
難

関
大
学
を
含
む
受
験
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
目
標
に
向

か
っ
て
取
り
組
む
「
学
び
」
の
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
、
英
語
の
授
業
と
、
勉
強
の
「
や
り
方
」

を
学
ぶ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
と
い
う
授
業
を
メ
イ
ン
で

◆◆◆

実
施
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、〝
好
奇
心
の
ト
ビ
ラ
〟。

子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
あ
る
「
ワ
ク
ワ
ク
」
と
出
会
う
き

っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
宇
宙
・
ア
ー
ト
・
音

楽
・
情
報
な
ど
、
身
近
な
物
事
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
楽
し
く
学
ぶ
テ
ー
マ
授
業
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
で

活
躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
出
会
う
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は
、〝
挑
戦
の
ト
ビ
ラ
〟。

子
ど
も
た
ち
が
教
室
の
外
に
出
て
、
仲
間
と
協
働
し
て
取

り
組
む
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
食
材
を
使
用

し
た
商
品
を
開
発
し
、地
域
の
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
し
た
り
、

他
地
域
の
中
高
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
、
一
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
あ
げ
た
り
、
内
容
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

生
徒
一
人
一
人
に
あ
っ
た
通
い
方

「
じ
ゆ
う
く
。」
に
通
う
生
徒
た
ち
は
、
基
本
的
に
週
１

〜
２
コ
マ
の
授
業
を
選
択
し
て
受
講
し
ま
す
。「
定
期
テ

ス
ト
が
不
安
」
と
い
う
生
徒
は
、
勉
強
の
や
り
方
を
学
ぶ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
と
い
う
授
業
を
受
講
し
、「
大
学

◆◆◆

に
進
学
し
た
い
！
」
と
い
う
生
徒
は
、
進
学
準
備
コ
ー
ス

と
い
う
授
業
で
、
自
分
が
学
び
た
い
学
問
や
興
味
が
あ
る

進
路
先
に
つ
い
て
調
べ
た
り
と
、
生
徒
一
人
一
人
の
状
況

や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
通
い
方
が
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
、

定
期
テ
ス
ト
２
週
間
前
か
ら
は
通
常
の
授
業
を
変
更
し
、

目
標
設
定
の
仕
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
立
て
方
を
一
か
ら

教
え
て
い
ま
す
。

授
業
以
外
の
放
課
後
に
、「
じ
ゆ
う
く
。」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
ル
シ
ェ

出
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
生
徒
は
、
商
品
開
発
の

試
作
を
し
た
り
、
地
域
の
農
家
さ
ん
を
訪
問
し
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
た
り
し
な
が
ら
、科
目
の
学
習
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
社
会
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
ま
す
。

教
室
で
は
、
生
徒
と
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
「
〇
〇
に
興
味

あ
る
の
？　

そ
れ
な
ら
こ
ん
な
学
校
で
学
べ
る
よ
！
」「
こ

四
万
十
町
営
塾

「
じ
ゆ
う
く
。」

（
高
知
県
四
万
十
町
）

高
橋
　
沙
希

四
万
十
町
営
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」
塾
長

（
株
式
会
社FoundingB

ase

）

―
官
民
連
携
で
つ
く
る
地
域
教
育
の
新
た
な
形
―

町
内
の
高
校
生
な
ら
誰
で
も
通
え
る
町
営
塾

「じゆうく。」の教室

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育
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ん
な
お
も
し
ろ
い
人
が
い
て
さ
」
と
い
っ
た
会
話
が
日
常

的
に
聞
か
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
二
十
代
で
生
徒
と

の
距
離
感
が
近
く
、
気
軽
に
キ
ャ
リ
ア
の
話
や
日
常
生
活

で
の
悩
み
な
ど
も
話
せ
る
こ
と
も
「
じ
ゆ
う
く
。」
の
強

み
で
す
。

見
え
て
き
た
生
徒
の
変
化
と
地
域
の
変
化

立
ち
上
げ
か
ら
６
年
目
を
迎
え
、
少
し
ず
つ
成
果
が
出

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
１
〜
２
年
で
大
き
く
変
化
し
た
の
が
、

大
学
合
格
実
績
と
大
学
進
学
希
望
者
の
増
加
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
学
力
が
及
ば
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
難
関
大
学

は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
進
学
を
目
指
さ
な
い
生
徒
が
多
い
状

況
で
し
た
。
し
か
し
、塾
や
学
校
で
の
活
動
を
通
じ
て
、「
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
」「
大
学
に
行
っ
て
留

学
を
し
て
み
た
い
」
そ
ん
な
想
い
を
口
に
す
る
生
徒
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
高
校
を
選
ば
れ
る
学
校

◆◆◆

に
す
る
た
め
に
は
、
高
校
卒
業
後
の
「
出
口
」
の
魅
力
を

高
め
、
多
様
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
２
年
前

か
ら
大
学
受
験
指
導
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

１
日
１
時
間
勉
強
す
る
の
も
難
し
い
、
通
常
１
週
間
程

度
で
終
わ
る
教
材
に
１
年
か
か
る
、
勉
強
が
辛
い
と
泣
き

出
し
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
生
徒
た
ち
が
「
大
学
に
行
き
た

い
」
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
２
時
間
、
６
時
間
、
10
時
間

と
勉
強
時
間
が
増
え
て
い
き
、
文
句
も
言
わ
ず
弱
音
も
吐

か
ず
、
机
に
向
か
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
受
験
対
策
に
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
２
年
間
で
、
県
内
や
近
隣
の
国
公
立
大
学
や
近

畿
の
私
立
大
学
へ
の
合
格
者
を
複
数
出
す
こ
と
が
で
き
、

現
在
で
は
、
生
徒
の
半
数
以
上
が
大
学
進
学
を
希
望
す
る

と
い
う
状
況
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
々
や
地
域
の
方
々
の
認
識
に
も
、
変
化
が

あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、

町
内
高
校
の
入
学
者
数
は
右
肩
上
が
り
。
保
護
者
の
方
に

子
ど
も
を
入
学
さ
せ
た
理
由
を
伺
う
と
、「
家
が
近
い
の

で
」「
こ
こ
な
ら
入
れ
る
の
で
」
と
い
う
声
が
多
か
っ
た

以
前
に
比
べ
て
、「
大
学
進
学
を
考
え
て
い
る
の
で
」「
先

輩
た
ち
の
姿
を
み
て
楽
し
そ
う
だ
と
言
っ
て
い
た
の
で
」

と
い
う
前
向
き
な
声
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

地
域
の
方
々
か
ら
も
、「
広
報
誌
で
高
校
生
が
頑
張
っ
て

る
姿
み
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
い
た
り
、

「
若
い
人
た
ち
の
未
来
へ
の
投
資
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
、

書
籍
や
教
材
を
買
う
お
金
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い

た
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
温
か
い
眼
差
し
が
よ
り
一
層
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

四
万
十
町
に
関
わ
り
続
け
る
き
っ
か
け
を

私
た
ち
が
今
後
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
高
校
３
年
間

だ
け
で
な
く
、
中
学
３
年
生
〜
大
学
卒
業
ま
で
「
じ
ゆ
う

く
。」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
拡
大
す
る
こ
と
で
す
。
８
年

間
「
じ
ゆ
う
く
。」
に
関
わ
る
こ
と
で
、
長
期

に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
挑
戦
を
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
、
進
学
の
た
め
に
町
外
に
出
た
と

し
て
も
、
地
域
に
関
わ
り
続
け
る
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
町
内
中
学
校
の
３
年

生
を
対
象
と
し
た
「
じ
ゆ
う
く
。」
中
学
部
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ま
た
、
卒
業
生
の
オ
ン
ラ
イ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後

は
、
大
学
生
が
長
期
休
み
に
「
じ
ゆ
う
く
。」

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
り
、
自
分
の
研

究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
四
万
十
町
に
戻
っ
て
き

た
り
す
る
循
環
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆◆◆
「じゆうく。」スタッフ集合写真

地域のマルシェに出展した際の生徒の様子

大学受験を乗り越えた卒業生
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特 集
論文学

校
と
地
域
の
双
方
向
の
関
係
づ
く
り

中
央
教
育
審
議
会
の
２
０
１
５
年
の
答
申
は
（
注
１
）、

「
こ
れ
か
ら
の
公
立
学
校
は
、『
開
か
れ
た
学
校
』
か
ら
更

に
一
歩
踏
み
出
し
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
子
供
た
ち
を
育

て
る
の
か
、
何
を
実
現
し
て
い
く
の
か
と
い
う
目
標
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
地
域
住
民
等
と
共
有
し
、 

地
域
と
一
体
と
な
っ

て
子
供
た
ち
を
育
む
『
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
』
へ
と

転
換
」
し
、
ま
た
、「
学
校
を
核
と
し
た
協
働
の
取
組
を

通
じ
て
、
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
自
立
し

た
地
域
社
会
の
基
盤
の
構
築
を
図
る
『
学
校
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
』」
を
推
進
す
る
よ
う
提
言
し
た
。
こ
れ
ら

の
推
進
に
よ
っ
て
、
人
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
の
好
循
環

を
生
み
出
し
、
住
民
の
活
躍
の
場
を
創
出
し
て
ま
ち
に
活

力
を
生
み
出
し
、
地
方
創
生
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

期
待
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
よ

っ
て
「
学
校
と
地
域
の
よ
り
密
接
な
連
携
・
協
働
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
は
、
魅
力
あ
る
学
校
と
地
域
づ
く
り
の
推

進
に
つ
な
が
る
大
き
な
契
機
と
な
り
得
る
」
と
述
べ
た
よ

う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
地
域
づ
く
り
も
担

う
仕
組
み
だ
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と 

学
校
運
営
協
議
会

こ
こ
で
言
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
以
下
「
Ｃ

Ｓ
」）
は
法
律
に
基
づ
い
て
学
校
運
営
協
議
会
（
以
下
「
協

議
会
」）
を
設
置
す
る
学
校
の
通
称
で
、
現
在
そ
の
導
入

校
は
１
０
０
０
０
校
を
超
え
た
。
協
議
会
に
は
、
①
学
校

運
営
の
基
本
方
針
の
承
認
②
教
育
委
員
会
や
校
長
に
対
す

る
学
校
運
営
意
見
の
申
し
出
③
任
命
権
者
に
対
す
る
教
職

員
の
任
用
に
関
す
る
意
見
申
し
出
―
―
と
い
う
三
つ
の
権

限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
権
限
の
限
り
で
は
学
校
改
善
の
仕
組
み
だ
と
解

せ
る
が
、
Ｃ
Ｓ
と
言
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
機
能
が
広
が

人
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
の
好
循
環

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
地
域
づ
く
り
―

佐
藤
　
晴
雄

日
本
大
学
教
授
・
放
送
大
学
客
員
教
授

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

筆者プロフィール

佐藤 晴雄氏
（さとう・はるお）

東京都大田区教育委員会、帝京大学助教授を経て現職。大阪
大学大学院人間科学研究科博士後期課程修了、博士（人間科学）。
中央教育審議会専門委員、文部科学省コミュニティ・スクール
関連の調査研究協力者会議委員等を歴任。日本学習社会学会常
任理事・顧問（元会長）、日本教育経営学会理事などを務める。
主要著書に、『コミュニティ・スクール』（エイデル研究所）、『コ
ミュニティ・スクールの成果と展望』（ミネルヴァ書房）など
がある。
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り
、
地
域
連
携
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
意
欲
と

工
夫
が
あ
る
学
校
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。た
と
え
ば
、

あ
る
学
校
で
は
Ｃ
Ｓ
と
記
し
た
看
板
な
ど
を
外
部
に
設
置

し
、
Ｃ
Ｓ
で
あ
る
こ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
、
地
域
住
民
等

の
協
力
が
得
や
す
く
な
り
、
地
域
連
携
が
活
性
化
す
る
と

言
う
。
こ
れ
は
協
議
会
の
活
動
を
超
え
た
Ｃ
Ｓ
の
イ
メ
ー

ジ
戦
略
が
も
た
ら
す
波
及
効
果
で
あ
る
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
協
議
会
は
学

校
支
援
に
関
す
る
協
議
と
そ
の
情
報
提
供
を
行
う
も
の
と

さ
れ
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
な
ど
学
校
運
営
に
資

す
る
活
動
を
行
う
者
も
委
員
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の

地
域
学
校
協
働
活
動
に
は
学
校
支
援
活
動
の
他
に
、
地
域

行
事
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
な
お
、
前
記
答
申
も
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
本
部
の
一
体
的
・

効
果
的
な
推
進
」
を
提
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
協
議
会
と

協
働
本
部
と
の
関
係
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ

ま
り
、
学
校
運
営
協
議
会
の
法
律
上
の
役
割
と
Ｃ
Ｓ
と
し

て
の
役
割
は
同
一
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

マ
ル
チ
コ
ア
協
働
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ

地
域
づ
く
り
は
、「
多
く
の
課
題
を
地
域
主
体
が
ク
リ

ア
し
な
が
ら
総
和
と
し
て
」
成
し
遂
げ
ら
れ
る
た
め
、
特

定
主
体
が
一
貫
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ
り

も
課
題
毎
に
リ
ー
ド
主
体
が
変
化
す
る
も
の
と
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
（
注
２
）。
こ
の
よ
う
な
協
働
の
在
り
方
は
マ
ル

チ
コ
ア
協
働
と
呼
ば
れ
る
。
地
域
づ
く
り
に
は
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
の
ほ
か
に
、
福
祉
・
健
康
や
文
化
芸
術
、
教
育
な
ど

生
活
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
一
元

的
に
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
マ

ル
チ
コ
ア
協
働
の
も
と
で
は
、
教
育
に
関
す
る
課
題
解
決

に
は
Ｃ
Ｓ
が
主
体
に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
立
条
件
に
は
、
①
他

と
区
画
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
②
そ
こ
に
所
属
し
て

い
る
帰
属
意
識
を
持
っ
た
人
び
と
の
存
在
③
互
酬
性
の
規

範
の
存
在
―
―
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
（
注
３
）。
こ
の
条

件
を
学
校
に
当
て
は
め
る
と
、
ま
ず
小
中
学
校
に
は
他
と

区
画
さ
れ
た
校
区
（
通
学
区
域
）
が
あ
る
。
そ
の
校
区
は

多
く
の
住
民
に
と
っ
て
学
校
を
介
し
た
共
通
経
験
の
場
で

あ
る
か
ら
帰
属
意
識
を
強
め
、
さ
ら
に
「
お
互
い
様
」
意

識
と
言
う
互
酬
性
を
も
た
ら
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｃ
Ｓ
が

校
区
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
捉
え
て
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ

と
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｃ
Ｓ
の
成
長
過
程

や
や
古
い
調
査
だ
が
（
注
４
）、
Ｃ
Ｓ
の
校
長
の
成
果

認
識
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
学
校
と
地
域
が
情
報
を
共
有

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
地
域
が
学
校
に
協
力
的
に
な
っ

た
」
の
肯
定
値
は
８
割
を
超
え
て
い
た
。「
地
域
が
活
性

化
し
た
」
は
約
51
％
と
低
い
が
、
Ｃ
Ｓ
経
験
が
10
年
の
場

合
は
70
％
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
は
一
定

の
期
間
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｓ
の
経
験
過
程
に
注
目
し
た
の
が
さ
い

た
ま
市
の
「
Ｃ
Ｓ
成
長
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｓ

を
成
長
す
る
も
の
と
捉
え
て
、
そ
の
導
入
時
の
「
始
動
ス

テ
ー
ジ
」
か
ら
「
信
頼
」「
成
長
進
行
」「
成
熟
」「
進
化
・

発
展
」
へ
と
成
長
し
て
い
く
５
ス
テ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い

る
（
注
５
）。
地
域
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
や

連
携
シ
ス
テ
ム
の
形
成
な
ど
か
ら
始
ま
っ
て
徐
々
に
進
化

し
、
最
後
の
「
進
化
・
発
展
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
「
学
校
を

中
心
に
つ
な
が
っ
た
絆
は
、
地
域
の
力
を
高
め
、
地
域
の

人
々
に
安
心
と
生
き
が
い
を
与
え
る
」
段
階
に
成
長
し
て

い
く
と
す
る
モ
デ
ル
を
描
く
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
も
、
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
は

短
期
間
に
達
成
す
る
の
は
難
し
く
、
一
定
の
年
数
を
経
て

得
ら
れ
る
成
果
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｓ
に
よ
る
地
域
づ
く
り

（
１
）
特
色
あ
る
Ｃ
Ｓ
の
取
り
組
み

そ
れ
で
は
、
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
特
徴
を
い
く

つ
か
の
事
例
か
ら
み
て
み
よ
う
。

看板によって CS をアピール

特 集
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①
「
子
縁
」
に
よ
る
地
域
づ
く
り

千
葉
県
習
志
野
市
立
秋
津
小
学
校「
秋
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

秋
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
校
区
住
民
を
対
象
に
、
趣
味
な

ど
の
多
様
な
活
動
を
応
援
す
る
組
織
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

学
校
と
地
域
で
行
う
大
運
動
会
を
は
じ
め
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
な
ど
各
種
行
事
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
重
要

な
の
が
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
住
民
相
互
が
つ

な
が
り
、
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
子
を
持

た
な
い
住
民
も
学
校
で
児
童
と
触
れ
合
い
、
他
の
住
民
と

の
交
流
を
深
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
子
を
媒
介
に
し
た

地
域
づ
く
り
を
「
子
縁
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
活
動
自
体
は

協
議
会
と
は
別
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｓ
と
し
て

の
活
動
展
開
に
な
る
。

②
問
題
解
決
に
よ
る
地
域
づ
く
り

福
岡
県
春
日
市
立
春
日
西
中
学
校
「
お
や
パ
ト
」

同
校
は
２
０
０
９
年
の
生
徒
の
補
導
件
数
が
１
０
０
０

件
超
に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
お
や
じ
の
会
を
は
じ
め
、

教
員
や
警
察
も
交
え
て
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
年
20
回
近
く

実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
々
深
夜
徘は

い

徊か
い

に
よ
る
補
導

が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
翌
年
の
補
導
件

は
24
件
に
激
減
し
、さ
ら
に
地
域
の
防
犯
意
識
が
高
ま
り
、

「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
も
Ｃ
Ｓ
と
し
て
の
成
果
で
あ
る
。

③
離
島
の
地
域
づ
く
り

山
口
県
柳
井
市
立
平
郡
東
小
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会

同
校
は
柳
井
市
の
南
方
約
20
㌔
に
あ
る
平
郡
島
と
い
う

離
島
唯
一
の
学
校
で
、
２
０
０
３
年
以
来
休
校
に
な
っ
て

い
た
が
、
12
年
４
月
に
ひ
と
り
の
小
学
生
が
入
学
し
て
再

開
し
、
筆
者
が
訪
問
し
た
16
年
当
時
は
児
童
が
４
人
に
増

え
て
い
た
。
授
業
参
観
で
は
児
童
数
よ
り
多
い
住
民
が
教

室
内
で
児
童
を
励
ま
し
た
り
、
住
民
と
児
童
が
公
民
館
で

ひ
な
祭
り
行
事
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
の
光
景
も
見
ら

れ
た
。
当
時
の
協
議
会
会
長
は
、
島
に
子
ど
も
が
い
る
こ

と
で
活
気
づ
き
、
特
に
Ｃ
Ｓ
に
な
っ
た
こ
と
で
気
軽
に
学

校
で
子
ど
も
と
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
う
。
Ｃ
Ｓ
は
住
民
と
学
校
を
つ
な
ぐ
契
機
を
も
た
ら

し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
取
り
組
み
は
学
校
運
営
協
議
会
が
直
接
担
う
の

で
は
な
く
、
Ｃ
Ｓ
の
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
で
派
生
的
に
展
開

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
社
会
的
支
援
に
よ
る
地
域
づ
く
り

最
後
に
、
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
視
点
を
ミ
シ
ガ

ン
大
学
（
執
筆
当
時
）
の
ハ
ウ
ス
（J. S.H

ouse

）
に
よ

る
社
会
的
支
援
（
注
６
）
の
考
え
方
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

ハ
ウ
ス
は
社
会
的
支
援
に
お
け
る
行
動
と
し
て
以
下
の
４

タ
イ
プ
を
指
摘
し
て
い
る
。

・
情
緒
的
支
援
＝
尊
敬
や
愛
情
を
寄
せ
、
信
頼
し
、
共
感

し
、
心
配
り
を
行
い
、
相
手
の
話
を
傾
聴
す
る
こ
と
。

・
評
価
的
支
援
＝
ほ
め
た
り
、
良
く
な
い
と
こ
ろ
を
指
摘

し
た
り
す
る
こ
と
。

・
情
報
的
支
援
＝
人
や
環
境
に
関
わ
る
課
題
解
決
に
必
要

な
指
導
助
言
や
指
示
、
情
報
を
与
え
る
こ
と
。

・
道
具
的
支
援
＝
物
や
金
銭
を
提
供
し
、
労
力
や
時
間
を

提
供
し
た
り
、
環
境
を
整
備
し
た
り
す
る
こ
と
。

こ
の
社
会
的
支
援
に
よ
る
地
域
づ
く
り
も
Ｃ
Ｓ
の
課
題

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、秋
津
小
学
校
は
「
子
縁
」

に
よ
っ
て
人
び
と
が
集
ま
り
、
共
感
し
合
う
場
と
し
て
機

能
し
（
情
緒
的
支
援
、
道
具
的
支
援
）、
子
ど
も
に
体
験

活
動
の
場
を
提
供
し
て
指
導
助
言
を
行
っ
て
い
る
（
情
報

的
支
援
、
評
価
的
支
援
）。
春
日
西
中
学
校
で
は
補
導
数

の
増
加
と
言
う
課
題
解
決
の
た
め
に
Ｃ
Ｓ
関
係
の
人
び
と

が
環
境
浄
化
に
惜
し
み
な
く
力
を
注
ぎ
（
道
具
的
支
援
）、

生
徒
へ
の
声
か
け
な
ど
で
評
価
的
支
援
や
情
緒
的
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
平
郡
東
小
学
校
は
特
に
子
ど
も
た
ち
を
励

ま
す
な
ど
情
緒
的
支
援
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
学
校

は
人
び
と
が
集
う
居
場
所
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
（
道
具
的
支
援
）。

こ
れ
ら
事
例
の
よ
う
に
、
今
後
の
Ｃ
Ｓ
は
協
議
会
の
協

議
機
能
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
Ｃ
Ｓ
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
し
て

社
会
的
支
援
の
４
タ
イ
プ
に
取
り
組
み
な
が
ら
地
域
づ
く

り
に
地
道
に
努
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
１　

答
申
「
新
し
い
時
代
の
教
育
や
地
方
創
生
の
実
現

に
向
け
た
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の
在
り
方
と
今
後

の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
２
０
１
５
年
。

注
２　

東
俊
之
「
地
域
協
働
に
対
す
る
新
た
な
視
点
を
目

指
し
て
」
佐
々
木
利
廣
編
『
地
域
協
働
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

中
央
経
済
社
、
２
０
１
８
年
、p.24

。

注
３　

上
野
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
何
か
」
上
野
眞
也
・

田
中
尚
人
・
河
村
洋
子
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
す
す
め
』
成
文
堂
、
２
０
１
３
年
、p.19

。

注
４　

佐
藤
晴
雄
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
全

貌
』
風
間
書
房
、
２
０
１
８
年
、pp.58-59

注
５　

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
『
さ
い
た
ま
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
成
長
モ
デ
ル 

』
生
涯
学
習
振
興
課
、

２
０
２
１
年
。

注
６　

Jam
es S.H

ouse,1981,W
ork Stress and 

Social Support, A
ddison-W

esley Publishing 
Com

pany, pp.23-25

。
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特 集
論文

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

一
変
し
た
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation and Com
m

unication T
e

chnology

＝
情
報
通
信
技
術
）
は
、
先
生
と
子
ど
も
た

ち
だ
け
で
な
く
、
学
校
と
家
庭
、
学
校
と
地
域
、
あ
る
い

は
遠
隔
地
と
つ
な
ぐ
学
び
の
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
２
０
１
９

年
12
月
に
文
部
科
学
省
が
発
表
し
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
」
は
、
学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
一
変
さ
せ
ま

し
た
。
以
下
、
学
校
が
ど
う
変
化
し
た
の
か
を
確
認
し
た

上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
果
た
す
役
割
を
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
電
子
黒
板
な
ど
の
先
生
が

教
材
を
見
せ
る
た
め
の
機
器
は
多
く
の
教
室
に
整
備
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
が
使
用
で
き

る
の
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
に
整
備
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
か
、

学
年
や
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
程
度
で

し
た
。
児
童
生
徒
が
使
い
た
い
時
に
使
え
る
環
境
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
国
際
学
力
調
査
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ

の
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
状
況
は
、
ほ
と
ん
ど
の
科
目
で
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
最
下
位
で
し
た
（
国
立
教
育
政
策

研
究
所
２
０
１
９
）。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
」
は
、
キ
ロ

や
メ
ガ
な
ど
の
単
位
の
接
頭
辞
や
、
デ
ー
タ
容
量
（
ギ
ガ

バ
イ
ト
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「Global and Innovative 

Gatew
ay  for  A

ll

」
つ
ま
り
、「
世
界
と
つ
な
が
る
革
新

的
な
学
び
を
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
」
と
い
う
意
味
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
来
の
授
業
を
改
善
す
る
た
め
で

は
な
く
、「
革
新
的
な
学
び
」
を
実
現
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
課
題
に
取
り
組
み
、
予
測
困
難
な
社
会
を
生
き
る
児
童

生
徒
を
育
て
る
た
め
の
入
り
口
と
し
て
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
は
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
す
べ
て

の
小
中
学
校
・
特
別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
に
１
人
１
台

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
と
、
校
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
の
高
速
化
に
向
け
た
補
助
金
等
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
、
５
年
か
け
て
学
年
ご
と
に
順
番
に
整
備
す
る
予
定

で
し
た
が
、
２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
一
斉
休
校

地
域
と
学
校
の
学
び
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
つ
な
ぐ

―
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
で
革
新
的
な
学
び
実
現
へ
―

稲
垣
　
忠

東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授

筆者プロフィール

稲垣 忠氏
（いながき・ただし）

東北学院大学文学部教授。博士（情報学）。専門は教育工学、
情報教育。文部科学省「学習者用デジタル教科書の効果・影響
等に関する実証研究」副査、「初等中等教育段階の SINET 活用
実証研究」委員、経産省「産業構造審議会・教育イノベーショ
ン小委員会」委員等。著書に「探究する学びをステップアップ！　
情報活用型プロジェクト学習ガイドブック 2.0」（明治図書）、

「ICT 活用の理論と実践」（北大路書房）、「教育の方法と技術」（北
大路書房）など。愛知県出身。
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等
、
対
面
に
よ
る
学
校
教
育
の
継
続
が
困
難
に
な
る
中
、

急
き
ょ
前
倒
し
さ
れ
、
２
０
２
０
年
度
中
に
は
多
く
の
学

校
で
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
な
お
、
高
等
学
校
は
都
道

府
県
に
よ
っ
て
整
備
方
法
が
異
な
り
、
自
治
体
予
算
で
整

備
し
た
県
と
、
生
徒
の
入
学
時
に
保
護
者
負
担
で
購
入
さ

せ
て
い
る
県
が
あ
り
ま
す
。

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」（
文

部
科
学
省
２
０
１
９
）
に
は
、「
目
指
す
べ
き
次
世
代
の
学

校・教
育
現
場
」と
し
て
次
の
５
点
が
列
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
学
び
に
お
け
る
時
間
・
距
離
な
ど
の
制
約
を
取
り
払
う

～
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
実
施
～

②
個
別
に
最
適
で
効
果
的
な
学
び
や
支
援
～
個
々
の
子
供

の
状
況
を
客
観
的
・
継
続
的
に
把
握
・
共
有
～

③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
を
通
じ
て
創
造
性
を
育
む
～
文

理
分
断
の
脱
却
と
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の

実
現
～

④
校
務
の
効
率
化
～
学
校
に
お
け
る
事
務
を
迅
速
か
つ
便

利
、
効
率
的
に
～

⑤
学
び
の
知
見
の
共
有
や
生
成
～
教
師
の
経
験
知
と
科
学

的
視
点
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
促
進
）
～

学
校
と
地
域
の
関
係
に
特
に
関
係
す
る
①
と
③
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学
び
の
保
障

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
端
末
を
持
ち
帰
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
課
題
配
信
等
に
よ
る
「
学
び
の

保
障
」
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
２

０
２
２
年
１
月
の
調
査
で
は
95
％
の
学
校
が
端
末
の
持
ち

帰
り
を
で
き
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
台
風
や
大

雨
な
ど
の
自
然
災
害
の
危
険
が
あ
る
場
合
や
、
不
登
校
や

長
期
入
院
に
よ
り
通
学
が
難
し
い
児
童
生
徒
に

学
び
を
届
け
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機
能
す
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、Zoom

な
ど
を
用
い

て
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
が
る
こ
と
が
当
た
り
前
に

な
っ
た
こ
と
で
、
他
地
域
や
海
外
と
の
遠
隔
交

流
学
習
の
実
践
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
地
方
の
教
育
課
題
を
解

決
す
る
た
め
に
も
遠
隔
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
山
間
地
や
離
島
な
ど
の
へ
き
地
の
学
校

は
規
模
（
在
籍
児
童
生
徒
数
）
が
小
さ
い
た
め
、

教
職
員
定
数
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
複
数
の

学
年
を
１
人
の
教
員
で
対
応
す
る
複
式
学
級
制
が
と
ら
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。
少
人
数
を
い
か
し
、
１
人
１
人
に
き

め
細
や
か
な
指
導
が
で
き
る
こ
と
や
、
地
域
社
会
と
の
密

な
連
携
、
地
域
の
自
然
を
い
か
し
た
体
験
学
習
の
充
実
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
児
童
生
徒
の
人
間

関
係
が
固
定
化
し
が
ち
な
こ
と
や
、
多
様
な
考
え
に
出
会

う
機
会
が
少
な
い
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
思

考
力
の
育
成
に
課
題
が
あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
使
っ
た
へ
き
地
小
規
模
校
間
の
遠
隔
合
同
授
業
が
課

題
解
決
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
長
野
県
喬
木

村
で
は
、
喬
木
第
一
小
学
校
と
第
二
小
学
校
の
間
で
遠
隔

合
同
授
業
に
よ
る
道
徳
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
（
写

真
）。
た
く
さ
ん
の
児
童
の
考
え
を
共
有
、
交
流
す
る
こ

と
で
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
校
で
も
、
地
方
の
高
校
で
は
生
徒
数
の
減
少
が
加
速

し
て
い
ま
す
。
高
校
の
場
合
、
科
目
選
択
の
幅
が
広
く
、

生
徒
の
多
様
な
進
路
に
対
応
し
た
く
て
も
、
小
規
模
校
で

は
多
様
な
科
目
を
開
設
す
る
だ
け
の
教
職
員
数
の
確
保
が

困
難
で
す
。
文
部
科
学
省
の「
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
事
業
」
で
は
、
複
数
の
高
校
間
で
教

育
課
程
を
共
通
化
し
、
遠
隔
授
業
を
配
信
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
小
規
模
校
で
も
科
目
開
設
を
可
能
に
す
る
実
証
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
宮
城
県
で
は
、
宮
城
野
高
校
と
田
尻

さ
く
ら
高
校
が
配
信
校
に
な
り
、
岩
ケ
崎
高
校
、
中
新
田

高
校
、
柴
田
農
林
高
校
川
崎
校
が
受
信
す
る
「
み
や
ぎ
Ｄ

Ｕ
Ａ
Ｌ−

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
Ｎ
高
等
学
校
な
ど
の
広
域
通
信
制
高
校
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
の
強
み
を
活
か
し
、
幅
広
い
科
目
を
提
供
し
て

お
り
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
地
域
拠
点
も
増
加
傾
向
で
す
。

今
後
、
各
地
の
全
日
制
の
学
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授

業
配
信
と
を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み
や
、
配
信
先
の
学

校
で
地
域
の
方
が
見
守
る
こ
と
で
少
な
い
教
職
員
数
で
学

校
の
維
持
が
可
能
に
な
れ
ば
、
各
地
域
の
特
色
あ
る
学
校

を
存
続
さ
せ
る
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
に
よ
る 

地
域
課
題
の
解
決

児
童
生
徒
が
解
決
す
べ
き
課
題
を
発
見
し
、
情
報
を
集

め
、
整
理
・
分
析
し
、
得
ら
れ
た
考
え
を
ま
と
め
・
表
現

す
る
学
び
を
探
究
学
習
と
呼
び
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型 宮城県田尻さくら高等学校からの授業配信

長野県喬木村の遠隔合同授業の様子
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学
習
は
、
探
究
学
習
の
中
で
も
、
学
習
者
や
そ
れ
を
伝
え

る
相
手
に
と
っ
て
目
的
意
識
を
明
確
に
し
た
方
法
で
す
。

１
人
１
台
の
端
末
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
デ
ー
タ

収
集
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
協
働
作
業
、
地
域

や
遠
隔
地
と
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
交
流
な
ど
、
児
童
生
徒
の

探
究
の
質
を
高
め
る
た
め
に
活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
じ
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
や
、
大
学
入
試
の
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ
た
高

校
の
情
報
科
（
情
報
Ⅰ
が
必
履
修
）
で
も
、
課
題
解
決
の

道
具
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
用
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
新
た
な
発

想
や
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

北
海
道
仁
木
町
立
仁
木
中
学
校
で
は
、
筆
者
が
開
発
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学
習
の
設
計
技
法（
稲
垣
２
０
２
２
）

を
用
い
て
国
語
と
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
た
地
域

課
題
の
解
決
策
を
提
案
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
（
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
と
し
て
、「
地

域
の
活
性
化
の
ア
イ
デ

ア
を
観
光
協
会
の
方
に

伝
え
よ
う
」
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
課
題
を
発

見
す
る
に
は
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
総
合
計
画
の
資

料
を
読
み
解
く
こ
と
か

ら
は
じ
め
ま
し
た
。
情

報
収
集
は
端
末
を
使
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
に
調
べ
、

授
業
支
援
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
内
の
ア
イ
デ

ア
を
共
有
・
創
造
し
て
い
き
ま
す
。
国
語
の
授
業
の
ね
ら

い
は
「
話
題
や
展
開
を
と
ら
え
て
話
し
合
う
」
で
し
た
の

で
、
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
を
端
末
で
録
音
し
て
お
き
、

ど
ん
な
話
し
合
い
だ
っ
た
の
か
再
生
し
て
ふ
り
か
え
り
な

が
ら
、
ア
イ
デ
ア
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、
地
域
の
方
に

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
習
は
国
語
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
で
、
時
に
は
教
科
を
横
断

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
人
材
と
し
て
知
っ
て

い
る
こ
と
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
が
対
峙
し
て
い

る
本
物
の
課
題
を
子
ど
も
た
ち
に
投
げ
か
け
て
い
く
こ
と

が
、
彼
ら
の
課
題
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
を
引
き
出
し
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
変
化
を 

家
庭
・
地
域
に
伝
え
る

学
校
現
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
や
学
び
方
の
変
化
は
、
家
庭

や
地
域
に
伝
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
近
年
、
学
校
と

地
域
住
民
が
協
力
し
て
学
校
運
営
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
の
導
入
が
進

ん
で
い
ま
す
。
筆
者
は
い
く
つ
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
委
員
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
仙
台
市
立
錦
ケ
丘
中
学
校
・
小
学
校
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
、
主
に
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
勉
強
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
親
子
で
教
室
に
入
り
、
充
電
保
管
庫
な
ど
学
校

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
続
け
て
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
の
講
話
や
、
学
校
で

撮
影
し
て
い
た
児
童
の
活
用
場
面
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画

の
上
映
、
実
際
に
端
末
を
使
っ
て
の
ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
協

働
作
業
体
験
、
端
末

の
家
庭
へ
の
持
ち
帰

り
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
保
護
者
の
方
々

か
ら
は
、「
私
よ
り

も
子
ど
も
の
方
が
使

い
こ
な
し
て
い
て
驚

い
た
。
学
校
で
ど
ん

な
授
業
を
受
け
て
い

る
の
か
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
」と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

学
校
は
地
域
社
会
の
拠
点
で
あ
り
、
将
来
、
地
域
を
支

え
発
展
さ
せ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ
場
で
す
。
地
域

社
会
で
日
々
起
き
て
い
る
課
題
の
解
決
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
う

役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
が
関

心
を
も
つ
と
と
も
に
、
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
変
化
が
保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
伝
わ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地

域
社
会
の
Ｄ
Ｘ
を
加
速
さ
せ
る
鍵
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

参
考
文
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・
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「
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Ｇ
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ス
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（https://w
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.m
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htm

）

・
国
立
教
育
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研
究
所
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
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達
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調
査

（
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Ｉ
Ｓ
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）
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２
０
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年
調
査
補
足
資
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〜
生
徒
の
学
校
・
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お
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る
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Ｃ
Ｔ
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.nier.go.jp/
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）
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村
「
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育
Ｉ
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や
ぎ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
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成
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ク
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０
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GIGA スクール勉強会の様子
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●
公
園
は
地
域
の
縮
図

全
国
に
あ
る
都
市
公
園
数
は
、
11
万
カ

所
と
言
わ
れ
て
お
り
（
国
土
交
通
省
「
都

市
公
園
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」）、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
空
間
、
都
市
景
観
の
形
成
、
都

市
環
境
の
改
善
、都
市
の
防
災
性
の
向
上
、

生
物
多
様
性
の
確
保
、
豊
か
な
地
域
づ
く

り
に
寄
与
す
る
場
の
創
出
な
ど
、
多
様
な

機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。

当
法
人
は
、
東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る

東
由
木
地
区
81
カ
所
の
公
園
・
緑
地
の
指

定
管
理
者
で
あ
り
、「
地
域
協
働
型
の
公

園
管
理
運
営
」
を
軸
と
し
て
、
地
域
住
民

と
共
に
育
て
る
公
園
の
管
理
運
営
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
公
園
で
、
多
く
の
団

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
う
ち
、
地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
共
鳴
す
る
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の

職
員
交
流
や
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
、
共
同
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
相
互
の
発
展
と
地
域
社
会
へ
の
一
層
の

貢
献
を
目
指
し
ま
す
。
連
載
８
回
目
の
今
回
は
エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
と
東

京
都
港
区
で
す
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

体
や
個
人
と
の
協
働
を
実
現
し
、
令
和
３

年
度
の
地
域
協
働
数
は
１
７
５
件
・
１
５

５
団
体
・
１
万
５
１
５
９
人
に
上
り
ま
す
。

「
公
園
は
地
域
の
縮
図
」
で
あ
る
と
私

た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
誰
も
が
訪
れ
る

こ
と
が
出
来
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
場
所
。

そ
れ
が
公
園
で
す
。
多
世
代
で
多
様
な
人

た
ち
が
集
ま
る
公
園
を
よ
り
豊
か
に
し
て

い
く
こ
と
は
、
地
域
を
よ
り
豊
か
に
し
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
公
園
か
ら

地
域
へ
。
広
が
り
は
無
限
大
で
す
。

地
域
住
民
が
主
役
の
公
園
づ
く
り

私
た
ち
は
、
地
域
住
民
が
積
極
的
に
公

園
づ
く
り
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
る
場
の

創
出
も
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
小
学
生
を
中
心
に
「
パ
ー

ク
キ
ッ
ズ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」を
結
成（
現

在
、
約
80
人
が
登
録
）。
公
園
で
の

生
き
も
の
調
査
や
緑
地
管
理
作
業
な

ど
、
環
境
学
習
や
環
境
保
全
活
動
を

公
園
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
行
い
、
公
園

づ
く
り
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
自
分

事
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
で
、
地
域

へ
の
愛
着
も
醸
成
さ
れ
ま
す
。
活
躍

の
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
公
園
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
家
庭
で
も
学

校
で
も
な
い
第
３
の
居
場
所
（
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
）に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
定
年
退
職
し
た
地
域
住
民
を
雇

用
（
地
域
内
雇
用
）
し
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
や
知
識
を
生
か
し
、
公
園
の
管
理
運
営

に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
「
生
き
が
い
就
労

制
度
」
も
導
入
し
て
い
ま
す
。
公
園
が
個

人
の
生
き
が
い
や
居
場
所
と
し
て
も
機
能

し
、
高
齢
者
が
若
い
公
園
ス
タ
ッ
フ
の
人

材
育
成
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
利
用
者
減
の
市
立
図
書
館
と 

〝
パ
ー
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
〟
開
設

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
世
の
中
は
一
変
し
ま
し
た
。
今
ま
で

行
わ
れ
て
き
た
催
し
物
等
も
中
止
に
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
が
続
き
、
地
域
の
つ
な

が
り
も
薄
れ
、
社
会
の
分
断
が
進
ん
で
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
市
立
図
書
館
よ
り
「
コ
ロ
ナ
禍

で
図
書
館
の
利
用
が
７
割
ま
で
減
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
聞
き
、
図
書
に
親
し
ん
で
も

ら
う
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、公
園
で〝
屋

外
図
書
館
〟
を
演
出
す
る
「
パ
ー
ク
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
公
園
の

伐
採
木
な
ど
を
活
用
し
て
製
作
し
た
本
棚

を
公
園
に
設
置
し
、
芝
生
や
ハ
ン
モ
ッ
ク

等
で
ゆ
っ
く
り
読
書
し
、
図
書
館
司
書
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
等
も
行
い
、
本

に
親
し
む
機
会
を
創
出
し
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
地
元
自
治

会
な
ど
の
活
動
が
な
か
な
か
積
極
的
に
出

来
な
い
こ
と
を
受
け
、
当
法
人
が
主
催
者

と
な
り
、地
元
自
治
会
と
の
協
働
で「
パ
ー

ク
・
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
を
実
施
。

地
域
住
民
が
持
ち
寄
っ
た
キ
ャ
ン
ド

ル
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
絵
を
描
い
た

紙
コ
ッ
プ
キ
ャ
ン
ド
ル
等
を
並
べ
、
光
の

回
廊
を
演
出
し
、
地
域
住
民
同
士
が
再
び

つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
住
民
が
主
役
の
公

園
づ
く
り
を
進
め
、
公
園
を
軸
と
し
た
地

域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

公
園
の
指
定
管
理
を
軸
と
し
た
地
域
づ
く
り田

所　

喬

特
定
非
営
利
活
動
法
人

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
理
事
長

子どもたちの絵が
描かれたキャンドル

生きがい就労による
ベンチ修繕作業

「パークライブラリー」
イベントの様子

パークキッズレンジャー
による水環境調査

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
／
東
京
都
港
区

《
連
載
》
連
携
団
体
の
取
り
組
み 

⑧

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池

19 2022・10 月号 地域づくり 本編 2022・10 月号地域づくり 本編 18



●
港
区
の
特
色

港
区
は
、
東
京
湾
に
面
し
た
東
京
23
区

の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
面
積
は

20
・
37
平
方
㌔
と
23
区
中
、
12
番
目
の
広

さ
で
す
。
現
在
人
口
は
26
万
人
を
越
え
、

令
和
11
年
に
は
、
30
万
人
を
超
え
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

80
カ
国
以
上
の
大
使
館
が
所
在
し
、
国

際
色
が
豊
か
で
あ
る
と
と
も
に
、
主
要
な

民
放
各
局
（
日
本
テ
レ
ビ
、
テ
レ
ビ
朝
日
、

Ｔ
Ｂ
Ｓ
、
テ
レ
ビ
東
京
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
）
の
本
社
は
、
い
ず
れ
も
港
区
に
あ
る
な

ど
、
多
く
の
民
間
企
業
が
所
在
し
、
鉄
道

が
17
路
線
走
る
立
地
の
良
さ
か
ら
経
済
活

動
が
盛
ん
で
す
。
令
和
３
年
に
は
Ｊ
Ｒ
山

手
線
の
約
40
年
ぶ
り
の
新
駅
高
輪
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
駅
が
開
業
し
、
令
和
９
年
に
は
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
品
川
駅
が
開
業
予
定

で
あ
る
な
ど
、
ま
ち
の
動
き
も
活
発
で
す
。

昼
間
人
口
が
全
国
最
多
で
あ
る
一
方
、

区
内
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
排
出
量

が
都
内
で
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、区
は
、

積
極
的
に
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
と
モ
デ
ル 

二
酸
化
炭
素
固
定
認
証
制
度

環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、「
み
な
と
モ
デ
ル
二
酸
化
炭
素
固

定
認
証
制
度
」（
以
下
「
み
な
と
モ
デ
ル

制
度
」）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
で
は
、
区
と
「
間
伐
材
を
始
め
と
し
た

国
産
材
の
活
用
促
進
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
た
全
国
の
森
林
資
源
を
有
す
る
自

治
体
（
以
下
「
協
定
自
治
体
」）
か
ら
産

出
さ
れ
る
木
材
を
区
内
の
建
築
物
に
使
用

す
る
こ
と
を
促
し
、
そ
の
使
用
量
に
相
当

す
る
Ｃ
Ｏ
２
固
定
量
を
認
証
し
て
い
ま
す
。

み
な
と
モ
デ
ル
制
度
開
始
の
経
緯
と
し

て
、
平
成
19
年
度
に
東
京
都
あ
き
る
野
市

か
ら
長
く
手
つ
か
ず
で
あ
っ
た
森
を
借
り

受
け
、
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
林
「
み
な
と
区
民
の

森
」
と
し
て
整
備
し
、
そ
の
中
で
林
業
が

盛
ん
な
自
治
体
と
交
流
を
持
つ
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、「
木
材
活
用
と
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
軸
と
し
て
、
都
心
部
と
山
間
部
が

一
致
し
て
低
炭
素
化
の
実
現
に
向
か
う
取

り
組
み
」
に
関
す
る
宣
言
を
発
表
し
、
平

成
23
年
10
月
か
ら
の
実
施
に
至
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
10
月
に
「
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
が
改
正
さ
れ
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
資
す
る
等
の
た
め
の
建
築
物
等
に
お
け

る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

（
通
称
・
都ま

市ち

の
木
造
化
推
進
法
）
と
な

り
対
象
が
民
間
建
築
物
に
拡
大
さ
れ
た
こ

と
、
ま
た
、
木
材
活
用
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
固

定
に
関
す
る
指
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
最
近
は
さ
ら
に
み
な
と
モ
デ
ル
制
度

の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
と
の
連
携

当
初
は
23
自
治
体
と
の
協
定
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
全
国
79
の
自
治
体

と
協
定
を
締
結
し
、
連
携
組
織
「
み
な
と

森
と
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
構
成
し

て
い
ま
す
。

国
産
木
材
の
活
用
促
進
を
主
軸
に
、
協

定
自
治
体
か
ら
産
出
さ
れ
た
木
材
を
活
用

し
た
建
築
物
の
事
例
や
製
品
を
製
作
す
る

事
業
者
を
紹
介
す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
運

営
、
各
種
展
示
会
等
へ
の
木
質
化
を
テ
ー

マ
と
し
た
出
展
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
新
た
な
自

治
体
間
の
交
流
や
自
治
体
と
企
業
が
連
携

す
る
き
っ
か
け
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
み
な
と
森
と
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
と
し
て
の
10
年
に
わ
た
る
活
動
が

評
価
さ
れ
、
林
野
庁
が
さ
ら
な
る
木
材
活

用
促
進
の
た
め
設
置
し
た「
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ

ン
ジ
協
議
会
」に
参
加
す
る
機
会
を
得
て
、

最
新
の
情
報
を
協
定
自
治
体
に
共
有
す
る

と
と
も
に
、
10
年
間
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や

情
報
を
ウ
ッ
ド
・
チ
ェ
ン
ジ
協
議
会
へ
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
材
活
用
に
関
す

る
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

区
が
抱
え
る
課
題
は
、
単
独
で
解
決
で

き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
特
に
制
度

の
主
目
的
で
あ
る
森
林
整
備
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
削
減
は
、
森
林
を
持
た
な
い
区
が

全
国
の
自
治
体
と
連
携
す
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
今
後
も
都
市
と
山
間
部
が
協

働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
林
業
の

活
性
化
お
よ
び
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

全
国
79
自
治
体
と
連
携
し
Ｃ
Ｏ
２
削
減

高
山　

佳
子

港
区
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
支
援
部

環
境
課
地
球
温
暖
化
対
策
担
当

みなと森と水ネットワーク会議の 79 自治体

展示会への出展の様子

みなと森と水サミット2019

東
京
都
港
区
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紫
波
町
は
岩
手
県
の
中
央
に
位
置
す
る

人
口
３
・
３
万
人
、
面
積
約
２
３
９
平
方

㌔
の
町
で
あ
る
。
半
径
30
㌔
圏
内
に
あ
る

盛
岡
市
や
花
巻
市
、
北
上
市
の
居
住
者
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
紫
波
中
央
駅
前
都
市

整
備
事
業
「
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
し
て
き
た
。
町
内
に
は
三
つ
Ｊ
Ｒ

の
駅
が
あ
り
、
近
年
、
中
央
の
都
市
部
で

の
宅
地
造
成
に
よ
り
、
人
口
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
を
中
心
と
し
た
社
会
増
を
実
現
し

た
。
一
方
、
東
西
の
農
村
部
で
は
人
口
減

少
が
顕
著
で
あ
り
、
七
つ
の
小
学
校
が
閉

校
し
た
。
町
全
体
の
人
口
は
横
ば
い
で
推

移
し
て
い
る
が
、
都
市
と
農
村
の
均
衡
が

崩
れ
、
公
共
施
設
や
産
業
振
興
に
お
い
て

「
町
の
再
編
集
」
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。

町
の
政
策
を
民
間
の
力
で
実
現

オ
ガ
ー
ル
は
、
10
年
間
塩
漬
け
だ
っ
た

紫
波
中
央
駅
前
の
町
有
地
10
・
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
活
用
し
た
官
民
複
合
開
発
で
あ

る
。
２
０
０
９
年
３
月
に
紫
波
町
公
民
連

携
基
本
計
画
を
策
定
。
行
政
課
題
で
あ
っ

た
役
場
庁
舎
や
図
書
館
の
整
備
と
、
民
間

に
よ
る
経
済
開
発
の
両
立
を
図
る
た
め
、

第
３
セ
ク
タ
ー
「
オ
ガ
ー
ル
紫
波
株
式
会

社
」
で
「
民
間
主
導
型
公
民
連
携
」
を
主

導
し
た
の
が
現
オ
ガ
ー
ル
代
表
取
締
役
の

岡
崎
正
信
氏
で
あ
る
。

初
日
の
講
義
で
登
壇
し
た
岡
崎
氏
は
、

仕
事
を
進
め
る
上
で
良
い
チ
ー
ム
作
り
が

重
要
で
、「
主
体
性
と
自
立
性
」
を
大
事

に
し
て
お
り
、「
な
ぜ
、
何
の
た
め
に
や

る
の
か
」
と
い
う
動
機
と
情
熱
を
持
っ
て

進
め
て
い
く
こ
と
で
、
共
感
す
る
人
が
増

え
、
事
業
の
持
続
性
と
可
能
性
が
広
が
る

と
述
べ
た
。

町
は
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
「
若
者
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
る
環
境
」を
目
指
し
、

岡
崎
氏
が
民
間
主
導
型
の
公

民
連
携
に
よ
っ
て
実
現
し
て

き
た
。
岡
崎
氏
に
よ
る
と
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た

ピ
ン
ホ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
に
基
づ
く
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

専
用
ア
リ
ー
ナ
と
ホ
テ
ル
を

合
築
し
た
「
オ
ガ
ー
ル
ベ
ー

ス
」、快
適
な
住
環
境
を
シ
ェ

ア
す
る
集
合
住
宅
「
オ
ガ
ー

ル
ネ
ス
ト
」
を
建
設
し
、
働
き
た
い
人
が

安
心
安
全
に
、
快
適
に
働
け
る
環
境
を
提

供
す
る
「
オ
ガ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
整
備

し
た
。

岡
崎
氏
か
ら
は
、
自
分
の
知
識
・
経
験
・

現
状
認
識
の
縁
に
立
ち
、
そ
こ
か
ら
一
歩

踏
み
出
す
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
。

市
民
と
創
造
す
る
場

町
は
公
民
連
携
基
本
計
画
の
策
定
に
あ

た
り
、
町
長
が
先
頭
に
立
ち
、
住
民
と
の

対
話
を
２
年
間
で
１
０
０
回
行
っ
た
。
２

０
０
７
年
の
「
公
民
連
携
元
年
」
の
宣
言

前
は
、
住
民
と
職
員
が
一
緒
に
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
、
市
民
参
加
条
例

が
制
定
さ
れ
た
。
オ
ガ
ー
ル
の
事
業
構
築

段
階
で
は
、
分
野
ご
と
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
以
下
「
Ｗ
Ｓ
」
と
い
う
）
や
協
議
会

と
い
っ
た
複
数
の
住
民
対
話
を
行
っ
た
。

そ
の
際
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
を
受

託
し
、
行
政
と
住
民
の
橋
渡
し
役
を
担
っ

た
の
が
カ
ン
ト
リ
ー
・
ラ
ボ
代
表
取
締
役

の
宮
崎
道
名
氏
で
あ
る
。
二
日
目
の
講
義

に
登
壇
し
た
宮
崎
氏
は
、「
Ｗ
Ｓ
は
創
造

（
つ
く
る
）
場
」
で
あ
り
、
住
民
の
声
を

掘
り
起
こ
し
、
つ
な
ぐ
こ
と
を
考
え
て
進

め
て
き
た
と
言
う
。
Ｗ
Ｓ
は
「
何
が
欲
し

い
か
で
は
な
く
、
ど
ん
な
町
を
目
指
し
、

そ
の
た
め
の
空
間
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

に
主
眼
を
置
い
た
と
い
う
。
住
民
の
力
を

信
じ
、
声
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
住
民
の

メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
り
、
地
域
を
考
え
オ

ガ
ー
ル
に
思
い
を
持
っ
て
「
ジ
ブ
ン
ゴ
ト

化
」
す
る
人
が
増
え
た
。

農
村
で
な
り
わ
い
を
生
む

公
民
連
携
基
本
計
画
の
理
念
は
「
都
市

と
農
村
の
暮
ら
し
を
愉
し
み
、
環
境
や
景

観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
表
現
す
る

地
方
創
生
実
践
塾 

岩
手
県
紫
波
町

岡崎氏の講義の様子

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
６
月
17
日
（
金
）
に
岩
手
県

紫
波
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
鎌
田
千
市
氏
に
御
報
告
い

た
だ
い
た
。�

（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

公
民
連
携
で
オ
ガ
ー
ル
が

�
で
き
る
ま
で
、
そ
し
て
そ
の
先

―
官
と
民
が
力
を
合
わ
せ
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
造
―

●

紫
波
町
企
画
総
務
部
企
画
課
長

鎌
田
　
千
市

21 2022・10 月号 地域づくり 本編 2022・10 月号地域づくり 本編 20



場
」
で
あ
る
。
脱
サ
ラ
を
し
て
家
族
で
紫

波
に
移
住
し
て
９
年
。
伊
藤
め
ぐ
み
氏
は

パ
ン
の
製
造
販
売
「
て
し
ご
と
や
Ｗ
ａ
ｔ
ｏ�

ｎ
ａ
」
を
、
夫
は
有
機
農
業
「
わ
と
な
自

然
農
園
」
を
生
業
と
し
て
い
る
。

伊
藤
氏
は
、
岡
崎
氏
ら
と
の
初
日
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
有
機
野
菜
と
の

出
会
い
や
就
農
に
至
っ
た
経
緯
を
紹
介
。

当
初
は
、
農
業
経
営
が
安
定
せ
ず
悩
ん
で

い
た
が
、
町
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ

く
り
の
一
環
で
実
施
し
た「
し
わ
起
業
塾
」

に
参
加
す
る
こ
と
で「
直
売
店
兼
カ
フ
ェ
」

の
構
想
、「
価
格
を
上
げ
て
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
価
値
を
提
供
す
る
」
と
い
う
発
想

に
至
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
紫
波
型
エ

コ
ハ
ウ
ス
基
準
の
居
宅
兼
店
舗
を
新
築
す

る
と
と
も
に
、
固
定
客
へ
の
無
農
薬
野
菜

の
配
達
や
作
業
の
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
も

雇
用
し
、
年
間
を
通
じ
て
安
定
し
た
収
入

を
確
保
す
る
よ
う
さ
ら
に
努
力
し
て
い
る
。

「
豊
か
」
な
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と

本
年
７
月
７
日
、
ど
う
活
用
す
る
か
が

課
題
で
あ
っ
た
旧
庁
舎
敷
地
に
温
浴
施
設

を
中
心
と
し
た
複
合
施
設
「
ひ
づ
め
ゆ
」

が
開
業
し
た
。

福
岡
か
ら
紫
波
に
移
住
し
、
岡
崎
氏
と

と
も
に
こ
の
事
業
に
参
画
し
た
小
川
翔
大

氏
が
二
日
目
に
講
義
を
行
っ
た
。
大
学
で

建
築
を
学
ん
だ
小
川
氏
は
、
広
告
代
理
店

を
経
て
独
立
し
、「
人
や
地
域
の
声
を
聞
き
、

必
要
な
も
の
を
創
造
す
る
」
を
理
念
に
掲

げ
「
合
同
会
社
ｋ
ｏ
ｅ
」
を
設
立
し
た
。

家
族
で
「
お
い
し
い
ね
」
と
言
い
合
え
る

環
境
を
目
指
し
て
、「
朝
の
お
か
ゆ
さ
ん
」

を
期
間
限
定
で
経
営
し
、
町
民
の
幸
せ
で

豊
か
な
日
常
を
作
る
食
堂
を
理
念
に
、
オ

ガ
ー
ル
ベ
ー
ス
内
に
焼
肉
食
堂
「
お
が
わ

や
」
を
開
業
。
現
在
は
、
町
民
の
健
康
に

寄
与
す
る
「
ひ
づ
め
ゆ
」
の
支
配
人
も
務

め
る
。
小
川
氏
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
は
、

豊
か
な
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
で
あ
り
、

自
分
（
た
ち
）
に
と
っ
て
豊
か
で
あ
る
か

ど
う
か
が
判
断
基
準
だ
と
言
う
。

本
年
、町
長
は
所
信
表
明
で
「
民

間
が
本
気
に
な
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
行
っ
て
い
く
と
述
べ

た
。
町
は
昨
年
度
８
件
の
協

定
を
締
結
し
、
今
年
度
も
多

様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
い
る
。

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
岡

崎
氏
は
「
寛
容
性
」
が
重
要

だ
と
言
っ
た
。
伊
藤
氏
も
小

川
氏
も
移
住
者
で
あ
る
が
、

親
身
に
な
っ
て
受
け
入
れ
る

土
壌
な
り
地
域
性
が
あ
る

か
？　

よ
そ
者
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
衰

退
し
て
い
く
だ
け
、
と
言
う
。

「
寛
容
性
」
は
行
政
に
も
重
要

で
あ
る
。

最
後
は
、
筆
者
が
「
こ
れ

ま
で
と
、
こ
れ
か
ら
」
と
題

し
て
話
を
し
た
。
行
政
課
題
で
ス
タ
ー
ト

し
た
オ
ガ
ー
ル
の「
こ
れ
ま
で
」で
は
、「
市

場
の
判
断
」
と
「
住
民
の
意
向
」
を
確
認

し
な
が
ら
公
民
連
携
で
進
め
、「
豊
か
さ
」

を
目
指
し
て
き
た
。「
こ
れ
か
ら
」
で
は
、

我
々
行
政
は
、
民
間
が
や
り
た
い
こ
と
を

政
策
化
し
、
実
行
ま
た
は
支
援
す
る
た
め

に
、
仕
組
み
や
制
度
、
プ
ロ
セ
ス
を
創
造

し
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

「
公
も
民
も
境
目
は
な
い
。
力
を
合
わ

せ
て
最
強
の
プ
ロ
セ
ス
を
創
る
」
と
い
う

オ
ガ
ー
ル
・
デ
ザ
イ
ン
会
議
委
員
長
の
清

水
義
次
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
で
本
寄

稿
を
締
め
た
い
。　
　

地方創生実践塾（岩手県紫波町）の概要

テーマ：公民連携でオガールができるまで、そしてその先へ 
主任講師：紫波町企画総務部企画課長　鎌田 千市 氏

１日目　6 月 17 日（金）
講義①「民間主導型公民連携とは」

講師：岡崎 正信 氏（㈱オガール 代表取締役／（一社）公民連携事業機構理事）
トークセッション「地域資源に付加価値をつけて“なりわい”にする」

伊藤 めぐみ 氏（わとな自然農園・てしごとや Watona）、岡崎氏、鎌田氏
２日目　6 月 18 日（土）

フィールドワーク「オガールさんぽ」
講義②「参加者のメリットをデザインする」

講師：宮崎 道名 氏（㈱カントリー・ラボ 代表取締役）
講義③「オガールと地域をつなぐ」

講師：小川 翔大 氏（オガール企画合同会社 代表社員、合同会社koe代表社員）
講義④「これまでと、これから」　

講師：鎌田 千市 氏（紫波町企画総務部 企画課長）

集合写真

鎌田氏の講義を聞く参加者
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群
馬
県
み
な
か
み
町
は
、
関
東
地
方
北

部
山
沿
い
に
位
置
し
、
関
東
地
方
で
あ
り

な
が
ら
日
本
海
側
の
気
候
に
あ
た
る
た
め

町
内
の
北
部
は
ニ
ュ
ー
ス
に
も
出
て
く
る

豪
雪
地
帯
で
あ
る
。

平
成
29
年
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

認
定
さ
れ
、
さ
ら
に
は
平
成
31
年
に
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
、
ま
さ

に
人
々
の
暮
ら
し
と
自
然
が
共
生
す
る
四

季
の
変
化
が
し
っ
か
り
と
し
た
町
で
あ
る
。

私
た
ち
の
団
体
は
主
に
学
校
教
育
旅
行

の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
20
年

よ
り
主
に
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る

農
家
民
泊
体
験
の
受
け
入
れ
や
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
を
行
っ
て
き
た
。

こ
こ
数
年
は
、
型
に
は
め
た
旅
行
で
は

な
く
、
学
校
や
企
業
な
ど
、
来
訪
者
の
目

的
や
季
節
、
人
数
等
に
合
わ
せ
て
、
な
ぜ
、

こ
の
地
を
訪
れ
る
の
か
？　

こ
の
地
だ
か

ら
こ
そ
作
る
こ
と
が
で
き
る
旅
行
と
は
な

に
か
？　

を
考
え
、
課
題
を
見
つ
け
出
す

力
を
育
み
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
地
域

の
人
々
の
生
き
方
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
旅
行
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

研
修
全
体
を
一
つ
の
商
品
に�

流
れ
や
つ
な
が
り
を
大
切
に

常
日
頃
か
ら
旅
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行

う
際
に
、
必
然
性
や
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
大

事
に
し
て
い
る
た
め
、今
回
の
研
修
で
も
、

参
加
者
の
属
性
や
年
齢
層
、
話
の
流
れ
、

登
場
人
物
、
食
事
、
体
験
内
容
、
体
力
面
、

深
掘
り
具
合
な
ど
に
注
意
し
、
多
様
な
参

加
者
に
満
足
い
た
だ
け
る
研
修
に
す
べ

く
、
廃
校
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
を
選
び
、

そ
こ
を
拠
点
に
移
動
ロ
ス
を
な
く
し
、
特

別
講
師
や
地
域
ス
タ
ッ
フ
の
講
義
や
人
柄

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
参
加
者
の
中
に
印

象
が
残
る
上
限
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で
構
成

し
た
。
特
に
「
人
」
と
「
つ
な
が
り
」
の

重
要
性
や
つ
な
が
る
こ
と
で
の
さ
ら
な
る

広
が
り
や
楽
し
さ
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
て

持
ち
帰
っ
て
も
ら
い
活
用
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
た
。

講
義
の
ト
ッ
プ
は
、
長
野
県
立
大
学
グ

ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
教
授
で
、

み
な
か
み
町
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
も
あ

る
田
村
秀
氏
。
田
村
氏
は
、
み
な
か
み
町

の
実
情
や
概
要
の
ほ
か
、
温
泉
地
再
生
な

ど
域
学
連
携
で
行
政
が
取
り
組
ん
で
い
る

最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
講
義
し
た
。

「
地
域
の
一
番
」
は�

最
初
に
売
ら
な
い

私
の
講
義
で
は
、昨
年
が
中
止
と
な
り
、

計
画
か
ら
２
年
越
し
で
あ
っ
た
た
め
、
ま

ず
は
、
研
修
イ
メ
ー
ジ
を
若
干
修
正
す
る

こ
と
か
ら
始
め
た
。
時
代
の
波
に
「
負
け

な
い
」「
の
み
込
ま
れ
な
い
」「
惑
わ
さ
れ

な
い
」
旅
を
軸
と
し
た
地
方
創
生
の
在
り

方
と
実
践
と
し
、
こ
の
考
え
方
の
冒
頭
で

は
、
地
方
創
生
に
必
要
な
も
の
「
お
金＜

人
」
と
い
う
原
則
や
ナ
ノ
（
地
域
密
着
）

的
な
旅
行
に
お
け
る
企
画
者
の
思
考
と
し

て
、行
先
よ
り
も「
誰
と
？　

何
を
す
る
？　

何
を
感
じ
た
か
？
」
を
大
切
に
す
る
こ
と

が
旅
行
企
画
の
構
成
要
素
と
し
て
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
を
解
説
。

さ
ら
に
「
そ
の
地
域
の
一
番
で
あ
る
も

の
（
み
な
か
み
町
で
あ
れ
ば
温
泉
な
ど
）

を
真
っ
先
に
売
ら
な
い
」「
雑
木
林
な
ど
、

誰
も
資
源
と
思
わ
な
い
場
所
で
で
き
る
こ

と
を
深
く
掘
り
商
品
化
」
す
る
こ
と
。
一

例
と
し
て
、
こ
こ
で
森
林
整
備
体
験
が
で

き
た
ら
い
い
な
→
誰
に
手
伝
っ
て
も
ら
え

れ
ば
で
き
る
か
な
→
み
ん
な
に
相
談
し
て

み
よ
う

―
と
い
う
思
考
で
回
り
を
巻
き

込
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
述
べ

た
。
さ
ら
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し

商
品
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と

（
深
掘
り
）
に
つ
い
て
の
重
要
性
も
伝
え
た
。

後
半
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
自
地
域
で
完
結
す
る
修
学
旅
行
に
つ

い
て
、
登
壇
者
が
学
校
・
行
政
・
保
護
者

の
視
点
か
ら
話
を
し
た
。
ま
る
で
教
育
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
さ
な
が
ら
の
構
成
で
あ
る
が

れ
っ
き
と
し
た
地
方
創
生
の
お
話
で
あ

る
。
地
域
に
は
学
校
が
必
要
で
学
校
が
存

続
す
れ
ば
地
域
は
存
続
す
る
か
ら
で
あ

地
方
創
生
実
践
塾 

群
馬
県
み
な
か
み
町

集合写真

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
方
創
生
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
養
成
を
目
的
に

「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
６
月
24
（
金
）、
25
（
土
）

の
両
日
、
群
馬
県
み
な
か
み
町
で
開
催
さ
れ
た
実
践
塾
に
つ
い
て
、
主
任
講
師
の
福

田
一
樹
氏
に
御
報
告
い
た
だ
い
た
。�
（
企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ
）

新
し
い
旅
〝
ナ
ノ
ツ
ー
リ
ズ
ム
〟
の

�

思
考
と
実
践

―
「
葉
っ
ぱ
１
枚
す
ら
観
光
資
源
？
」

�
ア
イ
デ
ア
次
第
の
地
域
資
源
掘
り
起
し
術
―

●

一
般
社
団
法
人
み
な
か
み
町
体
験
旅
行　

専
務
理
事

福
田
　
一
樹
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る
。
新
治
小
学
校
の
加
藤
校
長
は
、
こ
の

小
学
校
の
強
み
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ

る
こ
と
」、
当
時
の
児
童
の
保
護
者
で
あ

り
会
場
の
さ
る
小
を
運
営
す
る
飯
島
氏
は

「
家
族
で
地
域
に
つ
い
て
話
す
質
が
向
上

し
た
こ
と
」、
行
政
マ
ン
で
あ
り
今
回
の

修
学
旅
行
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
み
な
か

み
町
役
場
の
小
野
氏
か
ら
は
「
役
割
分
担

や
民
間
と
う
ま
く
付
き
合
う
コ
ツ
」
に
つ

い
て
話
が
あ
っ
た
。

参
加
者
の
目
に
は
、
一
つ
の
事
に
対
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
責
任
が
明
確
で
あ

り
、
良
好
な
関
係
性
の
中
で
事
業
が
推
進

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
映
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
？　

地
方
創
生
に
お
い
て
重
要

な
切
り
口
で
あ
る
。

葉
っ
ぱ
か
ら
抽
出
し
た
香
り
素
材
に�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

タ
イ
ト
ル
に
「
葉
っ
ぱ
一
枚
す
ら
」
と

あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
こ
で
葉
が
主
役
と
な

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
。
施
設
内

に
生
え
て
い
る
植
物
を
採
取
し
、
水
蒸
気

蒸
留
法
で
香
り
を
採
取
。
作
っ
た
香
り
を

分
析
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
香
り
を
言
葉

で
表
現
す
る
と
い
う
内
容
。
班
ご
と
に
話

し
合
い
、
独
特
な
香
り
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
で

会
場
に
笑
み
が
広
が
っ
た
。そ
の
後
に
は
、

自
地
域
で
こ
の
活
動
が
で
き
る
場
合
、
ど

ん
な
活
用
法
が
あ
る
か
と
い
う
ワ
ー
ク
に

取
り
組
ん
で
も
ら
っ
た
。
自
治
体
の
花
の

香
り
を
採
取
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
す
る
、
外
来
植
物
を
活
用
で
き
な
い

か
等
の
ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
、「
葉
っ
ぱ
」

が
観
光
資
源
を
超
え
、
収
益
資
源
に
な
る

可
能
性
を
す
ら
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

本
研
修
を
例
に
、
自
身
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

を
明
確
に
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
解
説
。

研
修
制
度
を
作
っ
た
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
（
巻
き
込
ま
せ
る
人
）
が
、
主
任
講

師
で
あ
る
私
（
巻
き

込
む
人
）
に
研
修
内

容
を
一
任
、
私
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
も
と
特

別
講
師
（
巻
き
込
ま

れ
る
人
）
を
お
招
き

す
る
と
い
う
明
確
な

役
割
分
担
が
あ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ

る
と
思
う
。
地
方
創
生
の
現
場
で
は
人
手

不
足
や
任
せ
き
れ
な
い
た
め
に
一
人
で
抱

え
て
し
ま
い
、
事
業
が
動
か
な
い
、
継
続

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
続
い
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
？　

こ
の
事
に
つ
い
て
、
自
身

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
た
だ
き
そ
の

上
で
、
自
身
の
得
意
な
と
こ
ろ
や
こ
れ
か

ら
や
り
た
い
こ
と
を
個
人
発
表
い
た
だ
き

研
修
を
閉
じ
た
。

わ
た
し
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
の
は

「
地
域
の
本
物
」
を
見
せ
る
こ
と
、「
地
域

の
本
音
」
で
語
り
「
真
剣
さ
」
を
伝
え
る

こ
と
だ
。
提
供

す
る
も
の
は
、

「
遊
び
」
で
あ

る
が
、
同
時
に

誰
か
が
伸
び
よ
う
と
す
る
「
学
び
」
の
た

め
の
体
験
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
学
問
で
は
な
い
が
、
こ
の
地
で
感

じ
た
こ
と
を
次
に
何
に
生
か
せ
る
か
？　

そ
う
思
っ
て
も
ら
え
る
旅
行
を
作
る
に
は
、

受
け
入
れ
る
地
域
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
目
線

を
合
わ
せ
て
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
遊
び
を

学
び
に
変
え
る
こ
と
だ
。
地
域
も
来
訪
者

も
育
つ
こ
こ
に
し
か
な
い
旅
行
が
完
成
す

る
。
ぜ
ひ
と
も
受
講
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
、
真
の
活
動
原
資
で
あ
る
人
に
着
目
し

て
面
白
い
旅
行
や
行
事
を
展
開
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

地方創生実践塾（群馬県みなかみ町）の概要

テーマ：�ポストコロナ時代の新しい旅のカタチ“ナノツーリズム”の思考と実践�  
～「葉っぱ一枚すら観光資源？」アイデア次第の地域資源掘り起し術～

主任講師：一般社団法人みなかみ町体験旅行 専務理事　福田 一樹 氏

１日目　6 月 24 日（金）
オリエンテーション　会場：泊まれる学校 さる小
講義Ⅰ「みなかみ町の「観光」に関する全体解説」

みなかみ町政策アドバイザー　田村 秀 氏
グループワークⅠ　2 日間の目標と活動内容の説明、グループごとの自己紹介
講義Ⅱ「地域密着旅行の実践例と手法の解説」

福田 一樹 氏
パネルディスカッション

ファシリテーター：田村 秀 氏
パネリスト：�加藤 正一 氏（みなかみ町立新治小学校 校長） 

飯島 健治 氏（さる小運営者、新治小学校児童元保護者） 
小野 宏和 氏（みなかみ町観光商工課 主幹）

グループワークⅡ　講義内容に関する意見交換、質疑応答
２日目　6 月 25 日（土）

フィールドワーク　アロマオイルの抽出体験
Licca 氏　長壁 総一郎 氏、長壁 早也花 氏

グループワークⅢ　�2 日間の振り返り、自分の地域をどのようにしたいかを考える
グループワークⅣ　最初の 1 歩は何から始めるかを考える

自分のポジションを考える重要性

フィールドワークの様子
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は
じ
め
ま
し
て
！ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
で
す
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
は
、
２
０
２
１

年
５
月
に
発
足
し
た
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
主
な
活
動
と
す
る
法
人
で
す
。

「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、

１�

．
企
業
の
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
に
参
加
い

た
だ
き
、
会
社
、
性
別
、
年
代
、
役
職

な
ど
ラ
ン
ダ
ム
な
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
。

２�

．
答
申
先（
自
治
体
や
社
会
団
体
な
ど
）

が
本
当
に
困
っ
て
い
る
リ
ア
ル
な
課
題

に
つ
い
て
、
約
２
カ
月
半
（
全
４
回
８

日
間
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
か
け
て
、
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
を
行
う
。

３�

．
最
終
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
答
申
先
の
決

裁
者
が
実
際
に
施
策
と
し
て
採
択
す
る

か
ど
う
か
の
判
断
を
行
う
。

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

こ
れ
を
通
し
て
、
参
加
者
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
育
む
と
同
時
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
と
地
域
、
企
業
と
社
会
と
の
交
点

を
作
り
、
四
国
の
こ
れ
か
ら
を
支
え
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま

す
。課

題
先
進
地
域
「
四
国
」

私
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
四
国
で

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

当
た
り
前
の
よ
う
に
自
然
が
あ
り
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
そ
こ
か
し
こ

に
特
有
の
文
化
が
根
付
い
て
い
る
、
そ
ん

な
四
国
が
好
き
で
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
都
市
圏
と
の
地
域
格
差
は
拡
大

し
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
今
ま
さ
に
消

え
て
し
ま
い
そ
う
な
、
自
治
体
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
文
化
で
あ
ふ
れ
て
い
る
の
も
事

実
で
す
。

み
ん
な
必
死
に
対
策
を
考
え
て
い
ま
す

が
、
単
体
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
、
こ
の
課
題
に
ど
う
向
き
合
う
か
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
考
え
て
も
ら
い
、

よ
り
四
国
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
え
る
機

会
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
を
通
じ
て 

届
け
た
い
も
の

約
２
カ
月
半
の
間
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
は
、想
像
し
て
い
な
か
っ
た
出
来
事
や
、

人
間
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
Ｄ

Ａ
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
「
正
解
」
は

存
在
し
ま
せ
ん
。
そ
の
時
そ
の
瞬
間
に
、

「
人
」
と
向
き
合
い
、
参
加
者
・
事
務
局

双
方
が
問
い
続
け
ら
れ
る
場
が
そ
こ
に
は

あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
通
し
て
、
参
加
者
（
参
加
企
業
）
に
以

下
の
こ
と
を
届
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
自
身
の
枠
組
み
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
き

っ
か
け
と
勇
気

・
自
分
自
身
と
徹
底
的
に
向
き
合
う
経
験

・「
助
け
て
」「
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
言
え

る
他
者
や
他
社
と
の
関
係

・
複
雑
化
す
る
社
会
へ
の
耐
性
と
対
応
力

・
決
ま
り
き
っ
た
答
え
で
は
な
く
、
自
ら

問
い
を
立
て
る
力

日
々
の
業
務
で
は
な
か
な
か
身
に
つ
け 四国の原風景

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
関
係
を
四
国
か
ら

―
「
地
域
と
企
業
」「
社
会
と
人
」
結
ぶ

�

新
た
な
共
有
財
―

石
津　

亜
紀

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ

団体プロフィール

設立＝2021年
代表者＝月原光国
人数＝12名

〈連絡先〉
〒793-0030 愛媛県西条市大町
1663番地
Webサイト：https://www.DAIS-p.org/
E-mail：dais.npo@gmail.com

NPO法人DAIS
（愛媛県西条市）

地域づくりの
現場から

地域づくり団体全国協議会
登録団体の紹介
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る
こ
と
の
で
き
な
い
、
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
と
っ
て
必
要
な
要
素
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
モ
ン
ズ
（
共
有
財
） 

と
し
て
の
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ

企
画
・
運
営
を
行
う
事
務
局
は
、
一
部

の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
除
き
、
毎
回
顔
ぶ
れ

が
か
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
組
織
と
な
っ

て
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
所
属
す
る
企
業
か
ら
研
修

と
し
て
送
り
こ
ま
れ
る
人
が
多
い
の
で
す

が
、「
今
後
事
務
局
と
し
て
関
わ
り
た
い
」

と
手
を
あ
げ
て
く
れ
る
方
が
多
い
こ
と
が

自
慢
で
す
。
２
０
２
１
年
度
後
期
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
な
ん
と
参
加
者
の
30
％
の

方
が
そ
の
よ
う
な
意
向
を
示
し
て
く
れ
ま

し
た
。

ま
た
昨
年
か
ら
、
参
加
者
Ｏ
Ｂ
が
ゆ
る

く
情
報
交
換
が
で
き
るslack

を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
現
在
86
人
がslack

メ
ン
バ

ー
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
「
採
択
」

さ
れ
た
案
の
そ
の
後
の
進
捗ち

ょ
くや
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
が
共
有
さ
れ
る
な
ど
、
一
過
性

で
は
な
い
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
な
ら
で

は
の
つ
な
が
り
が
続
い
て
い

ま
す
。

最
初
は
単
な
る
研
修
と
し

て
参
加
し
た
人
々
が
そ
の

後
、
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
を
〝
コ
モ
ン

ズ
（
共
有
財
）〟
と
し
て
面

白
が
り
、
職
場
や
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
で
も
な
い
新
た
な
自
己

表
現
と
し
て
の
〝
活
動
〟
や
、

キ
ャ
リ
ア
観
形
成
の
場
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
可
能
性
を
拡
げ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

個
人
の
成
長
と
企
業
の
成
長 

そ
し
て
地
域
の
発
展

実
は
、
私
自
身
が
参
加
者
で
し
た
。
通

常
、
仕
事
を
通
じ
て
出
会
う
方
の
ほ
と
ん

ど
は
、
ど
ち
ら
か
が
「
顧
客
」
で
あ
っ
た

り
、
何
ら
か
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
る
な

ど
、
利
害
関
係
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
そ
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
互
い
に
フ
ラ
ッ
ト
な
状
態
で

出
会
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
気
で
打
ち

込
む
こ
と
で
、
同
僚
や
友
人
と
も
少
し
違

う
、
あ
る
種
貴
重
な
人
間
関
係
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
関
わ
っ
た
自
治
体
や
社
会
団
体
の

フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

期
間
中
に
、
そ
の
団
体
の
こ
と
を
調
べ
た

り
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
出
向
い
た
り
、

関
係
者
と
と
こ
と
ん
話
し
合
っ
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
か
の

よ
う
な
親
近
感
が
わ
き
、
そ
し
て
今
で
も

応
援
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
経
験
が
自
分
の
人
生
を
豊

か
に
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
経
験

を
１
人
で
も
多
く
の
方
に
届
け
る
こ
と

で
、「
地
域
と
企
業
」「
社
会
と
人
」
と
の

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
関
係
を
創
っ
て
い
け

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
興
味
の
あ

る
四
国
・
瀬
戸
内
の
自
治
体
や
社
会
団
体

の
皆
さ
ま
、
ま
た
企
業
の
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｓ
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

愛媛県松野町フィールドワーク

2022 年前期 DAIS プロジェクト集合写真

チームミーティング香川県小豆島でのフィールドワーク
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講
義
Ⅰ
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
」
と
こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生

内
閣
審
議
官
の
黒
田
昌
義
氏
が
、
地
方

創
生
の
基
本
的
な
考
え
方
や
「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
」
の
概
要
、
こ
れ
か

ら
の
地
方
創
生
に
つ
い
て
講
義
し
ま
し

た
。
黒
田
氏
は
同
構
想
の
基
本
方
針
に
つ

い
て
、「
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
」「
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
育
成
・
確
保
」「
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
た
め
の
取
り
組
み
」「
デ

ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
た
地
方
の
社
会
課

題
解
決
」
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
心
に
説

明
。
先
進
自
治
体
の
事
例
も
紹
介
し
ま
し

た
。講

義
Ⅱ
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
課
題
と

目
指
す
べ
き
方
向
性
」

日
本
総
合
研
究
所
の
井
上
岳
一
氏
は
、

今
必
要
と
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
は
、

情
報
通
信
の
変
革
に
よ
る
価
値
創
出
で
あ

り
、
中
央
主
導
で
時
間
が
か
か
る
ハ
ー
ド

面
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
注
力
す
る
よ
り
も
、

今
す
ぐ
に
で
き
る
「
ソ
フ
ト
で
ヒ
ュ
ー
マ

ン
な
デ
ジ
タ
ル
化
」
を
地
域
主
導
で
進
め

て
い
く
こ
と
だ
と
指
摘
。
全
国
各
地
で
若

者
た
ち
が
情
報
通
信
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
地
域
を
元
気
に
し
て
い
る
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。そ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、

共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
集
合
的

主
体
で
活
動
す
る
「
ロ
ー
カ
ル
コ
レ
ク
テ

ィ
ブ
」
を
地
域
で
育
て
る
こ
と
や
人
の
交

流
・
文
化
が
生
ま
れ
る
場
を
つ
く
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

講
義
Ⅲ
「
西
粟
倉
村
が
目
指
す�

�

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
つ
い
て
」

岡
山
県
西
粟
倉
村
の
上
山
隆
浩
氏
は
、

森
林
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
関
係
人
口
ア

プ
リ
『
ア
プ
リ
村
民
票
』、
行
政
ポ
イ
ン

ト
付
与
サ
ー
ビ
ス
『
あ
わ
ポ
』
の
導
入
と

い
っ
た
西
粟
倉
村
の
デ
ジ
タ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
の
現
状
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

講
義
し
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
デ
ー
タ
連

携
基
盤
の
管
理
・
運
営
な
ど
を
行
う
「
村

ま
る
ご
と
研
究
所
」
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。
村
ま
る
ご
と
研
究
所
に
お
け

る
地
域
活
性
化
起
業
人
や
地
域

お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し

た
Ｉ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
つ
人

材
登
用
に
つ
い
て
説
明
し
、
役

場
職
員
以
外
の
人
材
確
保
の
必

要
性
や
デ
ー
タ
連
携
推
進
の
体

制
づ
く
り
の
重
要
性
を
語
り
ま

し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と�

質
疑
応
答

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
地

域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
の

機
運
醸
成
や
デ
ジ
タ
ル
化
へ
抵

抗
が
あ
る
方
々
へ
の
対
応
な
ど

今
後
行
政
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え

た
質
疑
応
答
で
、
黒
田
氏
か
ら
は
、「
自

治
体
側
か
ら
地
域
の
若
い
人
た
ち
の
取
り

組
み
に
ア
ク
セ
ス
し
、
自
治
体
な
ら
で
は

の
情
報
発
信
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
井
上

氏
か
ら
は
、「
デ
ジ
タ
ル
の
時
代
は
正
解

が
な
い
。
国
が
正
解
を
持
っ
て
い
る
と
は

考
え
ず
、
自
分
た
ち
で
や
っ
て
み
て
学
ぶ

し
か
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
て

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
ハ
ー
ド
面
の
整
備

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
に
重
き
を
置
い
て

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
セ
ミ
ナ
ー
を

受
講
し
、
ま
ず
は
地
域
の
課
題
や
強
み
を

把
握
し
た
上
で
、
多
様
な
人
材
を
つ
な
ぎ

合
わ
せ
る
場
づ
く
り
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
整

備
充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
本
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師

内
閣
審
議
官
（
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事

務
局
／
内
閣
官
房
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
実
現
会
議
事
務
局
）�

�
�

黒
田 

昌
義 

氏

日
本
総
合
研
究
所
／
内
閣
府
地
方
創
生
推

進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
山
水
郷
デ
ィ
レ
ク
タ
ー�

�

井
上 

岳
一 

氏

岡
山
県
西
粟
倉
村
地
方
創
生
特
任
参
事�

�
�

上
山 

隆
浩 

氏

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
本
間 

歩�

（
山
形
県
鶴
岡
市
か
ら
派
遣
）

２
０
２
２
年
度　

新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
新
た
な
知
と
方
法
を
生
む
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
「
地

域
が
主
役
に
！　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
で
変
わ
る
ま
ち
の
未
来
」
を

２
０
２
２
年
７
月
29
日
（
金
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
全
国

各
地
か
ら
自
治
体
職
員
な
ど
39
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

セミナー写真

～
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
で
変
わ
る
ま
ち
の
未
来
～

地
域
が
主
役
に
！
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地域
TOPICS
トピックス

アンテナ
ショップ紹介近

江
商
人
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
今
も

世
界
か
ら
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
集
ま
り
行

き
交
う
東
京
・
日
本
橋
。「
こ
こ
滋
賀
」は
、

そ
の
日
本
橋
の
地
か
ら
、
滋
賀
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
文
化
、
環
境
で
育
ま
れ
た
食

や
モ
ノ
な
ど
の
魅
力
を
発
信
し
、
滋
賀
へ

の
誘
引
の
役
割
を
担
う
拠
点
と
し
て
２
０

１
７
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

30
を
超
え
る
蔵
元
の
地
酒
バ
ー
も

近
江
の
酒
、
茶
、
菓
子
、
信
楽
焼
な
ど
、

県
内
各
地
の
特
産
品
や
伝
統
工
芸
品
の
販

売
、
県
内
の
30
を
超
え
る
蔵
元
の
地
酒
が

味
わ
え
る
地
酒
バ
ー
、
近
江
牛
を
は
じ
め

と
し
た
滋
賀
の
食
材
を
味
わ
え
る
レ
ス
ト

ラ
ン
、
滋
賀
の
魅
力
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
案
内
な
ど
を
と
お
し
て
、
鮮
度

の
高
い
商
品
・
情
報
を
お
届
け
し
て
い
る

「
こ
こ
滋
賀
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
演
会
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
、
試
食
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

信
楽
焼
の
陶
器
絵
付
け
体
験
や
、
滋
賀

県
で
は
湖こ

魚ぎ
ょ

と
呼
ば
れ
る
琵
琶
湖
の
魚
の

試
食
販
売
、
近
江
の
茶
、
近
江
の
酒
の
試

飲
販
売
な
ど
、
都
内
で
は
珍
し
い
体
験
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
お

客
様
に
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
季
節
に
合
わ
せ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
特
集
コ
ー
ナ
ー
や
、
滋
賀
県
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展
の
実
施
、

子
ど
も
向
け
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
さ
ら
に
は
、
首
都
圏

各
地
で
の
出
張
販
売
な
ど
を
通
じ
て
、
幅

広
い
世
代
の
お
客
様
に
滋
賀
県
の
魅
力
を

体
感
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
発
信
を
行
っ

て
き
た
「
こ
こ
滋
賀
」
は
、
滋
賀
の
魅
力

を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、「
買
う
・
食
べ
る
・

訪
れ
る
・
住
む
」
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
滋
賀
を
選
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
目

標
に
向
け
、
今
年

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

１
階
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
、
販
売

商
品
の
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
日

本
三
大
和
牛
の
一

つ
、
近
江
牛
の
精
肉
販
売
も
開
始
し
ま
し

た
。
２
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
近
江
牛

の
老
舗
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
「
近
江
牛

毛
利
志
満　

日
本
橋
こ
こ
滋
賀
」
が
都
内

初
出
店
。
粉
雪
の
よ
う
な
霜
降
り
と
極
上

の
肉
質
の
近
江
牛
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

店
頭
で
旅
行
申
し
込
み
受
け
付
け

さ
ら
に
、
観
光
案
内
機
能
も
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
。
こ
れ
ま
で
も
常
駐
し
て
い
た
専
任

の
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
観
光
案

内
・
相
談
対
応
に
加
え
、
新
た
に
店
頭
で

の
滋
賀
へ
の
旅
行
の
申
込
受
付
も
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
１
階
壁
面
に
は
琵
琶
湖

の
写
真
と
自
転
車
を
展
示
し
、
ビ
ワ
イ
チ

（
琵
琶
湖
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。

10
月
29
日
（
土
）
に
は
開
館
５
周
年
を

迎
え
る
「
こ
こ
滋
賀
」。
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
多
数
用
意
し
、
ご
来
館
い
た
だ
く
お
客

様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光
案
内
、
特
集
コ
ー

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ネ
ル
展
。
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
と
お
し

て
、「
こ
こ
滋
賀
」
か
ら
滋
賀
県
の
魅
力

や
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
お
近
く

に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
き
、
滋
賀
県
の
魅
力
を
全
身
で
体
感

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
滋
賀
県
へ
の

ご
来
訪
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

―
近
江
牛
の
老
舗
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
店
が
東
京
初
出
店
―

東
京
・
日
本
橋
「
こ
こ
滋
賀
」
で

�

滋
賀
県
の
魅
力
を
体
感
！

滋
賀
県
こ
こ
滋
賀 

主
事

牧
谷　

百
華

入口では信楽焼のたぬきが出迎えてくれる

2F のレストランは落ち着いた雰囲気

特産品を販売する 1F マーケット
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高
浜
町
は
、８
㌔
の
砂
浜
と
６
９
３
㍍
の
若
狭
富
士「
青
葉
山
」、

日
本
の
快
水
浴
場
１
０
０
選
に
選
ば
れ
る
若
狭
和
田
ビ
ー
チ
、
日

本
の
棚
田
百
選
「
日
引
の
棚
田
」
な
ど
、
美
し
い
リ
ア
ス
式
海
岸

の
眺
望
が
得
ら
れ
る
若
狭
湾
国
定
公
園
の
中
に
位
置
し
、
海
と
山

が
近
く
、
箱
庭
の
よ
う
な
海
辺
の
町
で
す
。

１
９
９
０
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
が
続
く
高
浜
町
で
は
、
全

国
的
な
課
題
で
あ
る
高
齢
化
、
医
師
不
足
対
策
と
し
て
、
官
民
協

働
で
地
域
医
療
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
１
年
に
町
内
に
13

人
い
た
常
勤
医
は
、
２
０
０
８
年
に
は
３
人
と
な
り
、
医
療
崩
壊

の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
医
学
教
育
」
×
「
地
域
」

を
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
仕
組
み
と
し
て
、
２
０
０
９
年
か
ら
福
井

大
学
と
連
携
し
た
地
域
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
講
座
を
開
設
。
夏
の
海

の
救
護
所
で
の
実
習
を
含
め
た
研
修
医
の
研
修
地
と
し
て
の
受
入

れ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
地
域
医
療
の
主
役
は

医
療
者
で
も
行
政
で
も
な
く
、
町
民
」
と
い
う
理
念
の
も
と
、
た

か
は
ま
地
域
医
療
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
を
結
成
す
る
な
ど
、
地
域
共

創
に
資
す
る
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
毎
年
１
０
０
人
以
上

の
研
修
医
が
訪
れ
る
地
域
と
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
３
人
ま
で
減

っ
た
常
勤
医
が
、
２
０
１
５
年
に
は
12
人
ま
で
回
復
し
、
研
修
医

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
医
療
関
係
者
と
地
域
と
の
関
係
性
構
築
か

ら
、
常
勤
医
の
創
出
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

「
１
０
０
年
後
も
キ
レ
イ
な
海
を
子
ど
も
達
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
２
０
１
６
年
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
４
０
０
０
カ

所
以
上
に
広
が
る
、
ビ
ー
チ
の
国
際
環
境
認
証
「
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ

グ
」
を
ア
ジ
ア
で
初
め
て
取
得
し
、
高
浜
町
の
特
徴
で
あ
る
海
を

活
か
し
た
環
境
ま
ち
づ
く
り
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
に
限
ら
ず
、
移
住
し
た
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
、
町
民
有
志
、
行

政
や
関
係
機
関
が
連
携
し
、
海
を
安
心
し
て
楽
し
く
安
全
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
ル
ー
ル
作
り
や
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
小
学
校
で
の
環
境
学
習
、
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
、
砂
浜
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
海

辺
で
子
育
て
を
し
た
い
と
い
う
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
、
サ
ー
フ
ィ
ン

や
釣
り
好
き
の
移
住
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

「
あ
し
た
あ
っ
た
ら
イ
イ
な
」
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
「
高

浜
明
日
研
究
所
」
は
、
近
年
、
町
民
有
志
と
関
係
人
口
と
で
立
ち

上
が
っ
た
団
体
で
す
。小
学
校
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
を
つ
く
る
な
ど
、

新
た
な
展
開
に
も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
２
０
２
０
年
に

は
、「
旅
す
る
よ
う
な
働
き
方
・
暮
ら
し
方
・
生
き
方
」
を
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
・
ジ
ャ
パ
ン
×T

eam
 W

A
A

!

と
連
携
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
コ
ロ
ナ
禍
で

テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が
当
た
り
前
に
な
る
中
、
高
浜

町
で
も
豊
か
な
自
然
や
食
、
海
辺
の
環
境
を
活
か
し
た
滞
在
体
験

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
関
係
人
口
も
企
画
運
営
に
巻
き
込
む
形

で
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
関
係
人
口
の
定
義
と
し
て
一
般
的
に
い
わ
れ

て
い
る
「
定
住
人
口
と
交
流
人
口
の
間
の
層
」
と
い
う
「
ぼ
ん
や

り
」
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
一
歩
進
め
、「
共
に
行
動
す
る
（doing

）」

「
共
に
あ
る
（being

）」
応
援
団
と
い
う
風
に
再
定
義
を
し
て
い

ま
す
。
高
浜
町
を
訪
れ
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
を
共
に
行
う
こ
と

で
、
友
だ
ち
と
し
て
の
関
係
を
築
き
、
自
身
の
役
割
を
見
つ
け
、

地
域
で
起
業
・
継
承
な
ど
の
新
た
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
参
加
・

成
長
し
て
い
く
、
好
循
環
を
生
む
仕
組
み
を
育
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
大
切
に
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「
つ
な
が
り
」
で
す
。

健
康
の
ま
ち
づ
く
り
で
、
地
域
医
療
関
係
者
と
地
域
の
つ
な
が

り
が
増
え
、
結
果
と
し
て
常
勤
医
が
増
え
た
よ
う
に
、
海
辺
の
活

動
に
参
加
し
人
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
で
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ

ー
や
釣
り
好
き
の
移
住
者
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
町

民
、
移
住
者
、
関
係
人
口
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
が
広
が
る
こ
と
で
、

新
た
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
面
白
い
地
域
だ
な
！　

幸
せ
に
暮

ら
せ
る
町
だ
な
！　

と
い
う
「
つ
な
が
り
が
循
環
す
る
、
生
ま
れ

続
け
る
高
浜
町
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福井県高浜町長 野瀬　豊

つながりが循環する、生まれ続ける町
〜関係人口の創出・拡大で地域活性化を目指す〜
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横瀬町

埼
玉
県

284

横瀬町は、埼玉県西部、秩父地域に
ある人口8000人弱の小さな町で

す。都心から70㌔圏内と簡単にアクセ
スできる場所にありながら、県内最大級
の「寺坂棚田」や美しい里山風景が残る
緑と水の自然に恵まれたとても住みよい
まちです。

ぶどう狩りなどの収穫体験を主体とす
る観光農業が活発であり、近年では、

「日本一歩きたくなる町」を目指し、町
のシンボルでもある「武

ぶ

甲
こう

山
ざん

」をはじめとしたさまざまな趣のある登山コース、町の観光スポット
を歩きながら楽しめるようなハイキングコースの整備などを進めています。

横瀬町は、令和２年３月に第６次総合振興計画を策定しました。「日本一、チャレンジする町・チ
ャレンジを応援する町」を標榜し、目指す町の姿は「カラフルタウン」。四季折々の美しい色彩豊か
な景観があって、そこに温かい人の輪がたくさんある。その一人一人はいろいろな人がいて、みな
自分らしく幸せに生きている。そのような姿を目指して、チャレンジを続けています。

█宇根の春祭り
宇根八阪神社の例大祭。
二基の笠鉾が秩父屋台囃
子の調べにのせて昼夜曳
き回されます

█どぶろく「花咲山」
地元の団体「横瀬そば会」
が横瀬町の新たな特産品
を造ろうと一念発起して
作り上げました

█町のシンボル武甲山と県内最大級の寺坂棚田
令和 3 年度に県内唯一の「つなぐ棚田遺産」として、寺坂棚田が選ばれました

カラフルタウンを目指して

█
横
瀬
駅
前
観
光
案
内
所

令
和
3
年
度
に
設
立
さ
れ
た

地
域
商
社
「
株
式
会
社EN

 
gaW

A

」
が
、
秩
父
地
域
の

土
産
の
販
売
や
、
地
元
食
材

を
使
っ
た
食
堂
の
運
営
を
し

て
い
ま
す

█
花
咲
山
公
園

地
域
の
憩
い
の
場
所
と
な
る

よ
う
、
町
民
を
中
心
と
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
共

に
整
備
を
し
て
い
ま
す

█
観
光
農
園
と「
ブ
コ
ー
さ
ん
」

「
ブ
コ
ー
さ
ん
」は
、落
語
家・

林
家
た
い
平
師
匠
が
生
み
の

親
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で
す

█あしがくぼの氷柱
自然の寒さと地元の人たちの手により造りだ
される大きな氷柱がライトアップされ幻想的
な氷の世界が広がります

█Area898（エリア ハチキューハチ）
町の官民連携プラットフォーム事業「よこら
ぼ」を通じて生まれたコミュニティ・イベン
トスペースです
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論文／安彦広斉
「教育進化のための改革ビジョン」の実現へ

青森県弘前市／古川真樹
高校生が未来を切りひらくサポートを

山形県立小国高等学校（山形県小国町）／長岡郁子
地域と協働、「挑め、ともに！」

つくば市立みどりの学園義務教育学校（茨城県つくば市）／三輪俊一
先進ICT教育でチェンジメーカーを育成

石川県加賀市／上出美知代
学校外でのプログラミング教育の充実

大町市立美麻小中学校（長野県大町市）／前川浩一
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新学習指導要領の実施と教育のデジタル化、地域や家庭環境による格差など、わが国の教育はさまざまな課題を抱えている。
こうした状況の中、学校内外で地域の創意を生かした教育に取り組んでいる各地の事例を紹介する。

青森県弘前市（p６-７）
フィールドワークでまちを歩く「高校生放課後まちづくりクラブ

（STEP）」のメンバー

1山形県立小国高等学校（山形県小国町）（p８-９）
総合的な探究の時間「白い森未来探究学（もりたん）」で地域の
民宿を訪問した１年生たち

2

つくば市立みどりの学園義務教育学校（茨城県つくば市）
（p10-11）

「秋祭り」で学園生が作ったゲームを楽しむ１年生

3

石川県加賀市（p12-13）
コンピュータクラブハウス加賀でパソコンを操作する利用者と
メンターの大学院生

4

大町市立美麻小中学校（長野県大町市）（p14-15）
銀座NAGANOで特産品をプレゼンテーションする生徒たち
5

兵庫県三田市（p16-17）
「こうみん未来塾」で県立北摂三田高校の生徒たちが教える「北
三科学で楽しませ隊」

6

地域の創意による新しい教育

1

2

3



和歌山県（p18-19）
小学校におけるプログラミング授業の様子
7青翔開智中学校・高等学校（鳥取県鳥取市）（p20-21）

ジェンダーに関するディベートの様子
8

長崎県（p26-27）
壱岐高校から他の高校へ遠隔授業配信を行ったときの様子。左上
は壱岐市の博物館、下段中央は島内の古墳から配信するなど、本
物に触れる授業を展開した

11

熊本県熊本市（p28-29）
タブレットを中心に話し合う２年生
12

四万十町営塾「じゆうく。」（高知県四万十町）（p24-25）
四万十町営塾「じゆうく。」の授業中の光景
10

山口県（p22-23）
地域の方々と中学生との協働による
VR動画の撮影（須佐ホルンフェルスにて）

9
5

11

8
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特 集
論文社

会
の
劇
的
変
化
に
対
応
す
る 

改
革
ビ
ジ
ョ
ン

世
界
の
人
口
は
２
０
２
２
年
に
は
80
億
人
を
超
え
、
２

１
０
０
年
に
は
１
０
９
億
人
に
増
加
す
る
と
国
連
が
予
測

す
る
一
方
で
、
日
本
の
人
口
は
２
０
１
０
年
の
１
億
２
８

０
６
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
急
激
に
減
少
し
、
２
０
５
３

年
頃
に
は
１
億
人
を
下
回
り
高
齢
化
率
も
38
％
程
度
に
達

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

22
世
紀
ま
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち
は
、
人
口
の
問
題
に

限
っ
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
も
ロ
ー
カ
ル
な
視
点

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
す
べ
き
問
題
に
直
面
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
考
え

た
時
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ
る
の
が
、

第
４
次
産
業
革
命
、
中
で
も
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
飛
躍

的
進
化
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
実
現
不
可
能
と
思
わ
れ
て
い

た
社
会
の
実
現
が
可
能
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
産
業
構

造
や
就
業
構
造
が
劇
的
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
感
性
を
働
か
せ
、
目

的
を
考
え
出
し
、
目
的
に
応
じ
た
創
造
的
な
問
題
解
決
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
「
人
間
の
強
み
」
が
重
要
で
あ
り
、

Ａ
Ｉ
に
は
で
き
な
い
こ
う
い
っ
た
強
み
を
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人
材
像
で
す
。

こ
れ
は
従
来
か
ら
、
学
校
教
育
が
目
指
し
て
き
た
も
の

と
一
致
し
ま
す
。
我
々
が
「
生
き
る
力
」
と
呼
ん
で
き
た
、

「
基
礎
基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、

よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
」「
自
ら
を
律

し
つ
つ
、
他
人
と
と
も
に
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心

や
感
動
す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
」「
た
く
ま
し
く

生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
」
と
重
な
っ
て
い
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
の
蓄
積
を
生
か
し
、
学
校
教
育
の
よ

さ
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
課

程
が
目
指
す
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
学
校
教
育
が
積
み
重
ね
て
き

た
伝
統
と
実
践
の
蓄
積
を
ベ
ー
ス
に
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
文
部
科
学
省
で
は
、
誰
一
人

取
り
残
さ
ず
個
々
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
教

育
、
特
に
「
リ
ア
ル
」
×
「
デ
ジ
タ
ル
」
の
最
適
な
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
価
値
創
造
的
な
学
び
の
推
進
や
地
域
の
絆

き
ず
な

を
深
め
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
強
化
な
ど
、
二
つ
の
基
本
理
念
と
四
つ
の
柱
か

ら
な
る
「
教
育
進
化
の
た
め
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
公
表

し
ま
し
た
。（
図
１
）

中
で
も
重
点
を
置
く
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
や
企

業
の
力
を
巻
き
込
ん
だ
学
校
運
営
や
「
リ
ア
ル
な
体
験
」

機
会
の
充
実
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
す
べ
て
の
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
導
入
を
加
速
（
重
点
期
間
・
令
和
４
～
６
年
度
）

し
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
運
営
の
実
現
と
防
災
活
動
等

で
の
学
校
・
地
域
の
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
地
域
や
企
業
と
学
校
が
連
携
し
た
形
で
の
学
習
支

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

安
彦
　
広
斉

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
初
等
中
等
教
育
局
担
当
）

「
教
育
進
化
の
た
め
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
実
現
へ

―
地
域
等
と
の
連
携
と
「
リ
ア
ル
な
体
験
」
の
充
実
―
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援
や
、
起
業
家
と
の
触
れ
合
い
の
機
会
の
提
供
、
す
べ
て

の
子
ど
も
の
学
校
内
外
で
の
豊
か
な
体
験
活
動
の
定
着

（
異
年
齢
集
団
で
の
地
域
活
動
、
職
業
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
自
然
・
文
化
芸
術
体
験
、
読
書
等
）
や
課
題
を
抱

え
る
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
体
験
活
動
の
充
実
に
つ

い
て
、
経
済
界
と
の
直
接
対
話
に
よ
り
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
学
校
で
の 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
を
加
速

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
促
進
に
つ
い
て
は
、

本
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
兵
庫
」
に
お
い
て
、
末
松
信
介
文

部
科
学
大
臣
（
当
時
）
は
、「
す
べ
て
の
学
校
へ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
を
加
速
さ
せ
ま
し
て
、
取

り
組
み
を
一
層
充
実
し
て
い
く
こ
と
で
、
今
後
３
年
間
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
倍
増
を
目
指
し
て
い
き
た

い
、
２
万
校
は
目
指
し
た
い
」
と
意
欲
的
で
具
体
的
な
目

標
を
掲
げ
、
導
入
を
加
速
す
る
こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学
校
運
営
協
議
会

を
設
置
し
た
学
校
の
こ
と
で
あ
り
、
学
校
と
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
と
も
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
学
校
運
営
に

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
緒
に
協
働
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
え
「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
第
47
条
の
５
に
基
づ
い
た
仕
組
み
で
す
。

冒
頭
述
べ
た
通
り
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
経
済

社
会
の
変
化
等
の
な
か
で
、
地
域
に
お
け
る
人
間
関
係
が

薄
れ
、
い
わ
ゆ
る
地
域
の
教
育
力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
、

リ
ア
ル
体
験
の
不
足
や
子
ど
も
の
問
題
行
動
、
地

域
防
災
や
若
者
が
地
元
に
定
着
し
な
い
こ
と
な

ど
、
学
校
や
子
ど
も
、
地
域
を
取
り
巻
く
課
題
が

よ
り
複
雑
化
・
困
難
化
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
、
学
校
や
地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
学
校
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、

地
域
全
体
で
解
決
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

そ
の
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
学
校
と
地
域

が
目
標
や
課
題
を
共
有
し
、
協
議
す
る
仕
組
み
と

し
て
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
す
る
学
校
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
非
常
に
有
効
な
制

度
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
成
果
を
あ
げ

て
い
る
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
初

め
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
」の
事
例
で
す
。（
図
２
）

岡
山
県
浅
口
市
の
小
学
校
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
を
活
用
し
、

育
て
た
い
子
ど
も
の
姿
や
学
校
・
家
庭
・
地
域
の

課
題
を
学
校
と
地
域
で
共
有
し
た
う
え
で
、
学
校

特 集

3 2022・10 月号 地域づくり 特集編 2022・10 月号地域づくり 特集編 2



の
業
務
内
容
の
棚
卸
し
に
つ
い
て
熟
議
し
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
役
割
分
担
と
連
携
・
協
働
を
進
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、「
退
勤
時
刻
の
面
で
効
果
が
あ
っ
た
」「
業

務
や
会
議
が
減
っ
た
」
な
ど
、
業
務
の
精
選
や
教
職
員
の

意
識
改
革
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
教
師
の
一
日

当
た
り
の
超
過
勤
務
時
間
が
前
年
同
月
比
で
28
・
９
％
の

減
少
に
つ
な
が
る
な
ど
、
働
き
方
改
革
に
大
き
な
効
果
が

出
て
い
ま
す
。

続
い
て
、「
生
徒
指
導
上
の
課
題
解
決
の
取
り
組
み
」

の
事
例
が
あ
り
ま
す
。
福
岡
県
春
日
市
の
中
学
校
で
は
、

２
０
０
８
年
当
時
、
補
導
件
数
の
多
さ
や
生
徒
の
問
題
行

動
等
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
、
学
校
は
対
応
に
苦
労
す
る

一
方
、
学
校
と
地
域
の
信
頼
関
係
も
そ
れ
ほ
ど
強
く
は
な

い
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

を
導
入
し
、
学
校
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、
学
校
の
困
り

ご
と
等
を
包
み
隠
さ
ず
話
し
、
ど
う
い
っ
た
学
校
・
生
徒

に
し
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
よ

い
か
等
、
議
論
を
重
ね
、
保
護
者
・
地
域
・
教
師
・
警
察

が
連
携
し
た
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
が
地
域
の
行
事
等
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
積
極
的
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
確
立
し
、
子
ど
も
が

主
体
性
を
発
揮
で
き
る
場
面
を
創
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
の
自
尊
感
情
や
自
己
有
用
感
が
高
ま
り
、社
会
性
・

規
範
意
識
等
の
伸
長
に
寄
与
し
た
こ
と
と
併
せ
て
、
補
導

件
数
は
激
減
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

状
況
（
図
３
）
で
す
が
、
全
国
の
公
立
学
校
の
う
ち
、
１

万
１
８
５
６
校
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
全
公
立
学
校
の

33
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
促
進
・
充
実
に
向

け
た
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
で
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
を
一
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
、
地
域

と
学
校
を
つ
な
ぐ
総
合
的
な
企
画
・
調
整
役
を

担
う
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の

両
方
に
関
わ
り
、
両
者
を
つ
な
ぐ
と
て
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

地
域
や
企
業
と
連
携
し 

学
校
内
外
で
の
体
験
活
動
を
充
実

２
０
２
２
年
６
月
、
子
ど
も
の
体
験
活
動
を

官
民
一
体
で
推
進
す
る
た
め
、
末
松
文
部
科
学

大
臣
は
、
関
西
経
済
界
、
関
東
経
済
界
と
の
意

見
交
換
を
行
い
、
そ
の
際
「
子
供
の
体
験
活
動

推
進
宣
言
」
を
宣
言
し
、
参
加
さ
れ
た
経
済
界

の
皆
様
か
ら
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。
文
部

科
学
省
と
し
て
、
よ
り
一
層
、
企
業
と
具
体
的

に
連
携
し
た
体
験
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
、
地
域
や
企
業
の
力
を
巻
き
込
ん
だ
学
校
運

営
や
「
リ
ア
ル
な
体
験
」
の
機
会
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
今
後
と
も
、
学
校
、
地
域
、
企
業
等

の
関
係
者
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
社
会
総

が
か
り
で
支
え
て
い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
学
校
が
地
域
や
企
業
等
と
連
携
し
た
取
り

組
み
は
、
教
育
的
な
効
果
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
づ
く
り

に
も
貢
献
し
ま
す
。
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
調
査

に
よ
る
と
、地
方
へ
の
人
材
還
流
に
関
す
る
効
果
と
し
て
、

出
身
県
外
に
居
住
し
て
い
る
方
々
が
、
高
校
時
代
ま
で
に

地
元
企
業
を
認
知
し
て
い
る
ほ
ど
、
出
身
市
町
村
へ
の
愛

着
が
強
い
と
と
も
に
、
出
身
市
町
村
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
し
て
い
る
実
態
が
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
放
課
後
等
に
学
習

支
援
や
体
験
・
交
流
の
機
会
を
提
供
す
る
放
課
後
子
ど
も

教
室
や
、
登
下
校
の
見
守
り
、
学
校
の
授
業
支
援
な
ど
、

地
域
と
学
校
が
連
携
・
協
働
し
て
行
う
地
域
学
校
協
働
活

動
に
お
い
て
、
企
業
・
社
員
が
地
域
の
活
動
に
参
加
し
た
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り
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
を
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、

学
校
と
地
域
・
企
業
等
の
情
報
を
共
有
し
た
り
す
る
な
ど

の
活
動
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
や
学
校
・
地
域
の
企
業

活
動
へ
の
理
解
促
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
が

地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携

こ
の
よ
う
な
学
校
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
と
の
つ
な
が

り
は
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
さ

ら
に
広
く
深
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
実
社

会
・
実
生
活
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
新
し
い
学
習
指
導

要
領
の
趣
旨
を
実
現
し
、
地
域
の
教
育
資
源
の
活
用
に
よ

る
個
々
の
児
童
生
徒
に
応
じ
た
多
様
な
学
習
活
動
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
休
業
日
や

土
日
等
の
休
業
日
等
に
学
校
の
外
部
に
お
い
て
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
を
行
う
際
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

探
究
的
な
学
習
の
過
程
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
位
置
づ
け
を

年
間
指
導
計
画
な
ど
に
明
確
に
す
る
場
合
に
、
各
学
校
の

判
断
に
よ
り
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
年
間
授
業
時
数

の
４
分
の
１
程
度
（
約
70
時
間
の
う
ち
18
時
間
）
ま
で
、

教
師
の
立
ち
合
い
や
引
率
を
伴
わ
ず
に
学
習
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

想
定
さ
れ
る
学
習
活
動
と
し
て
は
、公
民
館
や
図
書
館
、

博
物
館
、
美
術
館
お
よ
び
青
少
年
教
育
施
設
等
の
社
会
教

育
施
設
を
活
用
し
た
学
習
活
動
、
社
会
教
育
関
係
団
体
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
民
間
企
業
等
の
各
種
団
体
を
含
む
地
域
等
と
連

携
し
た
学
習
活
動
、
地
域
の
教
育
資
源
（
地
域
学
校
協
働

活
動
推
進
員
等
）
を
活
用
し
た
学
習
活
動
な
ど
で
す
。
そ

の
際
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
）

等
の
枠
組
み
を
利
用
し
、
あ
ら
か
じ
め
保
護
者
や
地
域
関

係
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
た
り
、
地
域
学
校
協
働
活

動
推
進
員
等
の
枠
組
み
を
利
用
し
、
活
動
先
の
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
や
活
動
先
と
の
連
絡
調
整
な
ど
で
協
力
を
依
頼
す
る

な
ど
の
工
夫
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

ま
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
利
用
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ

る
た
め
、
公
民
館
等
のW

i-Fi

整
備
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
不
可
欠
で
す
。
公
民
館
の
役
割
で
あ
る
「
住
民
の
教

養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
の
純
化
を
図
り
、
生
活

文
化
の
振
興
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
」
と
い
う

目
的
を
果
た
す
た
め
に
も
有
意
義
で
あ
り
、「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」
に
も
公
民
館
等
に

お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
学
校
教
育
と
社

会
教
育
と
の
連
携
強
化
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高
校
教
育
改
革

文
部
科
学
省
で
は
、
地
域
を
分
厚
く
支
え
る
人
材
の
育

成
に
向
け
た
教
育
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
高
校
が
自
治

体
、
高
等
教
育
機
関
、
産
業
界
等
と
の
協
働
に
よ
り
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
地
域
課
題
の
解
決
等
の
探
究
的
な

学
び
を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域

振
興
の
核
と
し
て
の
高
校
の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
の
産
業
界
等
と
の
連
携
・
協
働
に

よ
る
実
践
的
な
職
業
教
育
を
推
進
し
た
り
、
地
域
課
題
の

解
決
等
を
通
じ
た
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
し
、
地
域

な
ら
で
は
の
魅
力
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
人
材
を
育

成
し
た
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ
て
地
域
を
支
え

る
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
答
申
の 

具
体
化

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
た
取
り
組
み
は
、
地
域
資
源

や
地
域
人
材
を
活
用
し
て
、
地
域
で
学
ぶ
、
地
域
を
学
ぶ

こ
と
で
、
そ
の
地
域
づ
く
り
に
、
ま
た
、
地
域
の
未
来
の

人
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

ま
た
、
学
校
教
育
を
社
会
教
育
が
包
摂
す
る
よ
う
に
一

体
的
に
つ
な
が
り
、
学
校
が
企
業
や
自
治
体
な
ど
と
連
携

す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
一
年
齢
で
同
一
内
容
を
学
習
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
教
育
の
在
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
、
こ

れ
ま
で
の
日
本
型
学
校
教
育
の
優
れ
た
蓄
積
も
生
か
し

て
、
個
々
に
最
適
な
学
び
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
校

内
外
で
の
豊
か
な
体
験
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
が
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
を

学
び
の
ツ
ー
ル
と
し
て
フ
ル
活
用
し
、
個
別
最
適
な
学
び

と
協
働
的
な
学
び
を
日
常
化
し
た
り
、
学
校
Ｄ
Ｘ
を
推
進

す
る
こ
と
で
教
師
を
デ
ジ
タ
ル
の
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
た

り
、
ア
シ
ス
ト
し
た
り
す
る
こ
と
で
、「
教
育
進
化
の
た

め
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ
た
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰

一
人
取
り
残
さ
ず
個
々
の
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
す

教
育
」「
教
職
員
が
安
心
し
て
本
務
に
集
中
で
き
る
環
境
」

を
実
現
し
、
中
央
教
育
審
議
会
の
「
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
」
答
申
の
内
容
が
具
体
化
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
企
業
や
自
治
体
、
経
済
界
や
関
係

各
団
体
な
ど
と
も
幅
広
く
連
携
・
協
働
し
、
地
域
の
人
づ

く
り
、
す
な
わ
ち
日
本
の
未
来
の
人
づ
く
り
を
強
力
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特 集
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特 集
放
課
後
ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
」

弘
前
市
は
、
令
和
２
年
度
に
高
校
生
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
推
進
の
た
め
の
母
体
と
な
る
「
弘
前
市
高
校
生
放
課
後

ま
ち
づ
く
り
ク
ラ
ブ
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）」
を
創
設
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
と
は
、Student

（
生
徒
）、Tow

n

（
ま
ち
）、

Education

（
教
育
）、Partnership

（
相
互
関
係
）
の

頭
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
高
校
生
の
成
長
や
躍

動
感
を
表
現
し
た
名
称
と
な
っ
て
お
り
、
高
校
生
が
学
校

の
枠
を
越
え
て
、
放
課
後
や
休
日
に
集
ま
り
、「
地
域
の

活
性
化
」
や
「
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」
な
ど
に
関
す
る

活
動
を
行
う
人
材
育
成
事
業
で
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
高
校
生
が
地
域
社
会
と
関
わ
る
機
会

を
増
や
す
こ
と
で
、地
域
志
向
の
見
方
や
考
え
方
を
養
い
、

将
来
社
会
人
と
し
て
地
域
に
入
り
、
や
が
て
地
域
を
担
う

人
材
と
し
て
学
び
育
つ
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
座
学
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
通
じ
て
、
地
域
の
人
を
知
り
、
地
域
を
学
び
、
地
域

◆◆◆

の
課
題
を
考
え
、
そ
し
て
課
題
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
企
画
・
立
案
す
る
と
い
っ
た
一
連
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動
や
組
織
は
少

な
く
、
高
校
生
が
親
や
教
師
以
外
の
大
人
と
関
わ
る
機
会

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
令

和
４
年
４
月
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

高
校
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
に
つ
い
て
、
自
ら
の
意
思
で

決
定
す
る
機
会
が
増
え
る
と
考
え
、
若
い
う
ち
か
ら
、
自

身
が
暮
ら
す
「
ま
ち
」
や
「
ひ
と
」
を
知
る
こ
と
の
必
要

性
と
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
を
始

め
た
き
っ
か
け
で
す
。

事
業
の
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
令
和
元
年
度
に
大

学
生
向
け
の
地
域
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
ま
ち

な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
時
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が
ら
、
学

校
教
員
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
て
、
検
討
を
重
ね
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
に
参
加
し
た
高
校
生
は
、
令
和
２

年
度
で
20
名
、
令
和
３
年
度
で
21
名
、
令
和
４
年
度
で
16

名
と
な
っ
て
お
り
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
柔
軟
な
視
点
で
、

「
観
光
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」「
教
育
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト
は
、
弘
前
市
の
こ
と
を
よ

く
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
で
、
導
入
と
し
て
ま
ち
歩

き
を
行
い
、
地
方
鉄
道
に
乗
っ
た
り
、
市
の
名
所
や
隠
れ

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
巡
り
な
が
ら
、
ま
ち
の
歴
史
や
課
題
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
で
あ
っ
て

も
、
新
た
な
発
見
が
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
感
じ

取
っ
た
こ
と
を
メ
ン
バ
ー
同
士
が
共
有
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
座
学
の
中
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
実
践
し

て
い
る
方
に
体
験
談
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
市
の

職
員
が
出
向
い
て
、
市
を
取
り
巻
く
現
状
や
課
題
等
に
つ

い
て
説
明
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
経
験
を
通
じ
て
、
関
心
を
も
っ
た
地
域
課

題
を
見
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
深
掘
り
し
て
い
く
こ
と

で
、
地
域
活
動
の
実
践
に
向
け
た
企
画
・
立
案
へ
と
進
ん

で
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、「
地
方
鉄
道
の
沿
線
の

名
物
や
特
産
品
を
活
用
し
た
駅
弁
づ
く
り
」
や
「
市
の
観

光
名
所
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
作
成
」「
黒
板
を
利
用
し

た
ア
ー
ト
の
発
信
」「
不
登
校
の
子
ど
も
の
た
め
の
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
践
さ
れ
ま
し

た
。
ど
の
企
画
も
高
校
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
練
り
上
げ

ら
れ
た
も
の
で
、
市
と
し
て
も
非
常
に
興
味
深
く
見
守
っ

て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
、

◆◆◆

青
森
県
弘
前
市古

川
　
真
樹

弘
前
市
企
画
部
企
画
課 

ひ
と
づ
く
り
推
進
室
総
括
主
査

―
生
徒
と
地
域
と
の
関
わ
り
を
通
じ
た
人
材
育
成
―

高
校
生
が
未
来
を
切
り
ひ
ら
く
サ
ポ
ー
ト
を

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育
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自
主
的
に
地
域
に
踏
み
込
ん
で
活
動
を
す
る
人
や
、
大
学

へ
進
学
後
、
今
度
は
大
学
生
と
し
て
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン

パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
地
域
に
関
わ
る
人
が
お
り
、
地
域
活
動
を
継
続
す
る

姿
に
事
業
の
効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
大
学
で
は
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
地
域

社
会
と
の
関
係
強
化
に
注
力
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地

域
活
動
に
取
り
組
む
高
校
生
は
、
大
学
が
求
め
る
学
生
像

と
し
て
魅
力
が
あ
る
と
の
話
も
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、

若
い
う
ち
か
ら
地
域
志
向
の
見
方
や
考
え
方
を
か
ん
養
す

る
こ
と
で
、
そ
れ
が
地
元
へ
の
愛
着
に
う
ま
く
つ
な
が
れ

ば
、
将
来
的
な
地
域
へ
の
定
着
に
も
効
果
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

成
果
の
分
析
評
価
が
必
要

一
方
で
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
に
参
加
し
た
高
校
生
が
、
そ
の
後

◆◆◆

に
進
学
ま
た
は
就
職
し
て
、
将
来
社
会
人
と
し
て
地
域
に

入
り
、
地
域
を
担
う
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
時
間
が
か
か

る
た
め
、
事
業
が
生
み
出
す
成
果
は
長
期
的
に
見
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
短
期
的
な
成
果
が
見
え
に
く
い
た
め
、
事
業
の

効
果
検
証
が
難
し
い
面
も
あ
り
、
事
業
を
継
続
す
る
う
え

で
の
、
成
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
を
終
了

し
た
人
の
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
今

後
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
係
人
口
の
創
出
も
視
野
に

今
後
、
一
層
深
刻
化
す
る
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
地

域
活
動
の
担
い
手
が
不
足
し
、
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
な
か
、
持
続
可
能
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る

た
め
に
は
、
地
域
人
材
の
育
成
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

段
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

大
学
生
が
地
域
の
事
業
所
に
入
り
、
経
営
課
題
や
地
域

◆◆◆

活
性
化
に
取
り
組
む
「
ま
ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
も
、
従
来
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
加
え
て
、
令
和

４
年
度
か
ら
新
た
に
、
地
域
の
学
生
と
県
外
の
学
生
の
共

創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ 

Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｐ
Ｕ
Ｓ 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

２
０
２
２
」
を
実
施
し
、

関
係
人
口
を
創
出
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
弘
前
れ
ん
が
倉
庫
美
術
館

を
舞
台
に
、「
美
術
館
を
ハ
ブ
と
し
た
新
し
い
関
係
人
口
創

出
事
業
」
と
「
ア
ー
ト
の
魅
力
を
活
か
し
た
、
地
域
共
生

社
会
づ
く
り
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
課
題
解
決
に

向
き
合
う
も
の
で
、
地
域
や
美
術
館
に
ど
の
よ
う
な
価
値

が
生
み
出
さ
れ
る
の
か
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
人
材
育
成
事
業
を
通
じ
て
、
若
者

が
自
身
の
未
来
を
切
り
開
い
て
生
き
抜
い
て
い
く
力
を
後

押
し
し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
課
題
の
解
決
に
資
す
る

要
素
な
ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
重
層
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
、弘
前
を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。メンバーの集合写真

令和３年度の成果発表会

STEP のミーティングの様子

フィールドワークでまちを歩く STEP のメンバー
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白
い
森
未
来
探
究
学
（
も
り
た
ん
）
の
誕
生

山
形
県
立
小
国
高
等
学
校
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る

学
校
」
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
熟
議
を
重
ね
、
平
成
29

年
度
に
東
北
地
方
の
高
校
で
は
初
め
て
学
校
運
営
協
議
会

◆◆◆

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
を
設
置
し
ま
し
た
。
平

成
30
年
度
に
は
、
第
１
回
全
国
高
等
学
校
小
規
模
校
サ
ミ

ッ
ト
（
以
下
、
小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
）
を
主
催
し
、
地
域

か
ら
の
応
援
や
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
こ
と
で
、
地

域
と
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、「
生
徒
の
た
め

に
」
で
つ
な
が
る
意
識
が
強
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令

和
元
年
度
に
は
文
部
科
学
省

「
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
高

等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業

〈
地
域
魅
力
化
型
〉」
に
指
定

さ
れ
、
地
域
協
働
の
意
義
の

理
解
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
地

域
教
育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

融
合
さ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

構
築
を
目
指
し
ま
し
た
。

特
色
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
開
発
を
目
指
し
、
総
合
的

な
探
究
の
時
間
「
白
い
森
未

来
探
究
学
（
以
下
「
も
り
た

ん
」）」
を
構
築
し
ま
し
た
。

小
国
町
に
は
肥
沃
な
「
学
び
の
土
壌
」
が
あ
る
こ
と
を
小

規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取
り

組
み
か
ら
感
じ
て
い
た
の
で
、
こ
の
豊
か
な
地
域
と
と
も

に
生
徒
を
育
む
こ
と
が
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
つ
な
が

る
と
確
信
し
ま
し
た
。

１
年
時
「
地
域
文
化
学
」
は
地
域
に
ゆ
っ
た
り
と
浸
り
、

今
後
の
探
究
活
動
の
土
台
を
作
り
ま
す
。
小
国
町
や
隣
町

の
飯
豊
町
の
特
色
あ
る
暮
ら
し
や
仕
事
を
し
て
い
る
格
好

良
い
大
人
と
の
対
話
や
体
験
を
通
し
て
、
地
域
で
暮
ら
す

リ
ア
ル
を
学
び
ま
す
。

２
年
時
「
地
域
実
践
学
」
は
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
身

の
回
り
の
課
題
や
関
心
を
テ
ー
マ
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
、
実
行
す
る
）
を
実
施
し
、
自
分
の
「
や
り
た
い
」

を
大
事
に
し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
ま

す
。
教
員
だ
け
で
な
く
地
域
の
大
人
も
日
々
の
授
業
や
ト

ー
ク
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
一
対
一
の
対
話
の
場
）
に
参
加

し
生
徒
の
取
り
組
み
に
伴
走
し
ま
す
。
大
人
と
の
対
話
や

つ
な
が
り
が
生
徒
の
主
体
性
や
挑
戦
心
を
養
い
、
活
動
が

加
速
し
て
い
き
ま
す
。「
人
と
人
と
が
つ
な
が
る
こ
と
の

で
き
る
場
を
作
り
た
い
」
と
考
え
た
生
徒
は
、
１
日
限
定

高
校
生
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
。
地
域
の
菓
子
職
人
と
と
も

に
ス
イ
ー
ツ
の
試
作
や
コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方
を
念
入
り
に

準
備
し
、
そ
の
か
い
あ
っ
て
当
日
は
大
盛
況
で
し
た
。
ま

た
、「
映
画
を
撮
り
た
い
」
と
い
う
生
徒
は
、
プ
ロ
の
カ

メ
ラ
マ
ン
か
ら
機
材
を
お
借
り
し
、
仲
間
や
地
域
の
大
人

の
協
力
を
得
て
映
画
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

３
年
時
「
地
域
構
想
学
」
は
、
２
年
時
で
の
マ
イ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
践
を
糧
に
、
身
近
な
小
国
町
の
現
状
や
課
題

を
知
り
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
あ
り
た

い
未
来
を
前
向
き
に
思
い
描
い
て
い
く
こ
と
で
、
卒
業
後

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

山
形
県
立
小
国
高
等
学
校

（
山
形
県
小
国
町
）

長
岡
　
郁
子

山
形
県
立
小
国
高
等
学
校

白
い
森
未
来
探
究
学
主
担
当
・
教
諭

―
独
自
の
探
究
学
習
と
小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
開
催
―

地
域
と
協
働
、「
挑
め
、
と
も
に
！
」

「もりたん」で２年生が開いた「１日限定高校生カフェ」には、
たくさんの人が関わってくれた

総合的な探究の時間「白い森未来探究学（もりたん）」で
地域の民宿を訪問した１年生たち

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育
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「
も
り
た
ん
」
を
き
っ
か
け
に
、
授
業
や
課
外
活
動
で

も
地
域
の
大
人
と
連
携
し
た
取
り
組
み
が
数
多
く
展
開
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
愛
好
家
と
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
授
業
（
体
育
）、
地
元
企
業
社
長
を
講
師
に
招
い
て
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
授
業
（
家
庭
）、
地
元
企
業
の
安
全
対
策

や
ラ
イ
フ
・
ワ
ー
ク
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
例
を
学
ぶ
労
働
と

健
康
の
授
業
（
保
健
）
な
ど
、
地
域
の
専
門
家
の
力
を
お

借
り
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
リ
ア
ル
を
学
び
、
そ
の
こ
と

が
地
域
で
の
実
生
活
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
地
域
協

働
の
授
業
を
通
し
て
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
参
加
し

た
大
人
も
楽
し
そ

う
に
学
ぶ
姿
を
見

て
、
社
会
に
開
か

れ
た
学
校
教
育
は

地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

生
徒
が
企
画
・
運
営
す
る
全
国
サ
ミ
ッ
ト

「
も
り
た
ん
」
に
お
い
て
主
体
的
で
対
話
的
な
授
業
を

展
開
で
き
て
い
る
背
景
に
、
皆
で
ゼ
ロ
か
ら
創
り
上
げ
た

小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
企
画
・
運
営

し
、
教
職
員
や
地
域
の
大
人
は
伴
走
者
と
し
て
生
徒
を
気

に
か
け
、
学
び
の
場
へ
誘
い
出
し
ま
す
。
救
護
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
に
消
防
署
の
救
急
隊
を
訪
ね
て
指
導
を
受
け
た

り
、町
役
場
の
移
住
担
当
か
ら
お
も
て
な
し
を
学
ん
だ
り
、

生
徒
が
選
択
し
た
役
割
に
必
要
な
知
識
を
得
な
が
ら
準
備

を
し
て
い
く
中
で
、
地
域
の
大
人
と
の
対
話
や
交
流
が
自

然
に
生
ま
れ
、
そ
の
こ
と
が
生
徒
の
力
や
自
信
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
第
２
回
ま
で
は
対
面
開
催
で
し
た
が
、第
３
・

４
回
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
実
施
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
は
相
手
の
反
応
や
雰

囲
気
が
読
み
取
り
に
く
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た

反
面
、
今
ま
で
参
加
が
か
な
わ
な
か

っ
た
北
海
道
や
沖
縄
の
高
校
も
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
デ
メ
リ
ッ
ト
を

払
し
ょ
く
す
る
た
め
、
フ
ァ
シ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
研
修
や
事
前
交
流
、
一
体

感
を
生
み
出
す
工
夫
に
尽
力
し
た
結

果
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
習
得
や
交
流
に

よ
る
視
野
の
広
が
り
、
多
様
な
仲
間

と
協
働
す
る
価
値
を
実
感
で
き
ま
し

た
。
本
校
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
以
前
か
ら
１
人
１
台
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を

配
備
し
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
教
員
も

積
極
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
授
業
や
行

◆◆◆

事
等
で
活
用
し
て
き
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
を
生
む
基
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
度
行
わ
れ
た
第
５
回

小
規
模
校
サ
ミ
ッ
ト
は
３
年
ぶ
り
に
対
面
で
開
催
で
き
ま

し
た
。
地
域
の
大
人
に
支
え
ら
れ
、
リ
ア
ル
な
交
流
を
目

一
杯
楽
し
む
生
徒
の
様
子
が
あ
り
ま
し
た
。

小
国
高
校
の
挑
戦
は
続
く

令
和
４
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
「
新
時
代
に
対
応
し
た

高
等
学
校
改
革
推
進
事
業
〈
創
造
的
教
育
方
法
実
践
プ
ロ

グ
ラ
ム
〉」
の
指
定
校
と
な
り
、
新
た
な
挑
戦
を
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
を
用
い
て
全
国

の
小
規
模
校
と
遠
隔
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
、
固
定

化
さ
れ
た
人
間
関
係
に
多
様
性
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、

小
規
模
校
ゆ
え
に
少
な
い
教
員
数
を
互
い
に
補
完
す
る
こ

と
で
人
的
資
源
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
教
科
等
横
断
型
探

究
学
習
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｉ
学
習
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
個
別
最
適
な
学
び
を
実
現
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
往
還
に
よ
り
、
小
規
模
校
が
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
と
と
も
に
、
教
科
等
横
断
的
な
学
び
の

実
現
に
よ
り
教
育
効
果
の
最
大
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
先
日
、
外
国
語
×
家

庭
×
地
歴
に
お
け
る
教
科
横
断
型
学
習 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
知

る
」
特
別
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
世
界
的
に
活
躍
す
る

小
国
町
在
住
の
か
ご
作
家
を
講
師
に
招
き
、
現
在
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
題
材
に
、
３
教
科
の
見
方・考
え
方
に
関
連
付
け
、

本
校
の
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
り
ま
し
た
。

小
国
高
校
は
地
域
と
の
協
働
を
ベ
ー
ス
に
「
挑
め
、
と

も
に
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
主
体
的
・
積
極
的
に
地

域
と
関
わ
り
、
学
校
教
育
目
標
の
実
現
に
向
け
て
こ
れ
か

ら
も
挑
戦
し
続
け
ま
す
。 

◆◆◆

３年ぶりに対面で実施した第５回全国高等学校小規模校サミット。
7 県 11 校 105 人の高校生の交流が実現した

東北芸術工科大学の講師や学生を招いてのファシリテーション研修。
年間を通して計画的に実施
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み
ど
り
の
学
園
義
務
教
育
学
校
は
茨
城
県
南
部
の
つ
く

ば
市
に
あ
る
、
今
年
度
で
創
立
５
年
目
を
む
か
え
た
公
立

学
校
で
す
。「
世
界
の
あ
し
た
が
見
え
る
学
校
」
を
教
育

目
標
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
夢

と
希
望
の
あ
る
豊
か
な
社
会
を
創
造
で
き
る
学
園
生
の
育

成
に
努
め
て
い
ま
す
。

本
校
の
取
り
組
み
の
目
玉
の
一
つ
に
、
全
学
年
で
取
り

組
ん
で
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
が
あ
り
ま
す
。

Scratch

（
ス
ク
ラ
ッ
チ
）
を
ベ
ー
ス
に
、
発
達
段
階
に

応
じ
て
レ
ゴ
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
、m

icro:bit

な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
各
学

年
で
子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
む
学
習
内
容
は
、
基
本
的
に

課
題
を
与
え
る
だ
け
で
制
限
は
設
け
ず
、
意
欲
や
能
力
に

応
じ
て
自
由
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、Scratch

を
使
っ
た
学
習
で
は
、
１
年
生
の

図
工
「
す
い
ぞ
く
か
ん
を
つ
く
ろ
う
」
で
、「
自
分
で
描

い
た
魚
の
絵
を
自
由
に
泳
が
せ
て
み
よ
う
」
や
、
３
年
生

の
国
語
「
こ
わ
れ
た
千
の
楽
器
」
で
、「
楽
器
た
ち
の
気

持
ち
を
想
像
し
な
が
ら
そ
の
場
面
を
表
現
し
て
み
よ
う
」、

レ
ゴ
マ
イ
ン
ド
ス
ト
ー
ム
を
使
っ
た
学
習
で
は
、
４
年
生

の
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
科
「tim

e trial race

」
で
、「
ロ

ボ
ッ
ト
を
素
早
く
正
確
に
ゴ
ー
ル
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
〝
秋
祭
り
〟
に 

１
０
０
本
以
上
の
ゲ
ー
ム
を
自
主
作
成

そ
の
結
果
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
の

た
め
に
自
ら
調
べ
た
り
、
友
達
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

一
緒
に
考
え
た
り
す
る
こ
と
で
、
教
師
が
教
え
る
よ
り
も

効
率
的
に
技
能
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の
一
つ

と
し
て
、
昨
年
９
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
臨
時
休
校
期
間
中
に
、
学
校
行
事
や
地
域
の
祭
り
も

中
止
さ
れ
て
子
ど
も
た
ち
が
寂
し
い
思
い
を
し
て
い
る
の

で
、
せ
っ
か
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
で
い
る
の
だ
か

ら
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
使
っ
て
秋
祭
り
を
し
よ
う
」
と

子
ど
も
た
ち
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
１
年
生
か
ら
６
年
生

◆◆◆

ま
で
の
児
童
か
ら
、「
射
的
」「
金
魚
す
く
い
」「
た
こ
焼
き
」

「
く
じ
引
き
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
大
人
顔
負
け
の

Scratch

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
が
１
０
０
本
以
上
も
集
ま
り

ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
子
ど
も
た
ち
の
好
奇
心
を
く
す

ぐ
る
き
っ
か
け
さ
え
与
え
て
あ
げ
れ
ば
、
教
員
が
指
導
し

な
く
て
も
、
自
ら
学
ん
で
い
く
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
に
も
生
き
る 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

つ
く
ば
市
は
平
成
24
年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
教
育
課

程
特
例
校
の
指
定
を
受
け
て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に

変
わ
る
次
世
代
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
科
」

を
創
設
し
、実
施
し
て
い
ま
す
。
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
科
は
、

21
世
紀
型
ス
キ
ル
を
基
盤
と
し
た
「
つ
く
ば
次
世
代
型
ス

キ
ル
」
を
児
童
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と

◆◆◆

「秋祭り」で学園生が作ったゲームを楽しむ１年生

先
進
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で

�

チ
ェ
ン
ジ
メ
ー
カ
ー
を
育
成

―
全
学
年
で
積
極
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
―

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

つ
く
ば
市
立
み
ど
り
の
学
園

義
務
教
育
学
校

（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

三
輪
　
俊
一

つ
く
ば
市
立
み
ど
り
の
学
園 

義
務
教
育
学
校
副
校
長
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す
る
教
科
で
、三
つ
の
ス
テ
ッ
プIn

（
課
題
を
見
付
け
る
）

―A
bout

（
情
報
を
集
め
る
）
―For

（
何
が
で
き
る
か

考
え
、
発
信
す
る
）
で
構
成
さ
れ
た
発
信
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

学
習
内
容
と
し
て
は
、
環
境
、
キ
ャ
リ
ア
、
歴
史
・
文

化
、
健
康
・
安
全
・
防
災
、
科
学
技
術
、
福
祉
、
国
際
理

解
の
七
つ
に
係
る
学
習
を
展
開
し
て
お
り
、
本
校
で
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。例
え
ば
、

６
年
生
で
は
世
界
で
起
き
て
い
る
災
害
や
環
境
問
題
を
取

り
上
げ
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
地
球
を
救
お
う
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
災
害
支
援
の
方
法
を

考
え
た
り
、
マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
を
使
っ
て
環
境
に
優
し
い

未
来
の
家
を
創
造
し
た
り
、Pepper

やR
oBoH

oN

と

い
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
し
て
環
境
問
題
を
多
く
の
人
た

ち
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
紹
介
を
作
っ
た
り
と
、
子
ど

も
た
ち
自
身
が
目
的
に
合
っ
た
ツ
ー
ル
を
選
択
し
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ど
れ
も
発
想
力
の
豊
か
さ
に
驚

か
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍
で
き
る
学
園
生
を

本
校
に
は
、
年
間
延
べ
30
件
以
上
も
の
学
校
・
団
体
の

方
が
視
察
・
訪
問
に
来
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
必
ず

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
、
学
校
紹
介
と
学
習
成
果
の
発
表
を

入
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
発
表
者
は
固
定
せ
ず
、
そ
の
都

度
、
や
り
た
い
児
童
生
徒
を
募
集
し
、
選
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
話
を
聞
く
と
視
察
・
訪
問
に
来
ら
れ
た
方
々
は
、
発

表
者
の
物
怖
じ
し
な
い
姿
に
驚
か
れ
ま
す
。
あ
る
時
、
発

◆◆◆

表
し
た
児
童
に
お
客
様
が
「
な
ぜ
、
堂
々
と
発
表
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
児
童
は

「
日
頃
か
ら
授
業
の
中
で
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
発

表
を
す
る
機
会
が
多
い
の
で
、
そ
の
中
で
力
が
付
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
発
信
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
成

す
る
た
め
に
、
毎
年
、
全
学
園
生
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
り
、
全
教
科
・
領
域
で

積
極
的
に
協
働
学
習
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
活
動
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
き
ま
し

た
。
児
童
の
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
確
実
に
子
ど
も
た
ち
の
力
に
な
り
、
そ
の
こ
と

を
子
ど
も
た
ち
自
身
も
実
感
し
て
い
る
の
だ
と
分
か
り
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

本
校
に
は
現
在
約
２
０
０
０

人
の
学
園
生
が
い
ま
す
。
来
年

度
は
、
さ
ら
に
増
え
２
４
０
０

人
ぐ
ら
い
に
な
る
予
想
で
す
。

こ
れ
だ
け
い
る
と
当
然
、
多
種

多
様
な
子
ど
も
た
ち
が
い
る
の

で
全
員
に
同
じ
よ
う
に
対
応
す

る
こ
と
は
大
変
で
す
。し
か
し
、

ど
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
も
個
々

の
良
さ
が
あ
り
、
多
く
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
み
ど
り

の
学
園
で
は
、
多
様
な
学
び
の

ス
タ
イ
ル
が
子
ど
も
た
ち
の

「
わ
く
わ
く
エ
ン
ジ
ン
」
に
火

を
付
け
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
思
い
、
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

末松文部科学大臣（当時）の視察

視察者に英語でつくば市を紹介する後期課程学園生

RoBoHoN を使った環境問題の紹介を考える 6 年生
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特 集
挑
戦
可
能
性
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て

加
賀
市
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
注
力
し
た
の
は
、

平
成
26
年
５
月
に
日
本
創
成
会
議
が
発
表
し
た
「
消
滅
可

能
性
都
市
」
に
石
川
県
の
南
加
賀
地
域
で
唯
一
加
賀
市
が

該
当
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
市
の
存
続
が
危

機
的
状
況
で
あ
る
と
再
認
識
し
、
消
滅
可
能
性
都
市
か
ら

の
脱
却
に
向
け
、
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
、
公
民
連
携
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
小
中
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
先
行
導
入
に
よ
る
人
材
育
成
を
図
る
な
ど
、

「
挑
戦
可
能
性
都
市
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

当
市
は
、
将
来
の
加
賀
市
の
産
業
人
材
の
育
成
を
図
る

た
め
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
ロ
ボ
レ
ー
ブ
」
の
加
賀
大
会
を
平
成
26
年
度
に
初

め
て
開
催
し
、
そ
の
翌
年
度
か
ら
は
規
模
を
発
展
さ
せ
た

「
ロ
ボ
レ
ー
ブ
国
際
大
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
は
、
令
和

２
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

◆◆◆

必
修
化
に
先
立
ち
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
み
ん
な
の
コ

ー
ド
（
以
下
「
み
ん
な
の
コ
ー
ド
」）
と
と
も
に
、
全
国

で
も
い
ち
早
く
平
成
28
年
度
か
ら
、
市
内
の
小
学
校
５
校

に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
開
始
し
ま
し
た
。
翌

年
度
に
は
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
を
行
い
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
学
校
外
に
お
け
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
推
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
総

務
省
「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ブ
普
及
推
進
事
業
」
実
証
事
業

の
採
択
を
受
け
、
児
童
生
徒
や
地
域
住
民
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

を
楽
し
く
学
び
合
う
場
と
し
て
「
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ク
ラ
ブ
」

を
構
築
す
る
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用

小
中
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
年
間
５
時
間

以
上
行
い
、「
ロ
ボ
レ
ー
ブ
」
を
活
用
し
た
学
習
は
ク
ラ
ブ

活
動
や
課
外
活
動
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
学
校

の
授
業
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
進
め
る
う
ち
に
、
授

業
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
は
時
間
や
指
導
者
の
面
に
お
い

て
限
界
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｔ
企

◆◆◆

業
が
少
な
い
地
方
都
市
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え

て
く
れ
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
現
状
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
課
題
が
見
え
て
き
た
中
で
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」（
※
１
）
と
い
う
取
り
組
み
を
知
り
、
平

成
30
年
10
月
に
「
み
ん
な
の
コ
ー
ド
」
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
、
加
賀
市
で
国
内

第
１
号
を
開
設
で
き
な
い
か
と
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
以
下
「
Ｃ
Ｃ
Ｈ
」）

の
開
設
を
目
指
す
中
で
当
面
の
問
題
は
財
源
の
確
保
で
し

た
。
そ
こ
で
、
Ｃ
Ｃ
Ｈ
の
設
置
は
、
学
校
教
育
の
枠
組
み

だ
け
で
な
く
、
学
校
外
で
も
発
展
的
な
学
習
を
支
援
す
る

先
進
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
全
国
で
も
例
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
を
活
用
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
関
心
を
寄

せ
る
方
々
の
共
感
・
賛
同
を
得
る
こ
と
で
解
決
で
き
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
制
度
の
活
用
で
は
返
礼
品
は
送
ら
な
い
こ
と
と
し

ま
し
た
が
、
日
本
全
国
１
２
９
人
の
方
々
か
ら
１
０
０
０

万
円
を
超
え
る
支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち

が
「
い
つ
で
も
」「
安
全
に
」「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
ら

れ
る
」
場
と
し
て
、
日
本
初
の
Ｃ
Ｃ
Ｈ
を
令
和
元
年
５
月

に
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
１　

世
界
21
か
国
に
約
１
０
０
カ
所
あ
る
米
国
発
祥
の

子
ど
も
向
け
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
。

自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
場
所
と
し
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
加
賀
（
以
下
「
Ｃ
Ｃ
Ｈ

加
賀
」）
で
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
興
味
が
あ
り
、「
も
っ

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
触
れ
た
い
」
と
い
う
子
ど
も
た
ち
に

対
し
て
は
、
家
庭
の
経
済
事
情
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
新
の

◆◆◆

石
川
県
加
賀
市

上
出
　
美
知
代

加
賀
市
教
育
委
員
会
事
務
局 

生
涯
学
習
課
課
長

―
新
た
な
子
ど
も
の
居
場
所
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
―

学
校
外
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
充
実

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育
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テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｈ
加
賀
と
い
う
空
間
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
な
ど
を
自
由
に
使
え
る
環
境
の
中
で
技
術
を
習
得
す

る
の
み
な
ら
ず
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
活
動
を
通
じ
て
、
自
分

の
考
え
を
表
現
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
自
己
肯
定
感
の
高

ま
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場
所
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

開
設
か
ら
約
３
年
、
加
賀
市
内
外
か
ら
延
べ
約
４
０
０

０
人
の
子
ど
も
た
ち
が
Ｃ
Ｃ
Ｈ
加
賀
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
一
つ
「
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
」
を
き
っ
か

け
に
小
学
５
年
生
と
高
校
１
年
生
が
開
発
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
す
な
ど
、
自
宅
や
学
校
な
ど
で
は
起
こ
り
え
な
い

「
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」（
※
２
）
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し

て
お
り
、
Ｃ
Ｃ
Ｈ
加
賀
は
学
校
教
育
や
年
齢
の
枠
を
飛
び

越
え
才
能
を
伸
ば
す
場
所
と
し
て
機
能
し
始
め
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
は
、
交
通
事
情
に
よ
り
Ｃ
Ｃ
Ｈ
加
賀
に

来
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も
た
ち
に
も 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
地
域
へ
出
向
く
「
出
張
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部

団
体
と
連
携
の
も
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
映
像
制
作
等

に
特
化
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
専
門
性
の
深
化
を
図

る
機
会
を
提
供

し
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
ど
も

た
ち
の
中
に

は
、
普
段
の
学

校
生
活
で
は
触
れ
る
機
会
も
少
な
く
探
求
す
る
こ
と
の
難

し
い
分
野
で
才
能
を
開
花
さ
せ
る
子
が
見
ら
れ
る
と
と
も

に
、
外
部
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
り
、
自
身
で
イ
ベ
ン

ト
を
主
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
躍
の
フ
ィ

ー
ル
ド
を
見
つ
け
る
こ
と
で
表
現
の
幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。

※
２　

自
宅
で
も
学
校
で
も
な
い
、
自
分
ら
し
く
い
ら
れ

る
居
場
所
。

地
方
都
市
「
加
賀
市
」
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
く

日
本
で
は
、
都
市
部
と
地
方
都
市
と
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

設
備
の
格
差
は
大
き
く
、
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
い
て

も
地
方
都
市
へ
の
普
及
、
浸
透
は
都
市
部
と
比
べ
て
遅
い

傾
向
に
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
産
業

な
ど
は
地
方
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
従
事
者
が
少
な
く
、
現

状
の
ま
ま
で
は
、そ
の
差
は
開
く
一
方
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
回
り
に
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
な
る
大
人
が
い
な
い
た
め
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
で
き
ず
、
職
業
の
選
択
肢
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
地
方
都
市
に
お
け
る

Ｃ
Ｃ
Ｈ
の
存
在
は
、
と
て
も
有
意
義
な
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｃ
Ｃ
Ｈ
加
賀
で
は
、「
最
新
の
情
報
」「
最
新
の
設
備
」

の
提
供
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
レ
ベ
ル
を
底
上
げ
し
、

培
っ
た
能
力
や
マ
イ
ン
ド
を
実
践
す
る
場
所
を
提
供
す
る

と
こ
ろ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
意
識
で

き
る
よ
う
な
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
延
長
線
上
に
、
加
賀
の
地
か
ら
世
界
的
な
情
報
通
信

技
術
の
開
発
者
と
な
る
人
材
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

◆◆◆

メンターと利用者出張コンピュータクラブハウスの様子

レゴプログラミングの様子

コンピュータクラブハウス加賀でパソコンを操作する利用者とメンターの大学院生
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と 

大
人
の
期
待
を
超
え
る
子
ど
も
た
ち

「
花
豆
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
プ
ラ
カ

ー
ド
を
持
っ
た
生
徒
を
見
つ
け
、
お
笑
い
芸
人
鉄
拳
さ
ん

と
女
優
村
山
美
樹
さ
ん
が
二
人
の
生
徒
を
壇
上
に
呼
び
ま

し
た
。
そ
こ
で
見
事
に
ア
ド
リ
ブ
で
花
豆
６
次
産
業
化
の

活
動
を
紹
介
し
、
そ
の
場
で
花
豆
あ
い
す
が
１
０
０
個
も

売
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
令
和
元
年
信
州
花
フ

ェ
ス
タ
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
来
事
で
す
。

大
町
市
立
美
麻
小
中
学
校
は
、
大
町
市
の
旧
美
麻
村
地

区
（
令
和
４
年
現
在
人
口
約
８
６
０
人
）
に
あ
る
義
務
教

育
学
校
（
小
中
一
貫
校
）
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
（
学
校
運
営
協
議
会
制
度
）
を
導
入
し
、
住
民
が
学
校

運
営
に
参
画
す
る
学
校
で
す
。
令
和
４
年
現
在
の
生
徒
数

は
98
人
で
す
。
美
麻
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
い
う
地

域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
子
供
た
ち
の
学
び
を
支

え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

任
意
団
体
「
花
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｅ
株
式
会
社
」
設
立 

特
産
品
ス
イ
ー
ツ
を
銀
座
で
販
売

美
麻
市い

ち

民
科
は
、
平
成
22
年
よ
り
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
と
始
ま
っ
た
総
合
的
な
学
習
で
、

現
在
は
７
・
８
・
９
年
生
の
３
年
間
を
継
続
的
探
究
的
に

学
ん
で
い
ま
す
。
生
徒
が
美
麻
地
域
の
活
性
化
を
テ
ー
マ

に
主
体
的
に
学
び
た
い
こ
と
を
決
め
、
そ
こ
に
多
く
の
地

域
住
民
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
災
害
、
移
住
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
制
作
、
地
域
の
お
店
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
マ
ッ

プ
の
作
成
、
お
年
寄
り
か
ら
の
聞
き
書
き
本
「
美
麻
の
過

去
と
未
来
」、
美
麻
カ
ル
タ
の
制
作
、
そ
し
て
特
産
品
開

発
な
ど
を
テ
ー
マ
に
学
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
25
年
に
初
め
て
特
産
品
を
テ
ー
マ
に
生
徒
た
ち
が

ス
イ
ー
ツ
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
花
豆
ケ
ー
キ
と
桑
の
実

を
使
っ
た
大
福
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ
の
授
業
に
関
わ
っ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
菓

子
工
房
を
起
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
花
豆
の
特
産
品
化
を
引
き
継
い
だ
生
徒
た
ち
が

８
年
時
に
栽
培
に
挑
戦
し
ま
し
た
が
失
敗
し
、
そ
の
リ
ベ

◆◆◆

ン
ジ
と
し
て
８
・
９
年
生
合
同
で
任
意
団
体
花
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｅ

株
式
会
社
を
設
立
、
６
次
産
業
化
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、

栽
培
、
商
品
化
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

活
動
し
ま
し
た
。
こ
の
年
に
東
京
の
洋
菓
子
店
と
共
同
で

開
発
し
た
の
が
花
豆
モ
ン
ブ
ラ
ン
で
、
東
京
の
店
舗
で
夏

休
み
に
販
売
、
美
麻
地
区
で
も
販
売
し
大
人
気
で
し
た
。

花
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｅ
株
式
会
社
は
こ
の
年
わ
ず
か
な
赤
字
で
し
た
。

特
産
品
化
に
取
り
組
ん
だ
３
代
目
の
子
ど
も
た
ち
が
花

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｅ
株
式
会
社
を
引
き
継
ぎ
、
長
野
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
、
開
発
商
品
の
プ
レ
ゼ

ン
と
販
売
を
行
い
た
い
と
目
標
を
決
め
ま
し
た
。
こ
の
と

き
共
同
開
発
し
た
の
が
花
豆
パ
ン
「
美
麻
の
ミ
」
で
す
。

そ
し
て
銀
座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
で
の
大
町
市
の
日
に
、
料
理

研
究
家
横
山
タ
カ
子
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
が
実
現
し
、
横
山

大
町
市
立
美
麻
小
中
学
校

（
長
野
県
大
町
市
）

前
川
　
浩
一

大
町
市
立
美
麻
小
中
学
校
地
域

学
校
協
働
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

―
地
域
協
働
の
総
合
的
な
学
習
・
美
麻
市
民
科
―

特
産
品
を
生
か
し
た
多
様
な
学
び

総合学習の授業

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育
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さ
ん
企
画
の
食
事
会
の
時
間
に
美
麻
地
域
や
花
豆
に
つ
い

て
プ
レ
ゼ
ン
、花
豆
製
品
の
販
売
を
行
い
大
好
評
で
し
た
。

そ
の
結
果
花
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｅ
株
式
会
社
は
こ
の
年
黒
字
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
後
地
域
で

の
商
品
化
が
次
々

と
実
現
し
、
花
豆

あ
い
す
、
花
豆
甘

納
豆
、
花
豆
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
、
花

豆
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、

花
豆
ケ
ー
キ
、
花

豆
お
や
き
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
気
商
品
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
ま
と
め
た
本
を
出
し
た
い
と
令
和

３
年
に
活
動
を
引
き
継
い
だ
４
代
目
の
生
徒
た
ち
は
、
栽

培
農
家
、
商
品
化
し
た
お
店
な
ど
の
取
材
を
通
じ
て
聞
き

取
っ
た
内
容
と
自
分
た
ち
の
研
究
を
一
冊
の
本
と
し
て
花

豆
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
を
制
作
し
ま
し
た
。

商
品
化
や
冊
子
の
制
作
、
銀
座
へ
の
旅
費
な
ど
は
、
地

域
づ
く
り
に
関
す
る
助
成
金
を
ス
ク
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

と
と
も
に
申
請
し
、
生
徒
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
を
行
い

獲
得
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
お
店
や
個
人
の
方

の
協
賛
も
い
た
だ
き
活
動
費
用
を
捻
出
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
新
聞
や
雑
誌
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
地
域
活
性
化
に
大
変
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

◆�

３
代
目
生
徒
の
担
任　

横
手
健
二
先
生
の
話

「
地
域
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
、
私
た
ち
は
こ
こ
ま

で
で
き
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
花
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｅ
株
式
会

社
の
社
長
、
学
年
の
リ
ー

ダ
ー
が
卒
業
式
で
述
べ
た

言
葉
で
す
。
学
校
外
の
35

人
以
上
の
大
人
と
関
わ

り
、
数
多
く
の
学
び
か
ら

自
然
と
口
に
し
た
言
葉
で

す
。「
子
ど
も
た
ち
が
来

る
こ
と
で
私
た
ち
も
元
気

を
も
ら
っ
て
い
る
」
と
地

域
の
パ
ン
屋
さ
ん
が
話
し

て
い
ま
し
た
。
地
域
と
子
ど
も
が
つ
な
が
る
こ
と
で

〈w
in-w

in

〉
の
関
係
と
な
り
笑
顔
が
増
え
て
い
く
。
そ

ん
な
ス
テ
キ
な
可
能
性
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
か

ら
学
び
ま
し
た
。

◆
４
代
目
生
徒
の
担
任　

平
林
隆
昭
先
生
の
話

「
僕
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
一
番
大
事
だ
と
思
い

ま
し
た
」
助
成
金
採
択
団
体
の
最
終
報
告
会
で
、
М
く
ん

が
語
っ
た
言
葉
で
す
。
Ｍ
く
ん
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
知
識

に
長
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
の
が
苦
手
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
美
麻
市
民
科
で

は
、
地
域
の
方
か
ら
学
び
そ
れ
を
地
域
に
返
し
て
い
く
、

広
げ
て
い
く
こ
と
が
連
続
的
に
行
わ
れ
ま
す
。
Ｍ
く
ん
は

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
を
最
大
限
に
活
か
し
調
査
し
た
こ
と
を
ま

と
め
、
目
標
で
あ
っ
た
花
豆
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
の
目
次
づ
く
り
、

紙
面
構
成
な
ど
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し
ま
し
た
。
Ｍ
く
ん

に
と
っ
て
、
美
麻
市
民
科
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大

事
さ
を
学
べ
た
貴
重
な
活
動
で
し
た
。

地
域
と
学
校
協
働
の
学
び
が
生
み
出
す
も
の

こ
う
し
た
美
麻
小
中
学
校
で
の
地
域
協
働
の
学
び
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
の
育
て
た
い
資
質
・
能
力
を
高
め
て
、

美
麻
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
の
教
育
目
標
「
個

の
生
き
方
や
考
え
方
の
尊
重
」
や
「
自
律
し
た
学
習
者
の

育
成
」
な
ど
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
こ
に
関
わ

る
先
生
方
や
地
域
の
人
た
ち
な
ど
大
人
た
ち
も
共
に
学
び

を
深
め
、
生
き
甲
斐
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
商
品
開

発
に
関
わ
る
お
店
や
栽
培
に
取
り
組
む
農
家
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
、
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
意
識
を
高
め

て
お
り
、
移
住
者
に
も
人
気
の
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

特産品を商品化したソフトクリームと生徒たち

花豆甘納豆敬老会バージョン（左）、花豆パン美麻のミ（中央）、花豆モンブラン（右）
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「
日
本
近
代
化
学
の
祖
」
川
本
幸
民

蘭
学
者
・
川か

わ

本も
と

幸こ
う

民み
ん

。
三
田
の
子
ど
も
た
ち
な
ら
、
誰

も
が
知
っ
て
い
る
三
田
の
偉
人
で
す
。
幕
末
の
世
に
身
を

置
き
な
が
ら
、海
外
の
文
明
や
技
術
を
精
力
的
に
研
究
し
、

日
本
で
初
め
て
「
化
学
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
人
物
で
、

「
日
本
の
近
代
化
学
の
祖
」
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
後
の
技

術
立
国
日
本
の
基
盤
を
築
き
あ
げ
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
あ
ふ
れ
た

川
本
「
幸
民
」
を

目
標
と
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
・

体
験
す
る
機
会
を

「
公
民
」
協
働
で

作
り
上
げ
て
き
た

の
が
、「
こ
う
み

ん
未
来
塾
」で
す
。

◆◆◆

市
を
挙
げ
て
子
ど
も
の
学
び
支
え
る

「
本
物
に
触
れ
る
体
験
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
教
育
・

研
究
機
関
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
専
門
家
、
地
域
の
達
人
た

ち
が
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
こ
う
み
ん
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
提
供
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
の

地
域
団
体
が
活
用
す
る
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
令
和
４

年
度
は
、
41
団
体
１
１
６
個
の
こ
う
み
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

編
成
し
ま
し
た
。

工
作
や
実
験
、
天
文
や
植
物
・
生
物
・
人
体
、
金
融
、

環
境
、
数
学
、
歴
史
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な

ど
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
で

試
行
錯
誤
し
た
り
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
た
り
、
他
者
と
競

争
す
る
な
ど
、「
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
考
え
て
行
動
す

る
」
仕
掛
け
が
あ
り
ま
す
。

他
に
例
を
み
な
い
も
の
と
し
て
、
元
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
講

師
が
、
自
ら
手
作
り
し
た
本
格
的
な
飛
行
体
験
シ
ミ
ュ
レ

◆◆◆

ー
タ
ー
で
飛
行
機
の
操
縦
体
験
が
で
き
る
も
の
や
、
川
本

幸
民
ゆ
か
り
の
お
寺
で
坐
禅
体
験
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

好
奇
心
を
刺
激
す
る
ユ
ニ
ー
ク
で
、
か
つ
高
度
な
内
容
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
数
あ
り
ま
す
。

市
内
各
地
域
で
年
間
60
回
程
度
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年

の
開
設
以
降
７
年
間
で
延
べ
１
万
２
０
０
０
人
の
子
ど
も

と
市
民
が
参
画
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
び
を
止
め
な
い

コ
ロ
ナ
禍
の
２
年
前
に
は
、
庁
内
で
も
い
ち
早
く
オ
ン

ラ
イ
ン
活
用
に
着
手
し
、「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
止
め

な
い
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
講
師
陣
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
不
慣
れ
な
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
手
探
り
で
整
備
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
み
ん
未
来
塾
の
大
切
な
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
体
験
で
き
る
」
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に

な
る
よ
う
工
夫
を
重
ね
、
工
作
キ
ッ
ト
を
事
前
に
郵
送
し

た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
紙
上
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
し
て
み
る
な
ど
、
講
師
も
事
務
局
も
試
行
錯
誤
の

連
続
で
し
た
。

昨
年
度
に
は
、
自
宅
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
な
ど
の
理
由
で
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
参
加
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
の
た
め
、
地
域
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
オ
ン
ラ
イ
ン
を
つ
な
ぐ

「
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
回
を
重
ね
る

ご
と
に
地
域
会
場
が
増
え
、
１
年
間
で
４
講
座
、
14
会
場

が
実
現
し
ま
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
は
、
地
域
の
支
援
者
と
子
ど
も
た

ち
が
一
緒
に
学
ぶ
環
境
と
な
り
、
大
人
が
聞
い
て
も
楽
し

か
っ
た
、
市
の
事
業
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
と
い
う
感

想
も
あ
り
ま
し
た
。

◆◆◆

こうみん未来塾ロゴ

「
こ
う
み
ん
未
来
塾
」
で

�

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
め
ざ
せ
！

―
人
・
技
術
・
里
山
、三
田
市
の
す
べ
て
が
子
ど
も
の
学
び
に
―

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

兵
庫
県
三
田
市

佐
藤
　
ま
ゆ
み

三
田
市
子
ど
も
・
未
来
部 

子
ど
も
未
来
室
健
や
か
育
成
課
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小
中
学
生
、
高
校
生
、
大
人
た
ち
へ
と 

学
び
の
循
環

こ
う
み
ん
未
来
塾
の
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
高
校
生
の

参
画
で
す
。
市
内
の
高
校
と
協
働
し
、
高
校
生
が
部
活
動

◆◆◆

や
探
究
学
習
で
研
究
し
て
い
る
こ
と
を
小
中
学
生
に
伝
え

る
講
座
を
年
間
約
10
講
座
開
催
し
て
い
ま
す
。
小
中
学
生

に
と
っ
て
は
身
近
な
将
来
の
目
標
を
見
据
え
る
機
会
と
し

て
、
高
校
生
に
と
っ
て
は
自
分
の
学
び
を
深
め
プ
レ
ゼ
ン

能
力
を
向
上
す
る
機
会
と
し
て
、「
学
び
の
循
環
」
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
、
毎
年
夏
休
み
に
、
１

年
で
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
「
さ
ん
だ
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、
過
去
最
多
の
24
団

体
25
ブ
ー
ス
が
出
展
し
ま
し
た
。
出
展
者
に
は
、
市
内
の

公
立
高
校
、
全
４
校
と
私
立
高
校
が
含
ま
れ
、
約
50
人
の

高
校
生
が
工
作
や
実
験
の
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
総
勢
約
１

０
０
人
の
出
展
者
が
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
ブ
ー
ス
を
展
開

し
ま
し
た
。
参
加
者
の
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
は
も

ち
ろ
ん
、
出
展
者
同
士
の
交
流
も
大
き
な
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
普
段
は
講
師
側
の
高
校
生
が
、
専
門
家
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
体
験
し
た
り
、大
人
が
高
校
生
か
ら
学
ん
だ
り
し
て
、

こ
う
み
ん
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

き
ま
す
。

学
習
指
導
要
領

を
先
取
り
も

そ
し
て
今
年
は
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、

「
探
究
コ
ー
ス
」
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
予

測
不
可
能
な
未
来
、
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
、

判
断
し
て
行
動
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
思
い
描
く
未

来
を
実
現
し
て
ほ
し

◆◆◆

い
、
そ
ん
な
探
究
へ
の
思
い
を
込
め
て
、
講
師
陣
と
講
座

を
練
り
上
げ
ま
し
た
。

初
年
度
の
今
年
は
、
文
部
科
学
省
の
新
し
い
学
習
指
導

要
領
を
先
取
り
す
る
形
で
、
①
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス

②
金
融
教
育
コ
ー
ス
③
未
来
デ
ザ
イ
ン（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

コ
ー
ス
―
―
の
三
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
子
ど
も
た
ち

が
自
分
で
自
分
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
役
立
つ

も
の
を
得
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
「
興
味
・
関
心
」
に
と
こ
と
ん
コ
ミ
ッ

ト
す
る
た
め
、
講
師
と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
仕
掛
け
を
楽

し
み
な
が
ら
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
が
続
く
限
り
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
け
る
環
境
を
作
る
た
め
、
次
年
度
以
降
は
コ
ー
ス

数
を
増
や
し
、
子
ど
も
に
寄
り
添
う
メ
ン
タ
ー
の
育
成
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
場
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

未
来
を
デ
ザ
イ
ン

社
会
はsociety5.0

の
世
界
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
大
人
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
学
び
の
常
識
は
通
用
し
ま
せ
ん
。

こ
う
み
ん
未
来
塾
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
め
ざ
す
の
は
、
決

し
て
特
別
な
才
能
を
持
つ
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
ギ
フ
テ

ッ
ド
教
育
の
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た

ち
誰
も
が
持
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
「
輝
き
」
を
、
自
分

で
見
つ
け
て
磨
き
続
け
る
力
や
ス
キ
ル
、
知
恵
を
持
ち
、

自
ら
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ

し
て
そ
の
先
に
は
き
っ
と
、
日
本
か
ら
世
界
を
け
ん

引
す
る
人
材
が
誕
生
す
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

県立三田祥雲館高校による
太陽の観察と工作の指導

地域人材プログラム
「飛行機の操縦体験」

専門家プログラム
「石ころ標本づくり めざせ！石ころ博士」

県立北摂三田高校の『北三科学で楽しませ隊』
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き
の
く
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
化
、
技

術
革
新
等
と
い
っ
た
変
化
に
よ
り
、
予
測
困
難
な
社
会
に

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に
い
ち
早

く
対
応
す
る
た
め
、
当
県
で
は
、
全
国
に
先
駆
け
、
令
和

元
年
度
か
ら
小
学
校
で
１
年
、
中
学
校
で
２
年
、
高
等
学

校
で
３
年
早
く
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
必
修

と
な
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
「
き
の
く
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
」
に
お
い
て
推
進
し
て
い
ま
す
。「
き
の
く
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
」
で
は
、「
社
会
の
課
題
を
発
見
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
解
決
で
き
る
子
供
の
育
成
」
を
め
ざ
し
、
次
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
小
・
中
・
高
等
学
校
の
学
習
を
体
系
化
し
た
学
習
指
導

案
及
び
指
導
用
資
料
を
作
成
・
配
布
、
各
学
校
に
ロ
ボ

ッ
ト
教
材
等
を
配
布

〇
小
・
中
・
高
等
学
校
に
お
け
る
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ

◆◆◆

ン
グ
教
育
を
実
施

〇
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
支
援
員
に
よ
る
教
員
研
修
や
授

業
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

〇
高
度
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
実
施
す
る
た
め
、中
・

高
等
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
等
に
専
門
的
な
指
導
者

（
Ｓ
Ｅ
等
）
を
派
遣

〇
学
習
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施

各
学
校
段
階
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

当
県
で
は
、
小
学
校
段
階
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

「
体
験
期
」
と
位
置
付
け
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
通
し
て

各
教
科
等
の
目
標
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
慣
れ
親
し
み
、
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
小
学
校
６
年
生
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
お
い
て
、
県
が
配
布
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
教
材
を
活
用
し
、

◆◆◆

セ
ン
サ
ー
で
開
閉
す
る
自
動
ド
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る

な
ど
し
て
、
身
近
な
も
の
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
動
作

し
て
い
る
こ
と
を
体
験
し
、
楽
し
み
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
的
思
考
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
中
学
校
段
階
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
「
基

礎
期
」
と
位
置
付
け
、
小
学
校
段
階
で
の
体
験
を
踏
ま
え

て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
始
め
る
時
期
と
し
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト
を
用
い
て
、
セ
ン
サ

ー
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
を
壁
際
で

自
動
停
止
さ
せ
る
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
い
ま

す
。
思
っ
た
と
お
り
に
制
御
す
る
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
に
つ
い
て
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
課
題
解
決
す

る
こ
と
で
、
達
成
感
を
獲
得
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
の
基
礎
を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
他
者

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
受
信
す
る
チ
ャ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
行
い
ま
す
。
利
用
者

の
視
点
を
も
っ
て
、
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
た
め
の
機
能

を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
、
身
近
な
情
報
技
術
に
も
使
い

や
す
く
す
る
た
め
の
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、
社
会
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
向
け
、

情
報
技
術
が
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
か
な
ど
を

考
察
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
高
等
学
校
段
階
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の

「
応
用
期
」
と
位
置
付
け
、
小
・
中
学
校
で
体
系
的
に
育

ん
で
き
た
力
を
活
用
し
て
、
テ
キ
ス
ト
言
語
に
つ
い
て
学

ぶ
と
と
も
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
で
動
作
す
る
ア
プ
リ

を
制
作
し
て
、
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
学
習
を
行

い
ま
す
。

自
分
の
制
作
し
た
ア
プ
リ
を
パ
ソ
コ
ン
画
面
上
で
プ
レ

ビ
ュ
ー
す
る
だ
け
で
な
く
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
て

「
き
の
く
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」
が
め
ざ
す

�

子
ど
も
の
姿 

―
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
と
お
し
て
―

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

和
歌
山
県

桐
井
　
一
晃

和
歌
山
県
教
育
庁
学
校
教
育
局 

義
務
教
育
課
指
導
主
事
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実
際
に
動
作
確
認
す
る
こ
と
で
、
制
作
し
て
い
る
ア
プ
リ

の
使
い
や
す
さ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
が
深
め
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
内
蔵
セ
ン
サ
ー
（
地

磁
気
セ
ン
サ
ー
等
）
を
用
い
た
ア
プ
リ
の
制
作
な
ど
、
よ

り
高
度
な
ア
プ
リ
制
作
に
も
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

高
等
学
校
で
扱
うJavaScript

とH
T

M
L/CSS

は
、

ア
プ
リ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
考

察
し
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
な
ど
の
試
行
錯
誤
が
し
や
す

く
、
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
の

情
報
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
、
幅
広
い
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

部
活
動
へ
の
指
導
者
派
遣
と 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

知
事
部
局
の
企
業
振
興
課
や
産
業
技
術
政
策
課
と
の
連

携
に
よ
り
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。

企
業
振
興
課
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
・
関
心

の
高
い
中
学
校
や
高
校
生
が
、
専
門
的
で
高
度
な
知
識
・

技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
校
内
の
パ
ソ
コ
ン
ク

ラ
ブ
な
ど
に
、
県
内
外
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
企
業
な
ど
の
技
術

者
や
専
門
家
を
指
導
者
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
学
校
で
一
般
的
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
位
置
付
け

て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
作
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
Ｃ
言
語

の
習
得
や
ゲ
ー
ム
作
成
な
ど
、
高
度
な
知
識
や
技
能
の
習

得
を
支
援
し
、
将
来
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
分
野
で
リ
ー
ダ
ー
と
な
り

得
る
人
材
の
輩
出
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
業
技
術
政
策
課
で
は
、
児
童
生
徒
の
更
な
る

学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
き
の
く

◆◆◆

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト Sw

itch U
p 

W
A

K
A

Y
A

M
A

」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
国
内
外
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
有
識
者
や
企
業
の
方
を
審
査
員
に
迎
え
、

児
童
生
徒
が
自
ら
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
質
問
に
答
え
た
り
す
る
こ

と
は
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
経
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
果
・
今
後
の
展
望

取
り
組
み
を
始
め
て
か
ら
、
今
年
で
４
年
目
に
な
り
ま

す
。
教
員
研
修
や
公
開
授
業
等
を
通
し
て
、
徐
々
に
先
生

方
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
対
す
る
理
解
も
深
ま
り
、

最
近
で
は
「
は
っ
き
り
と
目
的
意
識
を
も
っ
た
指
導
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
県
の
指
導
案
を
自
校
の
実
態
に

合
わ
せ
て
ア
レ
ン
ジ
し
て
指
導
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
っ
た
声
も
聞
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
様
子
と
し

て
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

に
興
味
を
も
つ
子
ど
も
が

増
え
た
」「
い
ろ
い
ろ
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
、
失

敗
を
恐
れ
ず
に
と
に
か
く

試
し
て
み
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
」

「
自
分
た
ち
で
し
た
い
こ

と
を
考
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
挑
戦
す
る
な
ど
、

自
分
た
ち
で
ど
ん
ど
ん
進

め
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
」
等
の
声
も
届
い

◆◆◆

て
い
ま
す
。

今
後
も
、「
き
の
く
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」
が
め
ざ
す
「
社

会
の
課
題
を
発
見
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
解
決
で
き
る

子
供
の
育
成
」
に
向
け
て
、
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
や
指
導
す
る
先
生
方
の
姿
を

具
体
的
に
描
き
な
が
ら
、
取
り

組
み
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

プログラミングコンテスト応募作品
「有田みかんを全世界にPRしよう」

和歌山県教育委員会が作成した学
習指導案や補助資料の冊子（学習
指導案は、ホームページに掲載中）きのくに ICT 教育の体系図

和歌山県教育委員会
ホームページ
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答
え
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
探
究
学
習

学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
て
、「
探
究
学
習
」
が
よ

り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
探
究
学
習
と
は
生

徒
自
身
が
課
題
を
発
見
し
、
必
要
な
情
報
を
収
集
・
分
析

し
、
と
き
に
は
グ
ル
ー
プ
で
協
働
し
な
が
ら
解
決
へ
と
導

く
学
習
形
態
の
こ
と
で
す
。
探
究
学
習
に
よ
り「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
推

進
す
る
こ
と
が
文
部
科
学
省
の
狙
い
で
す
。

学
校
現
場
で
教
壇
に
立
つ
身
と
し
て
は
、
教
え
る
べ
き

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
通
常
の
教
科
と
は
全
く
異
な
る

「
答
え
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
」
探
究
学
習
を
教
え
る
の

は
挑
戦
の
連
続
で
す
。
こ
の
探
究
学
習
に
関
し
て
、
私
が

勤
め
る
私
立
の
中
高
一
貫
校
で
あ
る
青
翔
開
智
中
学
校
・

高
等
学
校
（
以
下
「
青
翔
開
智
」）
は
人
口
最
少
県
の
鳥

取
県
に
あ
り
な
が
ら
県
内
外
か
ら
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

青
翔
開
智
の
探
究
は
中
学
１
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
ま

で
は
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
挑
戦
し
ま

◆◆◆

す
。
中
学
１
年
で
は
鳥
取
市
に
魅
力
的
な
何
か
―
例
え
ば

図
書
館
―
を
つ
く
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
が
最

良
か
提
案
し
ま
す
。
中
学
２
年
で
は
鳥
取
市
内
の
地
元
企

業
で
職
場
体
験
を
し
、
企
業
が
抱
え
る
課
題
の
発
見
と
解

決
ア
イ
デ
ア
の
提
案
を
行
い
ま
す
。
中
学
３
年
は
鳥
取
に

あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
課
題
発
見
と
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。
高
校
１
年
で
は
人
口
減
少
に
よ
っ
て
起
こ
る
問

題
に
対
し
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
た
課
題
解
決
案
を
提

案
し
ま
す
。
高
校
２
年
生
と
３
年
生
で
は
そ
れ
ま
で
の
経

験
を
踏
ま
え
て
テ
ー
マ
設
定
か
ら
解
決
ア
イ
デ
ア
提
案
ま

で
、
す
べ
て
個
人
で
探
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

青
翔
開
智
の
探
究
の
特
徴
と
し
て
、「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」

を
取
り
入
れ
て
い
る
点
が
あ
り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
思
考
と

はA
pple

の
初
期
型
マ
ウ
ス
を
手
が
け
た
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｏ
が

提
唱
す
る
課
題
解
決
の
手
法
の
こ
と
で
、
共
感
・
問
題
定

義
・
ア
イ
デ
ア
創
出
・
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
・
テ
ス
ト
の
五
つ

の
プ
ロ
セ
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
が
求
め

て
い
る
も
の
を
探
し
出
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
よ
う
に
形
に

し
て
い
く
思
考
法
で
す
。

「
図
書
館
の
中
に
学
校
が
あ
る
」 

デ
ジ
タ
ル
・
ア
ナ
ロ
グ
融
合
の
環
境
整
備

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
が
融
合
し
た
環
境
が
整

っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
す
。
生
徒
は
一
人
一
台iPad

を
所
有
し
、
校
内
は
全
域W

i-Fi

を
完
備
し
て
お
り
、

ど
こ
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
ま
す
。
ま
た
「
図
書

館
の
中
に
学
校
が
あ
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ど
こ
に
い

て
も
本
に
手
が
届
き
必
要
な
文
献
調
査
に
あ
た
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
県
立
図
書
館
と
学
校
図
書
館
が
連
携

し
て
お
り
、
学
校
内
で
そ
ろ
え
ら
れ
な
い
文
献
は
県
立
図

書
館
に
リ
ク
エ
ス
ト
を
す
る
と
、
早
い
場
合
翌
日
に
は
学

校
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
考
え
る

今
回
は
青
翔
開
智
で
ど
の
よ
う
に
探
究
の
授
業
を
進
め

て
い
る
の
か
、
私
が
担
当
し
て
い
る
中
学
３
年
生
の
内
容

を
中
心
に
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
国
連
が
示
す
２
０
３
０
年
に
向
け
て

世
界
を
変
え
る
た
め
の
17
の
目
標
の
こ
と
で
、
探
究
の
授

業
は
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
の
理
解
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
が
不
十
分
で
日
本
で
「
深

刻
な
課
題
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
項
目
が
い
く
つ
か
あ

り
、
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
５
番
の
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

実
現
し
よ
う
」
で
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
生
徒
に
深
く

考
え
さ
せ
る
仕
掛
け
と
し
て
、私
た
ち
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
用
い
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
論
題
は

「
日
本
政
府
は
、
全
て
の
男
性
の
正
規
労
働
者
が
、
そ
の

子
ど
も
の
た
め
に
育
児
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
を
義
務
づ

け
る
べ
き
で
あ
る
」
で
す
。
始
め
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
ル
ー

◆◆◆◆◆◆

青
翔
開
智
中
学
校
・

高
等
学
校（
鳥
取
県
鳥
取
市
）

平
尾
　
美
紀
子

青
翔
開
智
中
学
校
・ 

高
等
学
校
英
語
科
教
諭

―
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
「
探
究
学
習
」
を
展
開
―

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
考
え
る

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育
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ル
も
育
児
休
業
の
現
状
も
知
ら
な
い
生
徒
た
ち
で
す
が
、

資
料
を
探
す
う
ち
に
日
本
の
男
性
の
育
休
取
得
率
が
非
常

に
低
い
こ
と
や
男
女
の
賃
金
格
差
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

資
料
検
索
に
非
常
に
役
立
っ
た
の
が
「
朝
日
け
ん
さ
く

く
ん
」
や
「
ヨ
ミ
ダ
スfor School

」
な
ど
の
新
聞
記
事

検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
す
。朝
読
書
の
時
間
も
活
用
し
て
、

生
徒
は
自
分
のiPad
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
必
要
な
情
報
を

収
集
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
徳
や
公
民
の
授
業
で
も
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
含
め
た
差
別
問
題
を
取
り
上
げ
、
い
ろ
い

ろ
な
授
業
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
機
会
を
設
け
た

こ
と
が
生
徒
の
考
え
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
週
２
時
限
あ
る
探
究
の
授
業
を
使
い
、
１

学
期
の
計
20
時
間
で
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

地
域
の
現
状
を
知
る

デ
ィ
ベ
ー
ト
は
生
徒
の
論
理
的
思
考
力
や
情
報
収
集
ス

キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
一
助
に
な
り
ま
す
が
、
生
徒
が
設
定

し
た
立
論
は
机
上
の
空
論
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
が

住
む
鳥
取
県
の
実
情
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
最
後
に
鳥

取
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
に
講
師
の
方
と
は
打
ち

合
わ
せ
を
し
、「
将
来
生
徒
が
親
に
な
っ
た
と
き
、『
鳥
取

で
子
育
て
し
た
い
』
と
思
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
私

の
希
望
を
お
伝
え
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
鳥
取
で

は
待
機
児
童
が
少
な
い
こ
と
や
、
男
性
の
地
方
公
務
員
で

は
全
国
ト
ッ
プ
の
育
休
取
得
率
で
あ
る
こ
と
も
お
話
し
い

◆◆◆

た
だ
き
ま
し
た
。
男
性
が
育
休
を
取
る
と
一
時
的
に
収
入

は
落
ち
る
場
合
も
あ
る
が
、
一
方
で
女
性
が
正
職
員
と
し

て
の
職
場
復
帰
を
果
た
せ
る
こ
と
で
夫
婦
の
生
涯
年
収
が

１
億
円
以
上
変
わ
る
な
ど
、
印
象
的
な
デ
ー
タ
も
あ
り
ま

し
た
。
生
徒
の
中
に
は
「
鳥
取
県
が
し
っ
か
り
取
り
組
み

を
し
て
い
て
県
民
と
し
て
誇
ら
し
か
っ
た
」「
若
者
の
意

識
は
男
女
平
等
へ
向
い
て
い
っ
て
い
る
と
思
う
が
も
っ
と

上
の
人
た
ち
の
意
識
の
低
さ
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
進
ま

な
い
理
由
な
の
で
は
」
と
い
っ
た
感
想
を
書
い
て
く
れ
た

人
も
い
ま
し
た
。

生
徒
に
は
「
女
性
が
過
度
に
家
事
育
児
を
負
担
す
る
こ

と
は
当
然
で
は
な
い
」
こ
と
と
同
時
に
、「
男
性
側
も
家

計
を
支
え
る
の
は
男
で
あ
る
べ
き
と
い
う
固
定
観
念
に
よ

り
育
休
を
取
り
に
く
い
」
と
い
う
日
本
の
状
況
を
伝
え
ま

し
た
。
現
実
の

社
会
で
も
一
方

的
に
ど
ち
ら
か

が
悪
い
の
で
は

な
く
目
線
を
変

え
て
相
手
の
立

場
を
理
解
す
る

こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
う
し
た

多
様
な
視
点
を

持
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
将
来
の

社
会
を
よ
り
良

い
方
向
に
変
え

て
い
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

男女共同参画センターの講師による講演会

ジェンダーに関するディベートの様子

「図書館の中にある学校」がコンセプト
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山
口
県
の
地
域
連
携
教
育

近
年
、
少
子
化
、
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
地
域
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中

で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
・
協
働
し
た
教
育
の
充
実
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

と
り
わ
け
、「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
地
域
住
民
、
学
生
、
保
護
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

民
間
企
業
、
団
体
・
機
関
等
の
参
画
を
得
て
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支
え
る
と
と
も
に
、
学

校
と
地
域
が
相
互
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
の

充
実
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
同
時
に
、「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
学
校
。

以
下
「
Ｃ
Ｓ
」）
の
仕
組
み
を
生
か
し
た
、
学
校
運
営
や

学
校
課
題
の
解
決
に
対
し
て
保
護
者
や
地
域
住
民
が
参
画

◆◆◆

す
る
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
「
地

域
連
携
教
育
」
の
推
進
が
重
要
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
も
本
県
で
は
、
地
域
連
携
教
育
の
推
進
と
そ

の
充
実
を
め
ざ
し
た
歩
み
を
進
め
て
き
た
。

平
成
27
年
に
は
、
県
内
の
市
町
立
全
中
学
校
区
に
「
地

域
協
育
ネ
ッ
ト
」
の
整
備
が
完
了
し
、
翌
28
年
４
月
に
は

市
町
立
の
全
小
中
学
校
に
Ｃ
Ｓ
の
仕
組
み
を
導
入
し
た
こ

と
で
、「
地
域
協
育
ネ
ッ
ト
」
と
Ｃ
Ｓ
の
一
体
的
な
取
り

組
み
に
よ
る「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」と「
学

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
人
づ
く
り
と

地
域
づ
く
り
の
好
循
環
の
創
出
を
め
ざ
す
「
や
ま
ぐ
ち
型

地
域
連
携
教
育
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。「
地
域
協
育
ネ

ッ
ト
」
と
は
、
概
ね
中
学
校
区
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
、

学
校
関
係
者
や
保
護
者
、
地
域
の
社
会
教
育
団
体
、
専
門

機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
の
「
育
ち
」
や
「
学
び
」
を
支
援
す
る
本
県

独
自
の
仕
組
み
で
あ
り
、
そ
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
国
が
推

進
す
る
地
域
学
校
協
働
活
動
と
も
合
致
す
る
。

令
和
２
年
４
月
に
は
全
国
に
先
駆
け
て
、
県
立
高
等
学

校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
等
を
含
む
県
内
全
て
の
公
立
学

校
へ
の
Ｃ
Ｓ
の
仕
組
み
の
導
入
が
完
了
し
た
。
高
等
学
校

で
は
「
テ
ー
マ
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、

学
校
・
学
科
の
特
色
や
専
門
性
に
応
じ
た
高
等
学
校
な
ら

で
は
の
取
り
組
み
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。「
や
ま
ぐ
ち

型
地
域
連
携
教
育
」
に
よ
る
中
学
校
ま
で
の
育
ち
や
学
び

を
高
等
学
校
等
に
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
も
ち
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人

材
を
育
む
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
豊
か
な
学
び
や
育
ち
の

実
現
と
、
子
ど
も
も
大
人
も
地
域
の
魅
力
を
実
感
・
再
発

見
す
る
こ
と
で
地
域
を
活
性
さ
せ
る
「
人
づ
く
り
と
地
域

づ
く
り
の
好
循
環
の
創
出
を
め
ざ
す
山
口
県
の
地
域
連
携

教
育
」
の
充
実
に
向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。

山
口
県

古
屋
　
圭
宣

山
口
県
教
育
庁
地
域
連
携
教
育
推
進
課 

地
域
連
携
教
育
班

―
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
と
の
一
体
的
な
推
進
―

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

「やまぐち型地域連携教育」の仕組み

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育
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中
学
生
発
！ 

「
ふ
る
さ
と
須
佐
を
元
気
に
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

須
佐
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
や
畳
ケ
淵
な
ど
、
萩
ジ
オ
パ
ー

ク
を
構
成
す
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
地
域
に
あ
る
須

佐
中
学
校
は
、
全
校
生
徒
数
29
人
の
小
規
模
校
で
あ
る
。 

学
校
教
育
目
標
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
須
佐
を
誇
り
に
思

い
、
志
高
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
生
徒
の
育
成
」
を

具
現
化
す
る
た
め
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に
、
須
佐
地
域
魅

力
再
発
見
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置
付
け
、
地
域
連
携
教
育

を
通
じ
て
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
め
ざ

し
、「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
へ
の
貢
献
に
努

め
て
い
る
。

「
須
佐
に
も
っ
と
人
を
集
め
た
い
！
」
と
い
う
生
徒
の

◆◆◆

願
い
か
ら
動
き
始
め
た
「
ふ
る
さ
と
須
佐
を
元
気
に
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

多
く
の
人
に
発
信
す
る
活
動
と
し
て
、
中
学
生
を
主
体
と

し
た
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
小
中
９
年
間

の
系
統
的
な
学
び
を
通
し
て
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
が
肝
要

と
考
え
、
ま
ず
は
教
職
員
が
協
議
を
重
ね
な
が
ら
既
存
の

取
り
組
み
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
体
系
的
に
再
整
理
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

い
よ
い
よ
本
格
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ
る
べ

く
、
地
域
の
魅
力
を
テ
ー
マ
に
小
学
生
、
中
学
生
、
地
域

住
民
等
に
よ
る
熟
議
を
重
ね
て
準
備
を
進
め
て
い
た
矢

先
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
学

校
は
臨
時
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
状
況
の

中
、
地
元
公
民

館
か
ら
の
提
案

と
全
面
的
な
協

力
に
よ
り
、
生

徒
た
ち
が
須
佐

地
域
の
魅
力
を

紹
介
す
る
バ
ー

チ
ャ
ル
・
リ
ア

リ
テ
ィ（
Ｖ
Ｒ
）

動
画
を
制
作
す

る
こ
と
と
な
っ

た
。
地
元
の
観

光
地
な
ど
を
３

６
０
度
撮
影
の

動
画
に
収
め
、

生
徒
た
ち
自
ら

が
解
説
も
付
け
た
。
地
域
と
の
協
働
に
よ
っ
て
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
地
域
の
方
々
と
と
も
に
須
佐
の
魅
力

を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
広
く
そ
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
眼
差
し
や
姿
か
ら
、
ふ
る
さ

と
須
佐
を
誇
り
、
愛
す
る
心
が
豊
か
に
育
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

振
り
返
り
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、
す
べ
て
の
生
徒
が
、

こ
の
取
り
組
み
を
学
校
や
地
域
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
活

動
だ
と
捉
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
通
し
て
地
域
の
方
と
の
つ
な
が
り
が
深
ま

っ
た
と
実
感
す
る
生
徒
の
割
合
も
増
え
て
い
る
。「
地
域

の
方
と
も
っ
と
か
か
わ
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
も

ち
、
今
後
の
活
動
に
対
し
て
よ
り
具
体
的
で
前
向
き
な
提

案
が
で
き
る
生
徒
も
増
え
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
活
動
の
様
子
を
学
校
便
り
や
学
校
の
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
た
り
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
り
、
Ｖ
Ｒ
動
画
が
萩
市
の
公
式
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
さ
れ
た

り
し
た
こ
と
で
、
家
庭
に
も
こ
の
活
動
が
認
知
さ
れ
て
き

た
。
地
域
に
向
け
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
緯
や
目
的

な
ど
を
ま
と
め
た
動
画
を
視
聴
す
る
機
会
を
設
け
た
り
、

発
信
し
た
り
し
た
こ
と
で
周
知
が
進
み
、
地
域
活
性
化
の

核
と
な
る
学
校
の
存
在
感
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
ば
か

り
で
あ
る
。

「
萩
か
ら
来
ま
し
た
」
で
は
な
く
「
萩
市
須
佐
か
ら
来

ま
し
た
。
須
佐
は
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち
で
す
」
と

紹
介
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
学
校
運
営
協

議
会
長
の
願
い
が
か
な
う
よ
う
に
、
ま
た
数
年
後
、
再
び

ふ
る
さ
と
須
佐
に
戻
り
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
活
性
化

に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連

携
し
て
育
て
て
い
く
た
め
、
須
佐
中
学
校
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

地域の魅力発信に向けた地域の方々と中学生による熟議

地域の方々と中学生との協働による VR 動画の撮影（畳ケ淵にて）
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受
験
指
導
か
ら
教
室
外
の
活
動
ま
で

高
知
県
四
万
十
町
に
あ
る
町
営
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」
は
、

地
元
高
校
の
存
続
と
魅
力
化
を
目
的
と
し
た
四
万
十
町
人

材
育
成
事
業
の
一
環
と
し
て
２
０
１
６
年
冬
に
立
ち
上

げ
、
株
式
会
社FoundingBase

が
業
務
委
託
を
受
け
て

運
営
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
２
校
あ
る
県
立
高
校
に
通
う

生
徒
は
、
誰
で
も
月
２
０
０
０
円
の
教
材
費
の
み
で
通
う

こ
と
が
で
き
、
全
校
生
徒
の
お
よ
そ
６
割
（
高
校
２
校
合

わ
せ
て
約
90
人
）
が
、
放
課
後
の
学
び
場
と
し
て
「
じ
ゆ

う
く
。」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

「
じ
ゆ
う
く
。」
で
は
、〝
ト
ビ
ラ
を
拓
く
〟
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
三
つ
の
テ
ー
マ
で
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、〝
知
の
ト
ビ
ラ
〟。
日
々

の
学
習
や
定
期
テ
ス
ト
対
策
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
難

関
大
学
を
含
む
受
験
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
目
標
に
向

か
っ
て
取
り
組
む
「
学
び
」
の
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
で
、
英
語
の
授
業
と
、
勉
強
の
「
や
り
方
」

を
学
ぶ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
と
い
う
授
業
を
メ
イ
ン
で

◆◆◆

実
施
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、〝
好
奇
心
の
ト
ビ
ラ
〟。

子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
あ
る
「
ワ
ク
ワ
ク
」
と
出
会
う
き

っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、
宇
宙
・
ア
ー
ト
・
音

楽
・
情
報
な
ど
、
身
近
な
物
事
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
楽
し
く
学
ぶ
テ
ー
マ
授
業
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
で

活
躍
す
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
出
会
う
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は
、〝
挑
戦
の
ト
ビ
ラ
〟。

子
ど
も
た
ち
が
教
室
の
外
に
出
て
、
仲
間
と
協
働
し
て
取

り
組
む
機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
食
材
を
使
用

し
た
商
品
を
開
発
し
、地
域
の
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
し
た
り
、

他
地
域
の
中
高
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
り
、
一
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
り
あ
げ
た
り
、
内
容
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。

生
徒
一
人
一
人
に
あ
っ
た
通
い
方

「
じ
ゆ
う
く
。」
に
通
う
生
徒
た
ち
は
、
基
本
的
に
週
１

〜
２
コ
マ
の
授
業
を
選
択
し
て
受
講
し
ま
す
。「
定
期
テ

ス
ト
が
不
安
」
と
い
う
生
徒
は
、
勉
強
の
や
り
方
を
学
ぶ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
と
い
う
授
業
を
受
講
し
、「
大
学

◆◆◆

に
進
学
し
た
い
！
」
と
い
う
生
徒
は
、
進
学
準
備
コ
ー
ス

と
い
う
授
業
で
、
自
分
が
学
び
た
い
学
問
や
興
味
が
あ
る

進
路
先
に
つ
い
て
調
べ
た
り
と
、
生
徒
一
人
一
人
の
状
況

や
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
通
い
方
が
選
択
で
き
ま
す
。
ま
た
、

定
期
テ
ス
ト
２
週
間
前
か
ら
は
通
常
の
授
業
を
変
更
し
、

目
標
設
定
の
仕
方
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
立
て
方
を
一
か
ら

教
え
て
い
ま
す
。

授
業
以
外
の
放
課
後
に
、「
じ
ゆ
う
く
。」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
例
え
ば
、
マ
ル
シ
ェ

出
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
生
徒
は
、
商
品
開
発
の

試
作
を
し
た
り
、
地
域
の
農
家
さ
ん
を
訪
問
し
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
た
り
し
な
が
ら
、科
目
の
学
習
だ
け
で
な
く
、

地
域
や
社
会
に
つ
い
て
も
学
ん
で
い
ま
す
。

教
室
で
は
、
生
徒
と
ス
タ
ッ
フ
の
間
で
「
〇
〇
に
興
味

あ
る
の
？　

そ
れ
な
ら
こ
ん
な
学
校
で
学
べ
る
よ
！
」「
こ

四
万
十
町
営
塾

「
じ
ゆ
う
く
。」

（
高
知
県
四
万
十
町
）

高
橋
　
沙
希

四
万
十
町
営
塾
「
じ
ゆ
う
く
。」
塾
長

（
株
式
会
社FoundingB

ase

）

―
官
民
連
携
で
つ
く
る
地
域
教
育
の
新
た
な
形
―

町
内
の
高
校
生
な
ら
誰
で
も
通
え
る
町
営
塾

「じゆうく。」の教室

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育
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ん
な
お
も
し
ろ
い
人
が
い
て
さ
」
と
い
っ
た
会
話
が
日
常

的
に
聞
か
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
二
十
代
で
生
徒
と

の
距
離
感
が
近
く
、
気
軽
に
キ
ャ
リ
ア
の
話
や
日
常
生
活

で
の
悩
み
な
ど
も
話
せ
る
こ
と
も
「
じ
ゆ
う
く
。」
の
強

み
で
す
。

見
え
て
き
た
生
徒
の
変
化
と
地
域
の
変
化

立
ち
上
げ
か
ら
６
年
目
を
迎
え
、
少
し
ず
つ
成
果
が
出

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
１
〜
２
年
で
大
き
く
変
化
し
た
の
が
、

大
学
合
格
実
績
と
大
学
進
学
希
望
者
の
増
加
で
す
。
こ
れ

ま
で
は
、
学
力
が
及
ば
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
難
関
大
学

は
も
ち
ろ
ん
、
大
学
進
学
を
目
指
さ
な
い
生
徒
が
多
い
状

況
で
し
た
。
し
か
し
、塾
や
学
校
で
の
活
動
を
通
じ
て
、「
地

域
活
性
化
に
つ
い
て
学
ん
で
み
た
い
」「
大
学
に
行
っ
て
留

学
を
し
て
み
た
い
」
そ
ん
な
想
い
を
口
に
す
る
生
徒
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
の
高
校
を
選
ば
れ
る
学
校

◆◆◆

に
す
る
た
め
に
は
、
高
校
卒
業
後
の
「
出
口
」
の
魅
力
を

高
め
、
多
様
化
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
２
年
前

か
ら
大
学
受
験
指
導
を
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

１
日
１
時
間
勉
強
す
る
の
も
難
し
い
、
通
常
１
週
間
程

度
で
終
わ
る
教
材
に
１
年
か
か
る
、
勉
強
が
辛
い
と
泣
き

出
し
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
生
徒
た
ち
が
「
大
学
に
行
き
た

い
」
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
２
時
間
、
６
時
間
、
10
時
間

と
勉
強
時
間
が
増
え
て
い
き
、
文
句
も
言
わ
ず
弱
音
も
吐

か
ず
、
机
に
向
か
い
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
受
験
対
策
に
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
っ
た
２
年
間
で
、
県
内
や
近
隣
の
国
公
立
大
学
や
近

畿
の
私
立
大
学
へ
の
合
格
者
を
複
数
出
す
こ
と
が
で
き
、

現
在
で
は
、
生
徒
の
半
数
以
上
が
大
学
進
学
を
希
望
す
る

と
い
う
状
況
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
々
や
地
域
の
方
々
の
認
識
に
も
、
変
化
が

あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、

町
内
高
校
の
入
学
者
数
は
右
肩
上
が
り
。
保
護
者
の
方
に

子
ど
も
を
入
学
さ
せ
た
理
由
を
伺
う
と
、「
家
が
近
い
の

で
」「
こ
こ
な
ら
入
れ
る
の
で
」
と
い
う
声
が
多
か
っ
た

以
前
に
比
べ
て
、「
大
学
進
学
を
考
え
て
い
る
の
で
」「
先

輩
た
ち
の
姿
を
み
て
楽
し
そ
う
だ
と
言
っ
て
い
た
の
で
」

と
い
う
前
向
き
な
声
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

地
域
の
方
々
か
ら
も
、「
広
報
誌
で
高
校
生
が
頑
張
っ
て

る
姿
み
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
が
い
た
り
、

「
若
い
人
た
ち
の
未
来
へ
の
投
資
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
、

書
籍
や
教
材
を
買
う
お
金
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
る
方
が
い

た
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
温
か
い
眼
差
し
が
よ
り
一
層
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

四
万
十
町
に
関
わ
り
続
け
る
き
っ
か
け
を

私
た
ち
が
今
後
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
、
高
校
３
年
間

だ
け
で
な
く
、
中
学
３
年
生
〜
大
学
卒
業
ま
で
「
じ
ゆ
う

く
。」
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
拡
大
す
る
こ
と
で
す
。
８
年

間
「
じ
ゆ
う
く
。」
に
関
わ
る
こ
と
で
、
長
期

に
わ
た
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
挑
戦
を
支
援
す
る

こ
と
が
で
き
、
進
学
の
た
め
に
町
外
に
出
た
と

し
て
も
、
地
域
に
関
わ
り
続
け
る
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
、
町
内
中
学
校
の
３
年

生
を
対
象
と
し
た
「
じ
ゆ
う
く
。」
中
学
部
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
ま
た
、
卒
業
生
の
オ
ン
ラ
イ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
後

は
、
大
学
生
が
長
期
休
み
に
「
じ
ゆ
う
く
。」

で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
た
り
、
自
分
の
研

究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
四
万
十
町
に
戻
っ
て
き

た
り
す
る
循
環
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆◆◆
「じゆうく。」スタッフ集合写真

地域のマルシェに出展した際の生徒の様子

大学受験を乗り越えた卒業生

25 2022・10 月号 地域づくり 特集編 2022・10 月号地域づくり 特集編 24



特 集
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
通
じ
た 

学
び
の
保
障
と
多
様
な
学
び
の
創
出

長
崎
県
は
全
国
で
最
も
多
く
の
離
島
を
有
す
る
県
で
あ

り
、
離
島
地
区
に
13
の
県
立
高
校
が
あ
り
ま
す
。
本
県
で

も
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、特
に
離
島
地
区
や
半
島
地
区
に
所
在
す
る
学
校
で
は
、

生
徒
数
の
減
少
が
顕
著
で
す
。長
崎
県
教
育
委
員
会
で
は
、

１
人
１
台
端
末
や
高
速
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、
県
内
の
す
べ
て
の
地
域
で
、
一
人

ひ
と
り
の
学
力
や
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
多
様
な
学
び
を

実
現
す
べ
く
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
間
連
携
に
よ
る 

学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業

◆◆◆◆◆◆

長
崎
県
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
学
校
間
連

携
に
よ
る
学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
本
事
業
で
は
、「
遠
隔
授
業
」「
進
路
指
導
」

「
探
究
活
動
」
と
い
っ
た
学
校
間
連
携
の
い
く
つ
か
の
柱

を
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
～
４
校
の
指
定
校
間
に
お
け
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
フ
ル
活
用
し
た
協
働
体
制
を
構
築
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
自
治
体
や
大
学
・
企
業
等
と
の
連
携
体
制
を
充
実
さ

せ
、
学
校
の
枠
を
超
え
た
学
び
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

例
え
ば
「
遠
隔
授
業
」
で
は
、
学
校
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
活
用
し
た
教
育
内
容
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
県
内
に
８
校
あ
る
総
合
学
科
の
生
徒
（
希

望
者
）
を
対
象
に
、
夏
休
み
の
オ
ン
ラ
イ
ン
韓
国
語
講
座

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
や
が
て

は
各
校
の
選
択
科
目
を
充
実
さ
せ
、
将
来
的
に
、
例
え
ば

ど
の
学
校
か
ら
で
も
他
校
で
開
設
さ
れ
る
授
業
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
受
講
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
今
年

度
実
施
す
る
韓
国
語
講
座
で
は
、
語
学
に
お
け
る
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
効
果
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
検
証
す
る
と
と

も
に
、
共
通
の
興
味
・
関
心
を
も
つ
生
徒
が
学
校
の
枠
を

超
え
て
学
び
合
う
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
の
進
路
希
望
が
多
様
化
す
る
中
、
離
島

等
の
生
徒
は
、
授
業
外
で
進
学
や
就
職
に
向
け
た
指
導
を

受
け
る
機
会
が
少
な
く
、
都
市
部
の
生
徒
と
比
べ
て
大
き

な
ハ
ン
デ
が
あ
り
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
県
内
の
専
門
学

校
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
指
定
校
で
公
務
員
を
希
望
し
て

い
る
生
徒
を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
公
務
員
試
験
対
策

講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
学
校
間
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
面
接

指
導
や
教
材
の
共
有
等
も
行
い
、
指
定
校
が
協
働
し
て
一

人
ひ
と
り
の
進
路
希
望
に
応
じ
た
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
探
究
活
動
に
お

け
る
学
校
や
学
科
の
枠
を
超
え
た
共
同
研
究
や
、生
徒
会
・

部
活
動
等
の
特
別
活
動
に
お
け
る
交
流
な
ど
生
徒
の
主
体

的
な
学
び
に
つ
な
が
る
協
働
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想

本
県
で
は
、
も
う
一
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
令
和
３

年
度
か
ら
文
科
省
委
託
事
業
で
あ
る
「
地
域
社
会
に
根
ざ

し
た
高
等
学
校
の
学
校
間
連
携
・
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
事
業
（
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

想
）」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
離
島
や
山
間
部
の
高
校
に
お
け
る
遠
隔
授

業
な
ど
を
活
用
し
た
教
育
課
程
の
充
実
や
、
地
元
自
治
体

等
の
関
係
機
関
と
の
協
働
を
目
指
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
て
お
り
、
13
の
道
県
が
取
り
組
ん
で
い
ま

◆◆◆

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
ハ
ン
デ
乗
り
越
え
る

�

長
崎
な
ら
で
は
の
教
育

―
遠
隔
授
業
や
進
路
指
導
、
夏
休
み
は
韓
国
語
講
座
も
―

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

長
崎
県

吉
岡
　
英
雄

長
崎
県
教
育
庁
高
校
教
育
課 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
室 

指
導
主
事

杉
野
　
隆
之

長
崎
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
室 

「
地
域
社
会
に
根
ざ
し
た
高
等
学
校
の
学
校
間
連
携
・ 

協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
」
Ｃ
Ｉ
Ｏ

27 2022・10 月号 地域づくり 特集編 2022・10 月号地域づくり 特集編 26

11



特 集

す
。
本
県
に
お
い
て
は
、N

agasaki R
em

ote Islands 
Learning N

etw
ork

（
通
称R

IL-N
et

／
リ
ル
ネ
ッ
ト
）

を
形
成
し
、
五
島
列
島
の
一
島
一
校
の
小
規
模
校
で
あ
る

宇う

久く

高
校
、
奈な

留る

高
校
、
北ほ

く

松し
ょ
う

西
高
校
と
、
本
県
の
遠

隔
授
業
先
進
校
で
あ
る
壱い

岐き

高
校
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

R
IL-N

et
の
目
的
は
、「
小
規
模
校
に
よ
る
互
い
の
教

育
資
源
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」「
幅
広
い
選

択
科
目
の
開
設
や
探
究
活
動
の
充
実
な
ど
質
の
高
い
教
育

活
動
の
実
践
」「
学
校
の
更
な
る
特
色
化
・
魅
力
化
と
生

徒
の
多
様
な
進
路
の
実
現
」
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
、
社
会
の
変
化
に
主
体

的
に
関
わ
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
卒
業
後
に
地
域
を
支
え
る

人
材
の
育
成
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
小
規
模
校
３
校
が
相
互
に
地
理
歴
史
科

（
日
本
史
・
世
界
史
・
地
理
）
の
遠
隔
授
業
を
実
施
し
単

位
認
定
を
行
う
こ
と
と
、
探
究
活
動
に
お
け
る
成
果
の
共

有
や
共
同
研
究
等
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
実
績
と
し
て
、
先
進
校
（
壱
岐
高
校
）
に

よ
る
モ
デ
ル
授
業
配
信
や
、
奈
留
高
校
に
よ
る
地
理
総
合

の
試
行
配
信
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
専
用
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト https://

core-hs.new
s.ed.jp 

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

多
く
の
離
島
や
半
島
を
抱
え
、
こ
れ
ま
で
地
理
的
制
約

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
本
県
の
教
育
を
充
実

さ
せ
る
に
あ
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
遠
く
に
い
る
人
々
と

つ
な
が
っ
た
り
、
教
員
や
外
部
機
関
等
の
教
育
資
源
を
学

校
間
で
共
有
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
都
市
部
で
あ
っ
て
も

離
島
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
が
生
き
生
き
と
活
動
し
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
が
展
開
さ
れ
る
「
長
崎
な
ら
で

は
」
の
教
育
の
実
現
を
目
指
し
て
今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

壱岐高校から他の高校へ遠隔授業配信を行ったときの様子。左上は壱岐市の博物館、
下段中央は島内の古墳から配信するなど、本物に触れる授業を展開した

RIL-Net の概要図。令和３年度は壱岐高校から配信し、
宇久高校・奈留高校・北松西高校で受信した

地理総合の遠隔合同授業風景。奈留高校より配信し、宇久高校・北松西高校で受信している。
休憩後に教師が授業を再開してよいかを尋ね、生徒がジェスチャーで答えている
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特 集
熊
本
地
震
か
ら
始
ま
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備

熊
本
市
で
は
２
０
１
６
年
４
月
に
震
度
７
を
観
測
す
る

２
度
の
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た
。
約
１
カ
月
の
休
校
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
安
否
確
認
さ
え
ま
ま
な

ら
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
子
ど
も
た
ち
の

恐
怖
や
不
安
を
取
り
除
く
手
段
は
な
か
っ
た
。
こ
の
熊
本

地
震
で
、
学
校
や
子
ど
も
同
士
が
つ
な
が
る
こ
と
が
い
か

に
大
事
で
あ
る
か
を
経
験
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
早
期
に
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
行
う
決
断
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
政
令
指
定
都
市
の
中
で
最
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
整
備

が
遅
れ
て
い
た
が
「
未
来
へ
の
礎

い
し
ず
え

作
り
と
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

整
備
は
必
要
不
可
決
。一
気
に
大
量
に
投
資
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
い
ち
早
く
使
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
未
来
へ
の
投
資
で
あ
る
」
と
い
う
大
西
一
史
市
長
の

考
え
の
も
と
一
気
に
整
備
が
進
ん
だ
。
さ
ら
に
「
今
後
の

社
会
が
こ
の
ま
ま
続
く
の
か
、
そ
れ
と
も
全
く
違
う
社
会

◆◆◆

に
な
る
の
か
、
そ
れ
す
ら
わ
か
ら
な
い
。
子
ど
も
た
ち
に

は
、
主
体
的
に
学
ん
で
い
く
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
り
Ａ
Ｉ

な
り
い
ろ
い
ろ
な
人
の
力
を
借
り
て
自
分
が
や
り
た
い
こ

と
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
遠
藤
洋
路
教
育
長
の
考

え
の
も
と
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
環
境
の
整
備
だ
け
で
な

く
学
校
と
力
を
合
わ
せ
て
授
業
改
善
を
進
め
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
状
況

熊
本
市
は
Ｌ
Ｔ
Ｅ
方
式
のiPad

を
導
入
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
熊
本
地
震
の
経
験
も
あ
り
「
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
つ
な
が
る
」
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
た
か
ら
で
あ
る
。

新
学
習
指
導
要
領
全
面
実
施
の
１
年
前
ま
で
に
一
気
に
整

備
す
る
た
め
に
は
こ
の
方
式
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
教
室
外
で
も
つ
な
が
り
、
学
校
か
ら
飛

び
出
し
て
学
び
が
一
気
に
広
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
先
立
ち
、
２
０
１
８
年
度

◆◆◆

か
ら
３
年
計
画
で
子
ど
も
３
人
に
１
台
の
導
入
を
進
め

た
。
全
教
員
に
１
人
１
台
のiPad

を
配
付
す
る
と
と
も

に
普
通
教
室
に
電
子
黒
板
と
実
物
投
影
装
置
も
設
置
し
、

先
行
導
入
校
で
運
用
を
開
始
し
た
。
続
い
て
、
２
０
１
９

年
度
に
は
全
小
学
校
で
、
２
０
２
０
年
度
に
は
全
中
学
校

で
運
用
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
に
よ
り
、
２
０
２
１
年
２

月
か
ら
全
小
中
学
校
で
子
ど
も
１
人
１
台
の
運
用
を
開
始

し
た
。熊

本
市
が
目
指
す
教
育

熊
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、
予
測
困
難
な
社
会
の
変
化

に
対
応
で
き
る
よ
う
「
豊
か
な
人
生
と
よ
り
よ
い
社
会
を

創
造
す
る
た
め
に
、
自
ら
考
え
主
体
的
に
行
動
で
き
る
人

を
育
む
」こ
と
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
る
。
実
現
に
は
、

学
校
生
活
全
体
が
子
ど
も
に
と
っ
て
自
ら
考
え
主
体
的
に

行
動
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
各
種
の
学
校
改
革
を
進
め
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入

も
こ
う
し
た
学
校
改
革
の
一
環
と
し
て
推
進
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
す
る
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
授
業
で
使
う
こ
と
自

体
が
目
的
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
熊
本
市
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
目
的
は
、「
先
生
が
教
え
る
授
業
」

か
ら
「
子
ど
も
が
学
び
と
る
」
授
業
へ
の
改
善
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
が
自
ら
考
え
学
び
合
う
ツ
ー
ル
と
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
の
で
あ
る
。

学
校
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
環
境
づ
く
り 

質
の
高
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
存
在
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
は

欠
か
せ
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
が
月
に
３
回
程
度
、
各
学

◆◆◆◆◆◆

「
い
つ
で
も　

ど
こ
で
も
」
を

�

重
視
し
た
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備

小
田
　
浩
之

熊
本
市
教
育
セ
ン
タ
ー 

所
長

―
主
体
的
に
行
動
で
き
る
人
を
育
む
授
業
へ
の
改
善
―

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

熊
本
県
熊
本
市
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校
を
訪
れ
て
教
師
の
不
安
を
解
消
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
が
進
ん
で
い
る
学
校
ほ
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
活
用
が
授

業
支
援
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て
さ
ら
な
る
増
員
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

課
題
と
な
っ
て
い
る
教
師
の
意
識
や
ス
キ
ル
の
差
を
埋

め
る
た
め
に
、
多
層
的
な
研
修
の
他
に
学
校
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
訪
問
研
修
、
指
導
主
事
と
一
緒
に
授
業
を
つ
く
り

上
げ
る
「
授
業
づ
く
り
支
援
訪
問
」
等
も
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
的
職
員
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
情
報
化
推
進
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
チ
ー
ム
で
推
進
す
る

仕
組
み
を
作
っ
た
。
さ
ら
に
、
先
生
方
の
優
れ
た
授
業
や

取
り
組
み
を
共
有
し
た
り
、
気
軽
に
交
流
で
き
る
場
を
設

定
し
た
り
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
イ
メ
ー
ジ
の
共

有
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
先
生
方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
た
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やY

ouT
ube

等
も
活
用
し
て

い
る
。

ま
た
、
学
校
や
教
育
委
員
会
だ
け
で
は
、
学
校
改
革
は

で
き
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
た
「
地
域
の

力
」
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の
初
期
段

階
か
ら
熊
本
大
学
、
熊
本
県
立
大
学
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と

産
学
官
連
携
協
定
を
締
結
し
、
多
層
的
な
研
修
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
「
熊
本
市
版
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
モ
デ
ル
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
を
作
成
す
る
等
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
や
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

広
が
る
可
能
性
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
学
習
へ

熊
本
市
で
は
、
子
ど
も
が
端
末
を
毎
日
持
ち
帰
っ
て
い

る
。
Ｌ
Ｔ
Ｅ
方
式
の
端
末
は
、
家
庭
の
環
境
に
左
右
さ
れ

な
い
。
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
家
庭
で
実
践
し
、
動
画
に

ま
と
め
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
が
可
能
に
な
る
。ま
た
、

◆◆◆

学
校
か
ら
電
子
化
し
た
文
書
を
配
付
し
家
庭
で
閲
覧
す
る

等
、開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
も
活
用
で
き
る
。
さ
ら
に
、

自
由
な
発
想
で
多
様
な
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
、
端
末
の

制
限
を
限
界
ま
で
外
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
り

動
画
の
閲
覧
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
な
か
に
は
、
長
時
間
使
用
し
て
し
ま
う
子
ど
も
も

い
る
。
そ
こ
で
、回
線
使
用
量
を
毎
月
学
校
に
知
ら
せ
て
、

保
護
者
、
子
供
と
一
緒
に
使
い
方
を
見
直
し
て
も
ら
う
機

会
と
し
て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、
不
登

校
の
子
ど
も
も
参
加
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
不
登
校
の
子
ど
も
へ

の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
支
援
を
本
年
度
４
月
か
ら
正
式
に
開

始
し
て
い
る
。
昨
年
度
実
験
的
に
実
施
し
た
際
、
子
ど
も

か
ら
は
感
謝
や
前
向
き
の
コ
メ
ン
ト
が
多
く
、
登
校
に
つ

な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

導
入
か
ら
数
年
経
ち
バ
ッ
テ
リ
ー
劣
化
等
の
心
配
も
出

て
き
た
。
国
か
ら
の
継
続
し
た
補
助
が
不
透
明
な
中
、
端

末
の
更
新
も
迫
っ
て
き
て
い
る
が
、
１
人
１
台
の
環
境
は
こ

れ
ま
で
の
学
び
を
大
き
く
変
え
た
。
こ
れ
か
ら
目
指
す
と

こ
ろ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
学
び
を
深
め
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
子
ど
も
が
使
い
た
い
と
き
に
使
い
た
い
ツ
ー

ル
を
選
択
し
、
活
用
し
て
い
く
よ
う
な
学
習
で
あ
る
。
自

由
自
在
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
、
予
測
困
難
な
社
会

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
力
を
育
む
た
め
、
よ
り
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。タブレットを使って説明する４年生

タブレットを中心に話し合う２年生
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論文学

校
と
地
域
の
双
方
向
の
関
係
づ
く
り

中
央
教
育
審
議
会
の
２
０
１
５
年
の
答
申
は
（
注
１
）、

「
こ
れ
か
ら
の
公
立
学
校
は
、『
開
か
れ
た
学
校
』
か
ら
更

に
一
歩
踏
み
出
し
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
子
供
た
ち
を
育

て
る
の
か
、
何
を
実
現
し
て
い
く
の
か
と
い
う
目
標
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
地
域
住
民
等
と
共
有
し
、 

地
域
と
一
体
と
な
っ

て
子
供
た
ち
を
育
む
『
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
』
へ
と

転
換
」
し
、
ま
た
、「
学
校
を
核
と
し
た
協
働
の
取
組
を

通
じ
て
、
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
自
立
し

た
地
域
社
会
の
基
盤
の
構
築
を
図
る
『
学
校
を
核
と
し
た

地
域
づ
く
り
』」
を
推
進
す
る
よ
う
提
言
し
た
。
こ
れ
ら

の
推
進
に
よ
っ
て
、
人
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
の
好
循
環

を
生
み
出
し
、
住
民
の
活
躍
の
場
を
創
出
し
て
ま
ち
に
活

力
を
生
み
出
し
、
地
方
創
生
の
実
現
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

期
待
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
よ

っ
て
「
学
校
と
地
域
の
よ
り
密
接
な
連
携
・
協
働
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
は
、
魅
力
あ
る
学
校
と
地
域
づ
く
り
の
推

進
に
つ
な
が
る
大
き
な
契
機
と
な
り
得
る
」
と
述
べ
た
よ

う
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
地
域
づ
く
り
も
担

う
仕
組
み
だ
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と 

学
校
運
営
協
議
会

こ
こ
で
言
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
以
下
「
Ｃ

Ｓ
」）
は
法
律
に
基
づ
い
て
学
校
運
営
協
議
会
（
以
下
「
協

議
会
」）
を
設
置
す
る
学
校
の
通
称
で
、
現
在
そ
の
導
入

校
は
１
０
０
０
０
校
を
超
え
た
。
協
議
会
に
は
、
①
学
校

運
営
の
基
本
方
針
の
承
認
②
教
育
委
員
会
や
校
長
に
対
す

る
学
校
運
営
意
見
の
申
し
出
③
任
命
権
者
に
対
す
る
教
職

員
の
任
用
に
関
す
る
意
見
申
し
出
―
―
と
い
う
三
つ
の
権

限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
権
限
の
限
り
で
は
学
校
改
善
の
仕
組
み
だ
と
解

せ
る
が
、
Ｃ
Ｓ
と
言
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
機
能
が
広
が

人
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
の
好
循
環

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
地
域
づ
く
り
―

佐
藤
　
晴
雄

日
本
大
学
教
授
・
放
送
大
学
客
員
教
授

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育

筆者プロフィール

佐藤 晴雄氏
（さとう・はるお）

東京都大田区教育委員会、帝京大学助教授を経て現職。大阪
大学大学院人間科学研究科博士後期課程修了、博士（人間科学）。
中央教育審議会専門委員、文部科学省コミュニティ・スクール
関連の調査研究協力者会議委員等を歴任。日本学習社会学会常
任理事・顧問（元会長）、日本教育経営学会理事などを務める。
主要著書に、『コミュニティ・スクール』（エイデル研究所）、『コ
ミュニティ・スクールの成果と展望』（ミネルヴァ書房）など
がある。

31 2022・10 月号 地域づくり 特集編 2022・10 月号地域づくり 特集編 30



り
、
地
域
連
携
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
意
欲
と

工
夫
が
あ
る
学
校
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。た
と
え
ば
、

あ
る
学
校
で
は
Ｃ
Ｓ
と
記
し
た
看
板
な
ど
を
外
部
に
設
置

し
、
Ｃ
Ｓ
で
あ
る
こ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
、
地
域
住
民
等

の
協
力
が
得
や
す
く
な
り
、
地
域
連
携
が
活
性
化
す
る
と

言
う
。
こ
れ
は
協
議
会
の
活
動
を
超
え
た
Ｃ
Ｓ
の
イ
メ
ー

ジ
戦
略
が
も
た
ら
す
波
及
効
果
で
あ
る
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
協
議
会
は
学

校
支
援
に
関
す
る
協
議
と
そ
の
情
報
提
供
を
行
う
も
の
と

さ
れ
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
な
ど
学
校
運
営
に
資

す
る
活
動
を
行
う
者
も
委
員
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の

地
域
学
校
協
働
活
動
に
は
学
校
支
援
活
動
の
他
に
、
地
域

行
事
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
な
お
、
前
記
答
申
も
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
本
部
の
一
体
的
・

効
果
的
な
推
進
」
を
提
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
協
議
会
と

協
働
本
部
と
の
関
係
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ

ま
り
、
学
校
運
営
協
議
会
の
法
律
上
の
役
割
と
Ｃ
Ｓ
と
し

て
の
役
割
は
同
一
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

マ
ル
チ
コ
ア
協
働
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ

地
域
づ
く
り
は
、「
多
く
の
課
題
を
地
域
主
体
が
ク
リ

ア
し
な
が
ら
総
和
と
し
て
」
成
し
遂
げ
ら
れ
る
た
め
、
特

定
主
体
が
一
貫
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ
り

も
課
題
毎
に
リ
ー
ド
主
体
が
変
化
す
る
も
の
と
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
（
注
２
）。
こ
の
よ
う
な
協
働
の
在
り
方
は
マ
ル

チ
コ
ア
協
働
と
呼
ば
れ
る
。
地
域
づ
く
り
に
は
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
の
ほ
か
に
、
福
祉
・
健
康
や
文
化
芸
術
、
教
育
な
ど

生
活
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
一
元

的
に
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
マ

ル
チ
コ
ア
協
働
の
も
と
で
は
、
教
育
に
関
す
る
課
題
解
決

に
は
Ｃ
Ｓ
が
主
体
に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
立
条
件
に
は
、
①
他

と
区
画
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
あ
る
こ
と
②
そ
こ
に
所
属
し
て

い
る
帰
属
意
識
を
持
っ
た
人
び
と
の
存
在
③
互
酬
性
の
規

範
の
存
在
―
―
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
（
注
３
）。
こ
の
条

件
を
学
校
に
当
て
は
め
る
と
、
ま
ず
小
中
学
校
に
は
他
と

区
画
さ
れ
た
校
区
（
通
学
区
域
）
が
あ
る
。
そ
の
校
区
は

多
く
の
住
民
に
と
っ
て
学
校
を
介
し
た
共
通
経
験
の
場
で

あ
る
か
ら
帰
属
意
識
を
強
め
、
さ
ら
に
「
お
互
い
様
」
意

識
と
言
う
互
酬
性
を
も
た
ら
す
。
し
た
が
っ
て
、
Ｃ
Ｓ
が

校
区
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
捉
え
て
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ

と
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｃ
Ｓ
の
成
長
過
程

や
や
古
い
調
査
だ
が
（
注
４
）、
Ｃ
Ｓ
の
校
長
の
成
果

認
識
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
学
校
と
地
域
が
情
報
を
共
有

す
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
地
域
が
学
校
に
協
力
的
に
な
っ

た
」
の
肯
定
値
は
８
割
を
超
え
て
い
た
。「
地
域
が
活
性

化
し
た
」
は
約
51
％
と
低
い
が
、
Ｃ
Ｓ
経
験
が
10
年
の
場

合
は
70
％
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
に
は
一
定

の
期
間
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｃ
Ｓ
の
経
験
過
程
に
注
目
し
た
の
が
さ
い

た
ま
市
の
「
Ｃ
Ｓ
成
長
モ
デ
ル
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｓ

を
成
長
す
る
も
の
と
捉
え
て
、
そ
の
導
入
時
の
「
始
動
ス

テ
ー
ジ
」
か
ら
「
信
頼
」「
成
長
進
行
」「
成
熟
」「
進
化
・

発
展
」
へ
と
成
長
し
て
い
く
５
ス
テ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い

る
（
注
５
）。
地
域
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
や

連
携
シ
ス
テ
ム
の
形
成
な
ど
か
ら
始
ま
っ
て
徐
々
に
進
化

し
、
最
後
の
「
進
化
・
発
展
ス
テ
ー
ジ
」
で
は
「
学
校
を

中
心
に
つ
な
が
っ
た
絆
は
、
地
域
の
力
を
高
め
、
地
域
の

人
々
に
安
心
と
生
き
が
い
を
与
え
る
」
段
階
に
成
長
し
て

い
く
と
す
る
モ
デ
ル
を
描
く
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
も
、
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
は

短
期
間
に
達
成
す
る
の
は
難
し
く
、
一
定
の
年
数
を
経
て

得
ら
れ
る
成
果
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｓ
に
よ
る
地
域
づ
く
り

（
１
）
特
色
あ
る
Ｃ
Ｓ
の
取
り
組
み

そ
れ
で
は
、
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
特
徴
を
い
く

つ
か
の
事
例
か
ら
み
て
み
よ
う
。

看板によって CS をアピール

特 集
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①
「
子
縁
」
に
よ
る
地
域
づ
く
り

千
葉
県
習
志
野
市
立
秋
津
小
学
校「
秋
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

秋
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
校
区
住
民
を
対
象
に
、
趣
味
な

ど
の
多
様
な
活
動
を
応
援
す
る
組
織
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

学
校
と
地
域
で
行
う
大
運
動
会
を
は
じ
め
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
な
ど
各
種
行
事
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
重
要

な
の
が
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
住
民
相
互
が
つ

な
が
り
、
地
域
活
性
化
が
図
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
子
を
持

た
な
い
住
民
も
学
校
で
児
童
と
触
れ
合
い
、
他
の
住
民
と

の
交
流
を
深
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
子
を
媒
介
に
し
た

地
域
づ
く
り
を
「
子
縁
」
と
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
活
動
自
体
は

協
議
会
と
は
別
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｓ
と
し
て

の
活
動
展
開
に
な
る
。

②
問
題
解
決
に
よ
る
地
域
づ
く
り

福
岡
県
春
日
市
立
春
日
西
中
学
校
「
お
や
パ
ト
」

同
校
は
２
０
０
９
年
の
生
徒
の
補
導
件
数
が
１
０
０
０

件
超
に
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
お
や
じ
の
会
を
は
じ
め
、

教
員
や
警
察
も
交
え
て
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
年
20
回
近
く

実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
元
々
深
夜
徘は

い

徊か
い

に
よ
る
補
導

が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
翌
年
の
補
導
件

は
24
件
に
激
減
し
、さ
ら
に
地
域
の
防
犯
意
識
が
高
ま
り
、

「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
も
Ｃ
Ｓ
と
し
て
の
成
果
で
あ
る
。

③
離
島
の
地
域
づ
く
り

山
口
県
柳
井
市
立
平
郡
東
小
学
校
の
学
校
運
営
協
議
会

同
校
は
柳
井
市
の
南
方
約
20
㌔
に
あ
る
平
郡
島
と
い
う

離
島
唯
一
の
学
校
で
、
２
０
０
３
年
以
来
休
校
に
な
っ
て

い
た
が
、
12
年
４
月
に
ひ
と
り
の
小
学
生
が
入
学
し
て
再

開
し
、
筆
者
が
訪
問
し
た
16
年
当
時
は
児
童
が
４
人
に
増

え
て
い
た
。
授
業
参
観
で
は
児
童
数
よ
り
多
い
住
民
が
教

室
内
で
児
童
を
励
ま
し
た
り
、
住
民
と
児
童
が
公
民
館
で

ひ
な
祭
り
行
事
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
な
ど
の
光
景
も
見
ら

れ
た
。
当
時
の
協
議
会
会
長
は
、
島
に
子
ど
も
が
い
る
こ

と
で
活
気
づ
き
、
特
に
Ｃ
Ｓ
に
な
っ
た
こ
と
で
気
軽
に
学

校
で
子
ど
も
と
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
う
。
Ｃ
Ｓ
は
住
民
と
学
校
を
つ
な
ぐ
契
機
を
も
た
ら

し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
取
り
組
み
は
学
校
運
営
協
議
会
が
直
接
担
う
の

で
は
な
く
、
Ｃ
Ｓ
の
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
で
派
生
的
に
展
開

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
社
会
的
支
援
に
よ
る
地
域
づ
く
り

最
後
に
、
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
視
点
を
ミ
シ
ガ

ン
大
学
（
執
筆
当
時
）
の
ハ
ウ
ス
（J. S.H

ouse

）
に
よ

る
社
会
的
支
援
（
注
６
）
の
考
え
方
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

ハ
ウ
ス
は
社
会
的
支
援
に
お
け
る
行
動
と
し
て
以
下
の
４

タ
イ
プ
を
指
摘
し
て
い
る
。

・
情
緒
的
支
援
＝
尊
敬
や
愛
情
を
寄
せ
、
信
頼
し
、
共
感

し
、
心
配
り
を
行
い
、
相
手
の
話
を
傾
聴
す
る
こ
と
。

・
評
価
的
支
援
＝
ほ
め
た
り
、
良
く
な
い
と
こ
ろ
を
指
摘

し
た
り
す
る
こ
と
。

・
情
報
的
支
援
＝
人
や
環
境
に
関
わ
る
課
題
解
決
に
必
要

な
指
導
助
言
や
指
示
、
情
報
を
与
え
る
こ
と
。

・
道
具
的
支
援
＝
物
や
金
銭
を
提
供
し
、
労
力
や
時
間
を

提
供
し
た
り
、
環
境
を
整
備
し
た
り
す
る
こ
と
。

こ
の
社
会
的
支
援
に
よ
る
地
域
づ
く
り
も
Ｃ
Ｓ
の
課
題

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、秋
津
小
学
校
は
「
子
縁
」

に
よ
っ
て
人
び
と
が
集
ま
り
、
共
感
し
合
う
場
と
し
て
機

能
し
（
情
緒
的
支
援
、
道
具
的
支
援
）、
子
ど
も
に
体
験

活
動
の
場
を
提
供
し
て
指
導
助
言
を
行
っ
て
い
る
（
情
報

的
支
援
、
評
価
的
支
援
）。
春
日
西
中
学
校
で
は
補
導
数

の
増
加
と
言
う
課
題
解
決
の
た
め
に
Ｃ
Ｓ
関
係
の
人
び
と

が
環
境
浄
化
に
惜
し
み
な
く
力
を
注
ぎ
（
道
具
的
支
援
）、

生
徒
へ
の
声
か
け
な
ど
で
評
価
的
支
援
や
情
緒
的
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
平
郡
東
小
学
校
は
特
に
子
ど
も
た
ち
を
励

ま
す
な
ど
情
緒
的
支
援
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
、
学
校

は
人
び
と
が
集
う
居
場
所
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
（
道
具
的
支
援
）。

こ
れ
ら
事
例
の
よ
う
に
、
今
後
の
Ｃ
Ｓ
は
協
議
会
の
協

議
機
能
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
Ｃ
Ｓ
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
し
て

社
会
的
支
援
の
４
タ
イ
プ
に
取
り
組
み
な
が
ら
地
域
づ
く

り
に
地
道
に
努
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

注
１　

答
申
「
新
し
い
時
代
の
教
育
や
地
方
創
生
の
実
現

に
向
け
た
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
の
在
り
方
と
今
後

の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」
２
０
１
５
年
。

注
２　

東
俊
之
「
地
域
協
働
に
対
す
る
新
た
な
視
点
を
目

指
し
て
」
佐
々
木
利
廣
編
『
地
域
協
働
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

中
央
経
済
社
、
２
０
１
８
年
、p.24

。

注
３　

上
野
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
何
か
」
上
野
眞
也
・

田
中
尚
人
・
河
村
洋
子
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
す
す
め
』
成
文
堂
、
２
０
１
３
年
、p.19

。

注
４　

佐
藤
晴
雄
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
全

貌
』
風
間
書
房
、
２
０
１
８
年
、pp.58-59

注
５　

さ
い
た
ま
市
教
育
委
員
会
『
さ
い
た
ま
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
成
長
モ
デ
ル 

』
生
涯
学
習
振
興
課
、

２
０
２
１
年
。

注
６　

Jam
es S.H

ouse,1981,W
ork Stress and 

Social Support, A
ddison-W

esley Publishing 
Com

pany, pp.23-25

。
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地域
TOPICS
トピックス

アンテナ
ショップ紹介近

江
商
人
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
今
も

世
界
か
ら
人
・
モ
ノ
・
情
報
が
集
ま
り
行

き
交
う
東
京
・
日
本
橋
。「
こ
こ
滋
賀
」は
、

そ
の
日
本
橋
の
地
か
ら
、
滋
賀
の
豊
か
な

自
然
や
歴
史
文
化
、
環
境
で
育
ま
れ
た
食

や
モ
ノ
な
ど
の
魅
力
を
発
信
し
、
滋
賀
へ

の
誘
引
の
役
割
を
担
う
拠
点
と
し
て
２
０

１
７
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

30
を
超
え
る
蔵
元
の
地
酒
バ
ー
も

近
江
の
酒
、
茶
、
菓
子
、
信
楽
焼
な
ど
、

県
内
各
地
の
特
産
品
や
伝
統
工
芸
品
の
販

売
、
県
内
の
30
を
超
え
る
蔵
元
の
地
酒
が

味
わ
え
る
地
酒
バ
ー
、
近
江
牛
を
は
じ
め

と
し
た
滋
賀
の
食
材
を
味
わ
え
る
レ
ス
ト

ラ
ン
、
滋
賀
の
魅
力
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
案
内
な
ど
を
と
お
し
て
、
鮮
度

の
高
い
商
品
・
情
報
を
お
届
け
し
て
い
る

「
こ
こ
滋
賀
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
演
会
、
体
験
型
イ
ベ
ン

ト
、
試
食
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

信
楽
焼
の
陶
器
絵
付
け
体
験
や
、
滋
賀

県
で
は
湖こ

魚ぎ
ょ

と
呼
ば
れ
る
琵
琶
湖
の
魚
の

試
食
販
売
、
近
江
の
茶
、
近
江
の
酒
の
試

飲
販
売
な
ど
、
都
内
で
は
珍
し
い
体
験
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
お

客
様
に
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
季
節
に
合
わ
せ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
特
集
コ
ー
ナ
ー
や
、
滋
賀
県
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
伝
え
る
パ
ネ
ル
展
の
実
施
、

子
ど
も
向
け
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
さ
ら
に
は
、
首
都
圏

各
地
で
の
出
張
販
売
な
ど
を
通
じ
て
、
幅

広
い
世
代
の
お
客
様
に
滋
賀
県
の
魅
力
を

体
感
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
発
信
を
行
っ

て
き
た
「
こ
こ
滋
賀
」
は
、
滋
賀
の
魅
力

を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、「
買
う
・
食
べ
る
・

訪
れ
る
・
住
む
」
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
滋
賀
を
選
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
目

標
に
向
け
、
今
年

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

１
階
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
、
販
売

商
品
の
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
日

本
三
大
和
牛
の
一

つ
、
近
江
牛
の
精
肉
販
売
も
開
始
し
ま
し

た
。
２
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
近
江
牛

の
老
舗
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
「
近
江
牛

毛
利
志
満　

日
本
橋
こ
こ
滋
賀
」
が
都
内

初
出
店
。
粉
雪
の
よ
う
な
霜
降
り
と
極
上

の
肉
質
の
近
江
牛
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

店
頭
で
旅
行
申
し
込
み
受
け
付
け

さ
ら
に
、
観
光
案
内
機
能
も
パ
ワ
ー
ア

ッ
プ
。
こ
れ
ま
で
も
常
駐
し
て
い
た
専
任

の
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
観
光
案

内
・
相
談
対
応
に
加
え
、
新
た
に
店
頭
で

の
滋
賀
へ
の
旅
行
の
申
込
受
付
も
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
１
階
壁
面
に
は
琵
琶
湖

の
写
真
と
自
転
車
を
展
示
し
、
ビ
ワ
イ
チ

（
琵
琶
湖
一
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
）
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
ま
す
。

10
月
29
日
（
土
）
に
は
開
館
５
周
年
を

迎
え
る
「
こ
こ
滋
賀
」。
記
念
イ
ベ
ン
ト

を
多
数
用
意
し
、
ご
来
館
い
た
だ
く
お
客

様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
観
光
案
内
、
特
集
コ
ー

ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ネ
ル
展
。
こ
れ
か

ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
と
お
し

て
、「
こ
こ
滋
賀
」
か
ら
滋
賀
県
の
魅
力

や
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
お
近
く

に
お
越
し
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
き
、
滋
賀
県
の
魅
力
を
全
身
で
体
感

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
滋
賀
県
へ
の

ご
来
訪
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

―
近
江
牛
の
老
舗
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
店
が
東
京
初
出
店
―

東
京
・
日
本
橋
「
こ
こ
滋
賀
」
で

�

滋
賀
県
の
魅
力
を
体
感
！

滋
賀
県
こ
こ
滋
賀 

主
事

牧
谷　

百
華

入口では信楽焼のたぬきが出迎えてくれる

2F のレストランは落ち着いた雰囲気

特産品を販売する 1F マーケット
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特
集
編
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通
巻
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０
号
）　

地
域
の
創
意
に
よ
る
新
し
い
教
育　

令
和
4
年
10
月
１
日　

一
般
財
団
法
人　

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行


